


[image: ]










夢解きパティシエ




黒き医者の甘い誘惑








隼川いさら





[image: ]

角川ビーンズ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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本文イラスト／樹要







　序章　悪夢







　全すべてを語り終えた後、肘ひじ掛かけ椅い子すに深く腰こし掛かけた男はようやくまぶたを開いた。

　美しい男だった。美しい人間を見慣れている自分が思わず息を吞のむほどに、「美」という言葉が相応ふさわしい男だった。豪ごう奢しやな室内ですら、男を輝かがやかせる添そえ物にしか過ぎない。

　それは、彼が全身に纏まとう傲ごう慢まんなまでの白さゆえかもしれなかった。

「お話はわかりました」

　男の唇くちびるが微笑を刻んだ。風で僅わずかに乱れた前まえ髪がみを優ゆう雅がに搔かき上げて続ける。

「あなたを連日悩なやませている悪夢は非常に性質たちの悪いものです。……何か、心当たりは？」

「そんなもの……あるわけがない」

　噓うそだった。心当たりはありすぎるほどにある。華はなやかな世界の舞ぶ台たい裏は底なしの泥どろ沼ぬまだ。表面が美しく輝けば輝くほどに、見るに堪たえない醜しゆう悪あくな闇やみが広がっている。

　自分もそうだ。闇が陽ひの下もとに晒さらされる恐きよう怖ふを一時でも忘れたくて、あれに手を出した。

　それなのに、悪夢は日増しに強くなる。まるで破は滅めつの未来を示すように。

「……いけませんね。噓はあなたのためになりませんよ」

「う、噓など言っていない」

「では、なぜ私の目を見ないのです？　後ろめたいことがあるからでは？　人は不都合なことを問われた時、相手から視線を逸そらしてしまうという心理実験の報告があります」

「そんなことはどうでもいい！　僕に必要なのは、悪夢をこれ以上見ないための方法だ。あなたならそれを知っているんだろう。たとえば、……夢すら見ない睡すい眠みん薬やくだとか！」

　胡う散さん臭くさい看板を掲かかげているくらいなのだから、という言葉は顎あごへの締しめつけに消された。

　いつの間に近づいていたのか。輝ける美び貌ぼうが間近に迫せまり、男の中で唯ゆい一いつ闇の色をした瞳ひとみに怯おびえた自分の顔が映し込まれている。

「そのためには、まず真実をお話しになることです」

「か、金に糸目はつけない。お願いだ！　このままでは悪夢に取り殺されてしまう！」

「真実を」

　冷れい酷こくな瞳と微笑のまま男は繰くり返した。

「でないと、あなたが仰おつしやったように本当に悪夢に取り殺されてしまいますよ？　一体何を躊躇ためらっておいでです。私はあなたの一挙一動を追い回す醜しゆう聞ぶん記者ではないというのに」

　逃にげることを許さぬ手の動きとは裏腹に、男の声は柔やわく優やさしく耳を侵おかしてゆく。

「さあ、お話しなさい。全てを、この私に。──あなたを悪夢から解き放つ者に」







　第一章　真しん珠じゆの男







　目覚めたばかりの朝の光は、全てのものを輝かせる。

　簡易屋台に山盛りに積まれた色いろ鮮あざやかな野菜や果物。卸おろしたばかりの魚に肉類、バターブウールやいろんな形のチーズフロマージユ。当然、主食のバゲットもある。古着や古書の台も出て、集つどう人々の熱気は陽光にも劣おとらない。

　朝市マルシエ。都市レーヴのそこかしこで開かれる〝人々の胃い袋ぶくろ〟は、観光客向けの「品の良さ」を売りにしているところもあるが、ここ下町十区のそれは猥わい雑ざつで、人々のやり取りや交こう渉しよう事も荒あら々あらしい。少しでも隙すきを見せれば、いつの間にやら財さい布ふが消えていた、なんてことも日常茶さ飯はん事じだ。いきなり喧けん嘩かが始まることさえある。

　そんな危険と隣となり合わせであっても、朝市の活気は格別だ。一日の始まりが意味するのは、新生。昨日の嫌いやなことも、寝ねて起きればまっさらに。いつもと代わり映ばえなき現実と問題に頭を抱かかえていても、朝には「どうにかなるセ・ラ・ヴイさ」と思わせるだけの力がある。

　だから、レンもこの朝市が好きだ。自分が作る数種類の菓か子しの袋ふくろが、行列となった人々の手に渡わたってゆくのを見れば、今ぶち当たっているちょっとした問題も肩かたを竦すくめてやり過ごせる。

「ありがとメルシーうございます、マダム」

　最後の一袋を渡してレンは極ごく上じようの笑えみを浮うかべた。晴れ渡った空を思わせる瞳に、黒くろ髪かみと黄色味がかった滑なめらかな肌はだ、小こ柄がらで少女めいた繊せん細さいな風ふう貌ぼうや教会の少年合唱団にいそうな高音の声は、いかにも異国めいて不思議な印象を抱いだかせる。そんな彼は、早々に売り切れとなる菓子と共に市場では名物になりつつあった。

　客のマダムを見送ると、レンは早々に屋台を片付け始めた。隣となりで果物屋台を出しているジャンが羨うらやましそうに声を掛かけてくる。

「今日も商売繁はん盛じようだな。あっという間に完売だ」

「まあね。でも、今日は残ってても早めの切り上げだよ。これからまた新しいのを焼いて、配達しないといけないからな」

「配達って……ああ、女装屋か。〈悪あく趣しゆ味み座ざ〉」

「そ、ピエールのとこ。後から別に小屋ハコにも届けるけど、ピエールは焼きたてが欲しいんだってさ。昼になればあいつも起きて来るし。あと、今日は警察にもかな。ユゴーさんが甘いもの欲しがってるってトマの兄ちゃんが伝えに来たから」

「警察なんてよく行けるな。俺はガキん時にとっ捕つかまって以来、あそこはどうもいけねえ。前を通るだけでちびりそうになるぜ」

「俺だって警察なんて好きじゃねえよ。でも、客は警官って仕事の人間だからな」

　粗そ末まつな木の机に敷しいていた布を全部丸めると、今日の売上金をしっかり納めた肩かた掛かけ鞄かばんから小さな硬こう貨かを出してレンはジャンに笑みを浮かべた。

「リンゴ一つ。あ、そこの虫喰くってちょっと黒くなってるやつな」

　虫喰いの分をしっかり値引いた金額分の硬貨を払はらうレンの笑みは、朝市慣れしたしたたかな下町の少年のものだった。







　リンゴを齧かじりながら朝市を冷やかした後、レンは下町の雑然とした路地を歩いていた。

　セラ川に浮かぶ小島を起点に、時計回りに発展したエヴェイユ共和国首都レーヴの歴史は古い。近きん隣りん諸国との戦いくさに明け暮れた古代、絶対王政時代とその終しゆう焉えんに伴ともなう市民による大革命と血の犠ぎ牲せいを強しいた近代、そして長い混乱の時代を経て資本と商業主義、科学の発達した世紀末現代に至る長い道程がある。

　無数の夢が生まれては消えた、それがレーヴであるとも言えよう。

　だが、約五十年前の「首都大改造」がレーヴを変革させる。下水道の整備と共に古い建物は壊こわされ、泥どろ道みちには石いし畳だたみが敷かれた。この首都大改造は中世に流行した黒死病など、不衛生なことで流行した疫えき病びようの発生を抑よく止ししたとして高い評価を受ける一方、由ゆい緒しよある歴史的建造物の破は壊かいと消失に対する反感も買ったという。

　ところが、大改造は市長の失しつ脚きやくと共に道半ばにして頓とん挫ざする。レンが住む下町十区も工事の手があまり入らなかった古い時代の名残なごりが幾許いくばくか残る地区の一つで、流行最さい先せん端たんの文化を誇ほこり、ブルジョワ達が住まうレーヴ北西部の高級住宅街十六区から十八区辺りとは趣おもむきがかなり異なる。今にも崩くずれそうな建物も多い。

　レンが住まうのはそんな「崩れそうな建物」だった。実際、建物自体はほぼ全ぜん壊かいしているに等しく、無事なごく一部のみを借りている。

　元は食堂だったという建物の中には、今でも充じゆう分ぶん使用に耐たえ得る見事な窯かまが残ったままだ。それは半年前、母を亡なくしたレンが自活してゆくために必要な代しろ物ものであり、また今ちょっとした問題にもなっているのだった。

「帰ったのかい、レン。今日もご苦労さまだね」

　総毛立つような猫ねこ撫なで声に、レンの表情はげんなりとしたものに変わる。だが、瞬しゆん時じにしてお得意の笑顔に戻もどると爽さわやかに振ふり返った。

「どうも、ガロデおじさん」

　視線の先に立つのは、小太りの中年男だった。白髪しらが混まじりの髪かみはぼさぼさ、服もよれよれで全体的にだらしない。朝だというのに、強い酒の臭においを周囲に発していては、爽やかな気分も台無しだ。

「レン。いきなり何だが、今日の家賃をおくれでないかね」

　やっぱり来た、とレンは内心うんざりする。今月ではなく今日。

（また負けて借金増やしたな、このおっさん）

　レンの家を含ふくめ、幾いくつかの建物の家主であるガロデは賭と博ばく好きの酒好きで、近隣住人達の鼻つまみものだ。月単位の家賃を日単位で回収するようになった最近の評判は言うに知れず。

　しかも、レンの朝市での評判をなまじ知っているために、今日は売上がなかったと誤ご魔ま化かせないのが厄やつ介かいだ。

　仕方なく鞄から売上の一部を出すと、ガロデは嬉き々きとして奪うばい取った。

「本当にいい子だねえ、レンは」

　舌した舐なめずりするような気色の悪い笑みを浮かべるガロデの目は、どこか暗く病やんでいる。

「それなのに、あんなボロ家がいいだなんて、本当に変わった子だよ。何度も言うようだが」

「今から少し寝るから、その話はまたな」

　素す早ばやく切り上げると、レンはガロデ曰いわくの「ボロ家」へと入った。後ろ手に鍵かぎをかけてどっぷりと溜ため息いきをつく。

　ガロデはこの建物を壊したがっている。自分を追い出して新たな建物を建て、今以上の家賃収入を得ようと目もく論ろんでいるのだ。

　叶かなうならレンだってあんな家主の元など去りたいが、これだけの窯を持つ場所など一いつ般ぱん家庭にあるわけがない。元食堂であるからこそ叶う物件だったし、よもや理想的な場所があったとして、十四歳という実じつ年ねん齢れいどころかそれ以下の少女にすら間ま違ちがえられかねない外見のレンに、部屋を貸そうなどという者がいるとも思えない。

　ある意味、ここはガロデだからこそ借りられたのであって、そのためには家賃の名目で毎日金をせびられても吞のむしかなかった。

　食堂の隅すみに衝つい立たてだけで仕切られた形ばかりの寝しん室しつへと向かう。自作の寝しん台だいに腰こしを下ろすと朝市での売上を並べた。

　小麦粉やバターブウール、砂糖などの仕入に使うもの、生活用、そしてもう一つは将来のための貯金。

　後見人もないレンでは当然銀行で預かってはくれないから、貯金用の金は寝台に自ら作った仕し掛かけの中に入れている。

　一見した限りでは引き出しがあるとは思えない。我ながら素す晴ばらしい技術だと思う。

「店、持つにはまだまだだな……」

　朝市ではなく、繁はん華か区に自分の店を持つ菓子職人──パティシエになるのがレンの夢だ。

　それも、夢のような菓子店がいい。どんなことがあっても一口食べれば笑顔になれる、そんな店が。幼い自分が感動し、夢を抱くきっかけとなった、名も知らないパティシエの菓子を越こえるような。

　だから、この引き出しにはまだ見ぬ自分の夢が詰つまっている。

「さて、明日あしたの仕込みでもするか！」

　目下の問題はひとまず忘れて、簞たん笥すから調理服を出した。作業がしやすいよう、様々に工く夫ふうを凝こらしたそれは上質の生き地じを使ったもので、自分への出世払ばらいと無理をして調理服専門店で仕立てたものだ。

　レストランの厨ちゆう房ぼうで働いているわけではないレンには、費用も含めて身分不相応な服だった。今後、身体からだの成長と共に着られなくなる日も来るだろう。それでも仕立てたのは、この服を着ることで気持ちを引き締しめるためだ。

　菓か子し作りは魔ま法ほうじゃない。どちらかと言えば科学に似ている。粉や材料の性質、正確な分量計算、季節による温度や湿しつ度どの把は握あく、調整。これらを甘く考え、怠おこたることは失敗に繫つながり、同時にパティシエとしては失格の烙らく印いんを押される。

　だから、調理服は菓子を作るための戦せん闘とう服であると言えるのかもしれない。

　空気のように身体に添そった服を着ると心が無になった。目を閉じて大きく深呼吸し、次にまぶたを開くと、心は自然とこれから作る菓子へと集中する。

　大事なのは生地作りだ。まずはタルトに使う甘いパート・シュクレを作ろう。

　朝市に出ている間に地下の暗所から出して常温に戻したバターを泡あわ立だて器で混ぜ、粉砂糖と塩を加える。空気を含ませるようにしっかりと、しかしあまり力を入れずに手早く白くブランシールするのが大事だ。卵を少しずつ流し、菓子に適するよう独自に調整した小麦粉を加える。

　団子状に程ほど良よく混ざったら、半分に切っては重ね、きゅっと押さえることを繰くり返してゆくほどに生地が纏まとまって来る。その後は必要な厚さにして、冷暗所で一晩休ませるのだ。

　これが終わったら一ひと眠ねむりしよう。目下の悩なやみなど忘れてしまえ。ガロデのあの気色悪い顔など思い浮うかべながら眠りに就ついたら、悪夢を見るに違ちがいないのだから。

　見たことも聞いたことも味わったこともない菓子作り。食べてくれる人の笑え顔がお。そして、将来への大きな希望を夢見よう。

　でも、その前に明日焼き上げる生地のことを考えようか。

　いつもより少し早く起きて、カスタードクリームクレーム・パテイシエール入りのタルトレットを焼く。それを市場に持って行き、客が来る前に果物を仕入れる。切ったばかりの新しん鮮せんな果物をその場で乗せるタルトレット・オ・フリュイはどうだろう？　作る過程を見せるのも楽しいのではないだろうか？

　それに、クリームクレームの濃のう厚こうさと甘あま酸ずっぱい果物の調和は陽光に映はえて、いつもと違う味わいを感じさせてくれるはずだ。

（客をさばくには時間的に難しいか？　いや、大だい丈じよう夫ぶ！　俺なら出来る！）

　鼻歌混じりに予想を立てると、わくわくする。

　そう、眠りは楽しい夢を見るためにあるものだ。
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　レーヴの治安を守る市警は南西十四区、行政街の一角にある。

　大都市なだけに犯罪も多いレーヴの市警本部は、人々の出入りがいつも多い。

　人波を漕こぐようにして正面玄げん関かんを入ると、怒ど声せいや泣き声が響ひびき渡わたる警察特有の空気がむっと押し寄せて来た。

　集団で引き立てられる掏摸スリの少年少女達、昼間から泥でい酔すいして警官二人に腕うでを取られる宿無しと思おぼしき男、落とし物の問い合わせをする老ろう婆ば、夫ふう婦ふ喧げん嘩かの仲ちゆう裁さいをする刑けい事じ……その他ここには人間の負の部分が圧あつ倒とう的なまでの混こん沌とんを作っていて、レンはなかなか慣れることができない。

「あっ、いた。トマ！　トマの兄ちゃん！」

　周囲の喧けん噪そうに負けないよう大声で叫さけぶと、同どう僚りようと書類の山を持って何かをやり取りしていた若者が顔を上げた。途と端たん、大きな笑顔を向けて近づいて来る。大量の書類を押しつけられた同僚が叫んでいたが、彼は気づかないようだ。

「やあ、レン。今日もご苦労さん！」

　麦むぎ藁わら色の髪と明るい茶の瞳ひとみが人なつこそうな彼は、新人警官のトマだ。実際、人当たりが良く気さくな性格で、とかく役人嫌ぎらいの下町の人々にも好かれている。その分、警察での新人内では最下位評価らしく、「市警一のボンクラ」と言われているとの噂うわさだ。

「いや～、もう待ちに待ってたよ！　最近胃の痛くなるような事件が多くてさぁ。徹てつ夜やも続いてたから疲つかれててね。やっぱり、疲れている時には適度な甘さが欲しいよね！　……って、ユゴーさんも言ってたよ」

「ユゴーさん、そんな軽い調子で喋しやべらないんじゃね？　っていうか、喋ってる姿滅めつ多たに見たことないけど」

　ユゴーは市警警部補で、新人のトマと組んでいるベテラン刑事だ。鋭するどい顔つきが存在感抜ばつ群ぐんの非常に寡か黙もくな中年男で、レンもあまり彼の声を聞いたことがない。

「大丈夫！　僕はユゴーさんの通訳だからね！　あの人のことなら何でもわかるのさ！」

「その自信はどこから来るんだよ？」

「僕の観察眼の為なせる業わざってやつだよ。彼の目つきや仕草から、心の声が自然と聞こえるんだ！　これは刑事としての資質だよ！」

「それ、トマが勝手にそう考えてるだけだろ。っていうか、資質関係ねーし」

「とんでもない！　的中率は完かん璧ぺきだ。これはね、レン。ユゴーさんと僕が深～い絆きずなで結ばれてる証あかしなんだよ！」

　拳こぶしを握にぎって熱く語るトマに、レンは彼が最近恋こい人びとに振ふられていたことを思い出した。

　ユゴーとの絆をやたら強調するのも、きっと失しつ恋れんから立ち直っていないからに違いないと思うと、微笑ほほえみを禁じ得ない。

　つまりは、現実逃とう避ひと言える。

「そういや、今日のお菓子は何？　ユゴーさんの心の声ではそろそろガレットとか杏アプリコ入りタルトレットあたりが欲しいって……」

「安心しろよ。仕事中につまめるようにちゃんと一口大に作ってるから。改良して、これまで以上にさっくりとした歯ごたえと甘さが広がるようになったぜ。これは市場のお客から直じかに聞いたから間ま違ちがいないぞ！」

　胸を張って言うと、トマは口元をだらしなく緩ゆるめた。うっとりと夢見心地ごこちの顔になる。

「ああ……想像するだけで唾だ液えきが出てくるよ。淡あわく甘いバターの香かおり、口中に広がる生地のさくさく感と甘さ……素そ朴ぼくでありながら飽あきない美味おいしさ。これぞ菓子の王道だよね……！」

「そんなに誉ほめんなよ。照れるじゃねーか」

「え？　そうかな。だって、いつも渋しぶ顔のユゴーさんでさえ、レンのお菓子を食べてる時だけは幸せそうに顔が和なごんでるんだよ？　これってすごいことだと思うんだ！」

「本当かよ！」

「本当本当。すっごく微び妙みような変化だからよく見ないとわからないんだけどね」

「うわ……すっげ嬉うれしいよ。やっぱり幸せ感じてくれるのが俺の一番の願いだからさ」

「レンがパティシエ目指すきっかけになったのが、そういうお菓子なんだっけ？」

「うん。昔さ、マリが客からもらってきた土産みやげで誰だれが作ったとか全然わからねーんだけど」

　マリとは、レンの母である。ちなみに半年前、女の恋人と旅行に行った先で海難事故に遭あい帰らぬ人となった。今も死体は上がっていない。

「その時、どこぞの坊ぼつちゃん連中と取っ組み合いの大おお喧げん嘩かしてさ。俺は力負けして泣かされて最悪な気分だったんだよ。でも、その菓子を一口喰くっただけで嫌いやなこと全部吹ふっ飛んだんだ」

　あの時の衝しよう撃げきと興奮と感動が、自分にパティシエの夢を抱いだかせたのだ。

　一口食べるだけで幸せになれる、夢のような菓子を作る人間になりたいと。

「ま、まあでも、まだまだ修しゆ業ぎようが足んねーけどな」

　鼻の下をこすって照れを隠かくし、レンは笑った。

「あ、今回はテュイルとビューニュも入ってる。この間街中でユゴーさんに会った時、うまかったって言われ」

「ビューニュ！　田舎いなかのおばあちゃんが得意だった揚あげ菓が子しじゃないか！　僕の分にも入ってる⁉　大好きなんだよ！」

　いきなり両りよう肩かたを揺ゆさぶられ、レンは面めん食くらった。どうにか頷うなずく。

「は、入ってる。ちゃんと入ってるから心配すんなってゆーか手離はなせって！　菓子割れるぞ！」

「あ、ああごめんよ。つい、興奮しちゃってさ……」

　ぱっと手を離してトマが謝る。上着の襟えりを直して、レンは呆あきれた声を出した。

「全く、こんなことで興奮すんなよ。刑事ってのは、ほら、冷静さが大事なんじゃねーの？」

「刑事としての僕は冷静沈ちん着ちやくだよ？」

　そう言う彼の目がそこはかとなく泳いでいるのをレンは見み逃のがさなかった。

　こんな調子だから「レーヴ市警一のボンクラ」などと言われるのだろう。

「ただね、お金を出しているのだから、数も種類も同じであることが当然と思うわけだよ。そう！　我が国が古き大革命でもぎ取った、愛と自由と平等！　この精神が大事じゃあないか！　贔屓ひいきはよくない！」

「いや、贔屓してないし……」

「僕を甘く見てもらっては困るね！　前々回のユゴーさんの袋ふくろには、僕より一つサブレが多く入っていたことを僕は見逃さなかったよ⁉」

「そりゃ偶ぐう然ぜん一つ多かっただけだろ！　根に持つとこ間ま違ちがってねーか⁉　男として器うつわが小せえとか思わないのかよっ！」

「男の器は、そんなことで測られないのさ……。これはね、教訓なんだよ。すなわち〝食べ物の恨うらみは恐こわい〟」

「あー、わかった。わかりましたよ。今後しっかり気をつける。それより、ユゴーさんは？」

　このままトマのお喋りに付き合ってもいられないと、もう一人の顧こ客きやくを探すが見当たらない。

「ユゴーさんは今別室にいて手が離せないんだ。彼の分も預かるよ」

　トマが上着から財さい布ふを取り出すのを見て、レンも鞄かばんから菓か子しの入った袋を取り出す。

　渡そうとした時、それは起こった。

「失礼する！　市民を守る警察が話を理解することもせぬとは嘆なげかわしい‼」

　一ひと際きわ甲かん高だかい怒声が響き、荒あら々あらしい靴くつ音おとが近づいて来た。

　顔形の整った美男だった。肩かたまでの無造作な栗くり色いろの髪かみも、上下の着こなしやクラバットの結び方一つとっても粋いきな装いである。

　しかし、細ほそ面おもての顔は神経質に歪ゆがみ、憤ふん激げきに赤く染まっていた。こめかみにはくっきり筋さえ浮ういている。

　この時、さっと避よけていれば良かったのだ、と後にレンは悔くやむことになる。

　そうすれば、運命の悪戯いたずらなんてのは起こらなかったに違ちがいない。

　全すべてはこの瞬しゆん間かんに定まったのだ。

　男の杖つえの握りが、レンの持つ菓か子し袋ぶくろに引っ掛かかったその時に。

　あっと思った時には、二つの袋はレンの手から離れ、全部の菓子が汚よごれた床ゆかに落ちていた。

　一部が欠けたものや、無む惨ざんにも割れてしまったものもある。

「っ……、こらてめー、待て‼」

　レンの菓子など見向きもせず、出口に向けて早足で進んでいた男の手首をレンは摑つかんだ。本当は肩を摑みたかったところだが、圧倒的に背せ丈たけが足りない。

「何だ」

　ゆらりと男が振り返った。ただでさえ怒いかりに滾たぎっているところに呼び止められた苛いら立だちが、目の中に宿っている。だが、レンは怯ひるまなかった。

「あれを見ろ！」

　床にばら撒まかれた菓子を指さす。あわあわとトマが拾っていたが、勢いでかなり広こう範はん囲いにちらばってしまったようで、簡単には回収出来ない。おまけに、足元に気づいていない数人が、踏ふみ砕くだいてしまったものさえあった。

　男は状じよう況きようを察したらしい。だが眉まゆを顰ひそめて、不ふ愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らしただけだった。

「僕のせいだとでも？　君がそんなところでぼけっと突つっ立っていたのが悪いんだろう」

「それもあるだろうさ。けど、てめーもちゃんと前を向いて歩いてなかったんだろうが」

「失礼な。僕の目はちゃんと前に付いている」

「前に目は付いていても、目ン玉は裏返ってたんじゃないのか？　赤い色に興奮して暴走したエスパイニの闘とう牛ぎゆうみたいにな」

「……侮ぶ辱じよくするのか」

　男の顔が冷たい怒りに満ちたが、レンははんっと笑ってみせる。

「自分の非も認められないようなのは、牛以下さ。ここはあんた専用の通路じゃないんだぜ、色男さんよ」

「生意気な口を利きくお嬢さんマドモアゼルだ」

〝お嬢さん〟。その単語にレンはかちんと来た。お嬢さん。それは、なかなか男らしい成長を得られないレンの劣れつ等とう感であり、からかわれたり侮辱されたりした嫌な記き憶おくを刺し激げきする。

「どこ見てんだ闘牛野や郎ろう。てめーの目は相当節穴らしいな」

「おや、失礼。その貧弱な体つきからてっきり発育の悪いお嬢さんかと」

　暗に貧びん乏ぼう人と揶や揄ゆされている。下町の人間は決して生活が豊かではないから、いかにもブルジョワ風の男に言われても屁へでもない。

　が、次の言葉はレンの怒りに油を注ぐに充じゆう分ぶんだった。

「だから、身体からだをふくよかにしようと警官をたぶらかしに来た、哀あわれなお嬢さんかと思ったのだよ。おお、嫌だ。一体、どんな病気を持ってるか知れたものじゃない」

「！　てめぇ」

　あからさまな侮辱に、かっと血が昇のぼった。拳こぶしが動く。

　男は動こうとしなかった。表情には余よ裕ゆうすらあった。レンの拳が顔に届かないのは明らかだったし、喧けん嘩かは挑ちよう発はつに乗せられて先に手を出した者が不利だとわかっているのだ。

　レンは途と中ちゆうで拳を握にぎり込んだ。レン、と止めるトマの声が聞こえたのもある。

　ここは警察だ。警察で騒さわぎを起こすわけにはいかない。自分と親しいトマやユゴーにだって迷めい惑わくがかかる。表立って言われたことはないが、警部のブリュノを始め自分が「仕事」で警察に出入りするのを快く思ってはいない者は少なからずいる。

（くそっ）

　昂たかぶる気持ちを鎮しずめようと必死に呼吸を整えるが、怒りは簡単に消えたりしない。

　せめて敗北感を覚えないよう男を睨にらみ付けていたが、男の方は余裕の態度で、挑発に似た薄うすら笑いさえ浮かべている。

　混然とした警察内、レンと男の間の張り詰つめた空気を破ったのは、柔やわらかな男の声だった。

「失礼」

　かつ、と落ち着いた靴音と共に現れた男に、レンは一いつ瞬しゆんぎょっと目を剝むいた。それほど、男は強きよう烈れつな印象をレンに与あたえたのである。

　白。男は全身が白かった。帽ぼう子しからいかにも高級仕立ての三みつ揃ぞろいも、手て袋ぶくろも靴も全てがだ。

　二十代の半ばほどだろうか。豊かな真しん珠じゆ色の長ちよう髪はつと、その輝かがやきに照らされたような肌はだ。通った鼻筋と薄い唇くちびるを持つ細い顔形は、どこか女性的な繊せん細さいさを秘ひめた艶えん麗れいさで目を奪うばう。

　だが、中でもレンが囚とらわれたのはその瞳ひとみだった。白の中にある唯ゆい一いつの黒。深しん淵えんを思わせる鈍にぶい輝きは、じっと見つめていると目め眩まいを起こしそうになる。

（黒真珠だ）

　とレンは思った。深い闇やみの、夜の色を持つ真珠。ずっと昔、マリに一度だけ見せてもらったことがある。

　気の遠くなるような海底での眠ねむりから目め醒ざめ、自らを育はぐくんだ貝かい殻がらから生まれ落ちた妖あやしき煌きらめき。手に取った者を悦よろこびと破は滅めつへと誘いざなう退たい廃はいの美──。

「私の連れが無礼なことをしたようだね。彼に代わって謝罪しよう」

　声に、レンははたと我に返った。ざわざわと音が蘇よみがえる。夜じゃない。まだ真っ昼間の、ここは喧けん噪そう溢あふれる警察署の中だ。レン達の騒ぎなど誰だれも気づいていない。

　首を振ふる。何か変なものを見てしまった気分だった。

　一瞬の幻げん想そう？　いや、白昼夢？

　しかし、その間にあの無礼な男は消え去っていた。

　この美しい男が自分に白昼夢の魔ま術じゆつをかけている間に、逃にがしてしまったのだろうか。

　そう思うと、騙だまされたような「やられた」感と敗北感が一気にレンを脱だつ力りよくさせた。

　男の側そばを通り過ぎると、心配そうに見つめるトマに笑え顔がおを見せる。

「……レン」

「ごめん。ここは俺が片付けるよ。トマは仕事に戻もどって。心配すんなよ。作り直して来るから。あ、もちろんビューニュもさ」

　ことさら明るく言うが、誰だれかに踏まれて砕けたものを見れば、気分が下がるのは否いなめなかった。悔くやしさまで湧わき上がって、視界が滲にじむ思いだ。

（こんなこともある。良いことばかりが人生じゃないし、悪いことばかりも人生じゃない）

　震ふるえそうになる息を吞のみ込んで菓子を回収していると、優美な手が袋ふくろの一つを取った。

　見れば、真珠の男である。

　この男にうっかり見み惚とれていてあの無礼野や郎ろうを逃のがしたかと思うと、知らず口が尖とがった。

「……何だよ」

「これらは私が買おう」

「はあっ⁉」

　レンは目を剝いた。何を言い出すかと思ったら、菓か子しを買う？

　埃ほこりは元より、外でどんなものを踏んでいるかも知れない人間達が歩く、不衛生極きわまりない床に落ちた菓子を？

　驚おどろきは、すぐに静かな怒りに変わった。

　消えた男も、この真珠色の男も、実に良い身み形なりをしている。ふっかけても、それが妥だ当とうではないものだとわかっていて簡単に支し払はらえる類たぐいの、いかにも余裕ぶった連中の一人だろう。

「必要ねえよ。落ちた以上は売り物にならない。買ったところで、どうせ捨てるだけだろ。そんなことされたって、こっちは嬉うれしくも何ともねえんだよ」

　男から袋をひったくってレンはじろりと男を睨む。

　金で全てが解決出来ると思ったら大おお間ま違ちがいだ。

　だが、男は袋から菓子を一つ抜ぬき取ると、あろうことか自分の口に放り込んだのである。

「買おう」発言以上の驚きだった。

　開いた口が塞ふさがらないレンの前で、男はじっくり味わうように咀そ嚼しやくし、飲み込んだ。

「ふむ。良い味だ。気に入ったよ。だから、私が引き取ろう」

　艶つやめいた笑顔を向けると、男はレンから菓子袋を二つとも取り上げてしまった。

「詳くわしい感想は後日教えてあげよう。では、また今度」
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　煌めく髪が人波に紛まぎれてゆくのをレンはぽけっと見送るしかなかった。

「……何だ、あいつ」

　啞あ然ぜんとしたまま呟つぶやくと、トマが教えてくれた。

「あの人は、ヴァレリー・クロエというんだ。夢医師という職業の人でね」

「夢医師？」

　本人も謎なぞなら、その職業も謎だった。夢医師。聞いたこともない。

「まあ、何て言うか悪夢に悩なやまされる人達を助ける仕事らしいよ。心理面や環かん境きようから悪夢を見る原因を探さぐって、患かん者じやの悪夢を消してあげるんだって。あ、マリさんと同業者っぽくない？」

「マリは夢ゆめ占うらない師しで医者じゃない。客の悪夢を消したりはしなかったぞ。夢から心配事とか悩みを聞いて相談に乗ったり、未来を推測したりしてただけさ。ま、胡う散さん臭くささにかけちゃ、どっこいどっこいだけど」

「ははは。けど、ヴァレリーさんは、警察では扱あつかいかねる不可解な事件に協力してくれてもいるんだよ」

「じゃあ、あの俺にぶつかった野郎も関係者か？　連れって言ってたよな」

「ああ、彼はヴァレリーさんの顧こ客きやくだよ。ファビアン・ウジェ。知らない？　国立オペラ座の花形俳優ヴデツトでね。今、一番人気。ポスターなんかも貼はられてるけど見たことないかな。オペラ座のある九区ってお隣となりじゃない」

「オペラ座ぁ？　んなご高こう尚しような場所に行くかっての。道理で、いけ好かない奴やつなわけだぜ」

　はんっと肩かたを竦すくめると、トマは苦く笑しようを浮うかべた。

「ま、ファビアンはどうあれ、ヴァレリーさんはユゴーさんの信しん頼らいは厚いよ。これまでも、いろいろと事件の解決に貢こう献けんしてくれてて……」

「全く、何て男だ！　我等市警を脅おどすような言動をするとは」

　トマの話は、新たな声に遮られた。

　近くの部屋から出てきた二人の男の一人が、憤ふん懣まんやるかたない様子で喋しやべっている。

　前まえ髪がみをきっちり上げた丸眼鏡の男に、げっとレンは一歩身を引いた。まだ若いが神経質そうな顔立ちの彼は、レーヴ市警警部のバルタザール・ブリュノだ。服装も上から下まできっちりとしており、見るからに神経質が服を着ているといった風ふ情ぜいである。

　対して、ブリュノの後ろから出てきたのはフレデリク・ユゴー。彼より頭一つ分背の高い、彫ほり深く鋭するどい顔立ちの中年男だ。表情も岩のごとくに動かず、固く閉とざした唇に火の点ついていない煙草たばこをくわえているのは禁きん煙えん中だからだと、以前トマが言っていた。

　ユゴーはともかく、ブリュノは苦手だ。そそくさと彼の視界から逃れようとしたが、相手は目め敏ざとかった。

「トマ！　トマ・ジャルディノ！　勤務中に何をしている！　貴様の仕事は子供とのお遊びではないだろう！」

　レンではなく、トマに言うのがブリュノのやり方だ。刑けい事じの何人かが肩を竦めたり失しつ笑しようするのが見えた。衆目の面前で恥はじをかかせ、本人の気持ちを引き締しめさせる狙ねらいがあるのだろう。

　が、残念ながら、トマには通じない。びしっと敬礼して堂々とのたまった。

「はっ！　しかし、自分は彼の落とし物を拾うのを手伝っていただけであります！　犯罪防止に犯人検挙、伴ともなう市民の生活の安全、そして彼等の困り事の手助けをしてこそ警官としての本ほん懐かいではないでしょうか！」

　ブリュノの目元がひくひくっと動いた。忌いま々いまし気に小声で何かを呟くと、背を向けて去ってゆく。代わりに、ユゴーが近づいて来た。

「あは。警部、何ですって？」

「『夢医師に引けを取らぬロクデナシ』と」

「う～ん。今日の罵ば倒とうはちょっと今一つ？　もっと汚きたない言葉で罵ののしってくれると、僕的には勝利感に酔よえるんですがね」

　トマとブリュノの間では謎の攻こう防ぼう戦せんがあるようだ。とは言っても一方的にトマが上司ブリユノに対して挑ちよう戦せんを仕し掛かけているようだが、新人刑事がこんなことで良いのだろうか。

「何があった？」

　レンと彼の足元に落ちている菓か子し屑くずを一いち瞥べつしてユゴーは問うた。目つきが鋭いせいで、知り合った頃ころはいちいちビビったものだが、今ではすっかり慣れている。

「ああ、さっきユゴーさんが警部と相手していたファビアン・ウジェが絡からんでてね……」

　レンが口を開く前に、トマが説明を始めた。生来喋るのが好きなんだろうなとレンは思う。

　聞き終えたユゴーは黙だまって頷うなずくと、レンの背中を軽く叩たたいた。元気を出せという意味らしい。

　言葉のない温かみに、レンはじーんとなった。目が潤うるみそうになる。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　後からちゃんと新しいの持ってくるからさっ！　楽しみにしててよ」

　頷いてブリュノと同じ部屋に入ってゆく背を見届けて、レンは苦笑した。

「警部は、あの夢医師ってのを嫌きらってるみたいだね」

「まあねー。警部ってホラ、頭がっちがちだし、普ふ通つうの医師ならともかく、〝夢〟医師だろ？　顧客の夢が何らかの事件に関かかわるなんてさ、まあ普通は胡散臭いとしか思わないよね」

「トマも胡散臭いって思ってる？」

「胡散臭いって言えばそうなんだけどね。でも、何度も事件に関わってたのは事実だし、ユゴーさんの信頼は厚いからね。ほら、あの人万年警部補だけどここじゃかなりの古株だろ？　正直言って、警部よりよっぽど発言力も大きいし支持も高い」

「普ふ段だんロクに喋らないのに大きい発言力って……」

　地位は高くとも、いざ行動するとなると部下の方に支持を取られるとあっては、ブリュノも立つ瀬せがないに違ちがいない。

「たった一言が重いってことだよ。ま、ファビアンの事件もどうなることやら」

「事件？」

「ファビアンが言うところによると、最近身辺で変なことがあるんだってさ。劇場が引けて帰り道に怪あやしい影かげに付き纏まとわれたりとか、馬車を待っていたら後ろから突つき飛ばされたりとか。しかも、振ふり向いても誰だれもいないんだと」

「気味の悪い話だな」

「で、警官を護衛として派は遣けんしてくれって騒さわいでたわけさ」

「怪かい談だんっていうより、誰かに恨うらみ買ってるのを自覚してるってことだろ。性格悪そうだし」

「大いにあり得るね。ただ、彼はずっと悪夢に悩まされているらしくて、それでヴァレリーさんのところに通ってるんだ。だけど、警察としては、夢と現実の区別がつかなくなってるっぽい男のために、大事な警官は派遣させられないってこと」

「へえ」

「ま、ファビアンは職しよく業ぎよう柄がら新聞記者なんかとも親しいだろうし、その内市警の悪口が新聞に載のるかもしれないね。じゃ、僕もぼちぼち仕事に戻もどるよ」

　同どう僚りようが睨にらんでいるのに気づいたらしく、喋るだけ喋ると、トマは手を上げて戻って行った。

　レンも出直すべく、警察署を後にする。

　ずいぶん長居してしまったようだ。自分の瞳ひとみと同じ色に晴れ渡わたっていた青空が、もううっすらと淡あわい翳かげりを見せている。

　黄昏たそがれが来れば夜はすぐそこだ。行政区のこの辺りは、市警も近いからか比ひ較かく的てき犯罪は少ないが、人通りのぐっと少なくなる夜に出歩くのはやはり危険だ。

「……変な男だったなー」

　大通りを急ぎながらも、思い出すのはさっき会った男だ。

　汚よごれた菓か子しを、何の躊躇ためらいもなく食べて笑った真しん珠じゆ色の男。

　ヴァレリー・クロエ。

　──では、また今度。

「会うわけねーじゃん」

　レンは笑う。そう、会うわけがない。お互たがい警察に出入りしているようだが、彼は事件関係、自分は菓子の配達とまるで接点がない。これまで一度も会ったことがないのだし、今後も会うことはないだろう。

　しかし、運命とはロクでもない罠わなを用意しているものだ。

　レンは後日、それを嫌いやというほど思い知ることになる。
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「はぁ。はぁ。はぁ。ここまで来れば大だい丈じよう夫ぶ。あの気味の悪い道どう化け師しは追って来ない。……でも一体ここはどこなの？　知り抜ぬいている街のはずなのに、まるで見覚えがないなんて」

　闇やみの中から野太い声が発されると、徐じよ々じよに「彼女」の全身が照らされた。

　隆りゆう々りゆうたる肉体に極ごく彩さい色しきの女物衣装。見事な胸むな毛げが溢あふれる胸の谷間デコルテの上には、白粉おしろいをごってりと塗ぬった過か剰じような厚あつ化げ粧しよう。

　恐きよう怖ふがもたらす緊きん張ちようの場面は、「彼女」の姿形のせいでどこか滑こつ稽けいだった。

「マダム、マダム。それは仕方のないこと。ここは現実であって現実ではない場所なのです。言うなればここは、悪夢の回かい廊ろう……」

「……！　ああ！　また現れた。忌いまわしい道化師。わたくしを破は滅めつに導く悪あく魔ま！」

　ひいぃ、と奇き声せいを上げて逃にげようとした「彼女」だが、裾すそを踏ふまれてど派手にすっ転んだ。

　ぱっと光が生まれ、新たに現れたのは道化師だ。「彼女」に引けを取らぬほど白く塗りたくった顔の右目には青い星形、頰ほおには真っ赤な円。目に痛いほどの黄色い衣装の袖そでには、過剰なまでのレースが、ひらひらと揺ゆれていた。

「マダム、マダム。私がマダムの前に現れた理由は、貴女あなたが一番よくご存じのはず。悪の限りを尽つくして奪うばった栄光の地位を、悪魔の王に返す時が訪おとずれたのです。美も繁はん栄えいも永えい劫ごうに非あらず。力で奪い得たものは、また力で奪われる。其それすなわち、世の理ことわりというものなり」

　道化師の、頰にまでも描えがかれた真っ赤な唇くちびるが不気味に吊つり上がった。

「神よ、懺ざん悔げします。わたくしはここに親友レメーヌを陥おとしいれたことを告白します！　共にプリマを夢見たあの娘この両足の骨を砕くだき、二ふた目めと見られぬ顔にするよう街のごろつきに指図したのはわたくしです！　なぜなら、あの娘はわたくしが心を寄せた旦那だんな様に愛されたから！　裕ゆう福ふくな紳しん士しの愛人となり、社交界の女王となるのが貧しいわたくしの夢だったのですもの！」

「マダム、マダム。だから、己おのが夢のために親友を裏切っても許されると？」

「ええ、その通り！　わたくしの方があの娘より美しかった！　選ばれないはずがなかった！　いいえ、違います！　あの娘はわたくしより心が美しかった！　選ばれて当然だった！」

　半はん狂きよう乱らんで叫さけぶ「彼女」を前に、道化師は戯おどけた仕草で煙けむりを上げる杯はいを右手に掲かかげ持った。

「マダム、マダム。終わりは一いつ瞬しゆんですよ。かつて貴女が親友にしたように、貴女は誰かに裏切られた。因果と応報は必ず訪れる救いなき時の巡めぐり。貴女にとっての時は、まさにこの瞬間」

「おお、何と忌まわしい臭におい！　ああ！　液体がドレスローブの裾にかかって溶とけたわ！　液体が頰に！　鼻に！　額に！　おお熱い！　熱い！　熱い！　顔が、顔が顔が顔が焼ける！　焼け爛ただれる！　わたくしの美しい顔が失われ喪うしなわれてゆく！　ああああ‼」




　──どん、と重い音を立てて緞どん帳ちようが落ちた。
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「いやぁ。今日も大入り大入り！　評判も日々高まって来てるし、これは最高の興行になること間ま違ちがいなしだな！」

　目の前で麦酒を呷あおるピエールは上じよう機き嫌げんだ。職業柄声量が豊かなせいで、大声で笑う度たびにぎょっとした様子で誰かがこちらを見る。

　十一区。夜は酒場を兼かねるビストロは下町の小劇場が密集する一角にあり、多くの芝しば居いが引けた夜よ更ふけの今は、客も劇団員やその関係者が大多数を占しめている。

　そこかしこで劇団員達が侃かん々かん諤がく々がくと論評を闘たたかわせている一方、追っかけと思おぼしき娘達と睦むつまじく肩かたを寄せ合う美男子がいる。隅すみの方では脚きやく本ほん家らしい顔色の悪い青年が、座長らしきでっぷりした男の指図に、苛いら立だった様子を見せている。

　それらをちらちら見つつ、炭酸水を流し込んでレンは頰ほお杖づえをつく。

「……つーか、悪あく趣しゆ味みすぎねえ？　『真夏の夜の悪夢』ってまあ題名通りの内容だけどさ……。あのマダムの末路は当然と言えば当然なんだろうけど、後味悪すぎ……」

「その悪趣味度の高さが〈悪趣味座〉の売りだぜ？　観客だって、俺達の不気味な女装込みで最高の悪夢を見るためにやって来るんだ。俺達は一時の夢ならぬ悪夢を提供するのが至上命令なのさ」

「でもさぁ、熱湯で女の顔焼くってさぁ……」

「甘い甘い。ありゃ、人の皮ひ膚ふを一瞬にして溶かす硫りゆう酸さんって設定だ」

　げっと青ざめたレンの反応を見て、ピエールはにやりと笑う。男くさいという形容がぴったりな彼は、女装を売りの一つにしているからか仕草に色気の漂ただよう銅あかがね色の髪かみと瞳の三十過ぎの男で、レンの馴な染じみ深い顧こ客きやくでもある。今日は彼に誘さそわれて食事を共にしていた。

　大きくはだけた胸に見える溢れんばかりの胸毛を、レンは羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見つめる。

　やっぱり男は胸毛だぜ……と夢見るレンの胸には、残念ながら胸毛の生える様子は全くない。

　それでも、ピエールの元に女が寄りつかないのは、左顔面に残る大きな縫ほう合ごう痕あとと、その周囲を覆おおう赤黒い痣あざのせいだろうか。厚化粧をしていてもわかる傷きず痕あとは化粧を落とせば迫はく力りよく満点で、自分の顔を見ただけで子供に泣かれたと苦く笑しよう混じりに話してくれたこともあった。

「そう言えば、今回はピエールも脚本に参加したんだっけ？」

「おう。脚本のガイの調子がちと悪くてな。だったら、こういうのはどうよと案を出したら、団長も乗って来てあれよあれよと」

　むさい男三人が集まって、あーでもないこーでもないと劇の脚本に頭を抱かかえている姿を想像するとかなり笑える。

「お。そういや、この間発売の演劇雑誌に〈悪趣味座〉が載ったんだぜ」

「本当かよ！　雑誌に載るってのは、名前も知れて来たってことだろ。良かったじゃないか。これでまた一歩、夢に近づいたな！」

「ああ。〈悪趣味座〉を、もっと多くの人に見てもらいたい。悪趣味もいいもんだって思わせたい。いつか、世界中に知られるようになるのが俺の、いや俺達の夢だからな」

　目を輝かがやかせて夢を語っている時のピエールがレンは好きだ。ピエールと知り合ったばかりの二年前は、〈悪趣味座〉はまだ無名の劇団だった。それが、ここ一年で頭角を現し、客の動員数もどんどん増えている。

　だから、〈悪趣味座〉が目に見えて成長している姿を見るのは、レンにとっても嬉うれしいことだった。劇団員達の、いかに人を動員するか、そのためにはどうしたら良いのか、時にぶつかり喧けん嘩かに至っても妥だ協きようしない姿勢と努力を、菓子の配達をしがてらレンも見ている。

「一度、お前も出てみねえ？　お前、かっわいーツラしてるから、絶対受けるぞ」

　からかいを含ふくんだ声こわ音ねに、レンは豆の殻からを軽くピエールに投げつけた。

「冗じよう談だん抜ぬかせ。どうせ役は、猟りよう奇き殺人事件の第一の犠ぎ牲せい者しやってところだろ」

「ご名答。悪趣味劇には悪趣味な野や郎ろう共が主役を張るべきであって、きれいどころはとっととご退場いただくに限るのさ」

「ひっでー」

「出演してくれたら、美術係のマルトーに、本物と見み紛まごうような見事なお前の生首絵を描かせてやる。それで、お前が嫌きらってる大家のジジイを驚おどろかせてやれよ」

「そりゃ楽しそうだな。けど、それで野郎にポックリ逝いかれちゃ堪たまらねーし」

　互いに笑い合う。他ほかの人間に言われたら腹が立つが、ピエール相手だと嫌いや味みがなくていい。

　菓子を買ってくれる客という関係以前に、ピエールはレンにとって、歳は離はなれているが気き兼がねしない友人だった。

「そうそう。来年の万ばん国こく博覧会の前に、一度海外巡じゆん業ぎようをやらないかって話が……」

「おや、こんなところに怪物モンストルがいるじゃあないか！」

　楽しい一時は、卓たくに乱暴に置かれた手によってぶち壊こわされた。レンはあっと声を出す。

　忘れようにも忘れられない。十日程前、市警内で一いつ触しよく即そく発はつになったことも記き憶おくに新しい──国立オペラ座の俳優。

（ファビアン・ウジェ！）

　陽気ながらも呂ろ律れつの回らない調子で、ファビアンはピエールを覗のぞき込む。

「いやに楽しそうじゃないか。最近じゃ、批評家にも取り上げられて上っ調子なようだな。めでたいことだ」

　レンは思わず鼻を覆った。ファビアンが猛もう烈れつな酒気を発していたからだ。よく見れば、ファビアンの目元は赤く染まり、眼球は濁にごって得体の知れない光を宿している。クラバットはなく、上着も髪も乱れて全体に崩くずれ、美男ぶりも形無しだった。完全に泥でい酔すいしている。

　ピエールは相手にするつもりはないようだ。表情を消し、やたらと顔を近づけようとするファビアンからさり気なく身を引いている。

「場末の女装集団風ふ情ぜいが、批評家気取りのババアとでも寝ねたのか？　それとも、ゲテモノ好きのジジイとか？　ああいう奴やつ等らは好き者だからな。お前みたいな怪物面ヅラでも、満足させれば高く評価してくれるだろうさ。ええ？　どうなんだ、変態女装屋のピエール・ピカール。いや、ピエール・ロッ……」

「やめろ‼」

　友人への嘲ちよう弄ろうに耐たえられず、レンは立ち上がった。のろのろと、胡う乱ろん気に視線を向けるファビアンを強く睨にらみ付ける。

「あ？　何だお前」

「それはこっちの台詞セリフだクソ野郎。これ以上、俺の友達を侮ぶ辱じよくしてみろ。絶対に許さない！」

　一瞬ファビアンは面めん食くらったようだが、上から下までレンを眺ながめ回すと鼻で笑った。馴なれ馴れしくピエールの肩に腕うでを回すとねっとりと笑う。

「おいおい、こんなちっこい子供しかオトモダチがいないのか？　それとも何、お前実はそっち好きだっけ？　ははッ。いやぁ、そりゃ知らなかったなぁ」

　ファビアンに完全に無視の対象にされたことが、ますますレンの怒いかりに油を注いだ。

「てめぇコラ！　ピエールにいちいち絡からんでんじゃねえ！」

「きゃんきゃんうるさい子犬だねぇ。可愛かわいいのも、うるさすぎると蹴けり殺されるよ？」

「黙だまれ。オペラ座の花形俳優だか何だか知らねぇがな、お高く留とまった野郎にピエールを侮辱される謂いわれはねえんだよ。ピエールも〈悪趣味座〉も、ずっと頑がん張ばってここまで来たんだ。そして、将来は国中に名を知られるような大劇団になるんだよ！」

「は。場末の変態劇団が国中に？　有り得ないね」

「有り得ないかどうかなんててめぇにゃ関係ねえ！　ピエールには大きな夢があるんだ！　そして、いつかその夢はお前なんか凌しのぐんだ！」

　余よ裕ゆうぶっていたファビアンの顔が一いつ瞬しゆんにして青ざめた。濁った目が不ふ穏おんな光を宿す。

「口の減らないガキだな。この僕が、こんな怪物の、変態野郎より格下になるだと……？」

「お前みたいな最低野郎と一いつ緒しよにすんな。そもそも、人間としての格が違ちがうんだよ」

「このガキ」

　ファビアンの拳こぶしが上がる。すぐさまピエールがファビアンを押さえた。だが、ファビアンは口くち汚ぎたなく喚わめいて大暴れを始めた。卓たく上じようの料理や飲み物が床ゆかにばら撒まかれ、割れた皿の音が瞬時にして店内を緊きん張ちように包んだ。

「わー！　すみませんすみません！」

　よもや喧嘩かと集まり始めた人ひと垣がきから、今度は一人の青年が場に飛び込んで来た。

　顔形は整っているが、気弱そうな青年だった。その後ろから屈くつ強きようそうな男達が二人、ピエールから奪うばうようにファビアンを羽は交がい締じめにすると、ずるずると後ろに引き摺ずり始める。

「ちょっと目を離した隙すきにまた騒さわぎを起こして！　付き人の僕の身にもなって下さいよ！」

「うるさい放せぇ！」

「は・な・し・ま・せ・ん！　もういい加減にして下さいってばー。このままじゃ、評判ガタ落ちですよ！　こんなことが、あなたを愛して止やまないご婦人方の耳に入ったら……」

「んなババア共なんざ知るか！　皆みな纏まとめてクソ溜だめに落ちやがれってんだ‼」

「ああ口閉じて下さいよ。あ、本当にすみませんご迷めい惑わくをおかけしましたぁ。弁べん償しよう代はええとひとまずはこれで。足りない分はオペラ座支配人宛あてでお願いします」

　慌あわただしく言うと、青年はレンとピエールにも頭を下げた。

「こちらがどうも失礼をしたようで……重ね重ね申し訳ないことです。あの、少しですがこれを酒代として」

「必要ないよ。なに、俺にだって経験のあることだ。いろいろと鬱うつ屈くつしたものを、たまには吐はき出さないとやってられないことがある。俳優だって人間だからな。さ、行った、行った」

　軽い調子で促うながすと、青年は深く頭を下げて去って行った。

　緊張が解け、ビストロには再びの喧けん噪そうが戻もどる。二人のギャルソンが落ちた食べ物を片付けに来て、「災難だったね」と、新たな麦酒と炭酸水を置いて行ってくれた。

「……何で、言われるままにしてたんだよ」

　口を尖とがらせたままレンは低く唸うなった。侮辱に何一つ言い返さなかったピエールに納なつ得とくがいかなかった。

〝怪物モンストル〟はピエールの渾あだ名なだ。右は整っているのに、左にある無む惨ざんな顔面の傷から来ている。けれども、それはピエールの俳優としての怪かい演えんに観客達が敬意を表して送る言葉だ。

　ファビアンには敬意などなかった。ただ、ピエールの顔を貶おとしめるだけに言葉は発されていた。

　それがわからないピエールでもないだろうに、──なぜ。

「いい子だな、お前は」

　大きな手が頭を撫なでた。むっとしたまま、頭の位置をずらしてピエールの手から逃のがれる。

「子供扱あつかいすんじゃねえよ」

　子供扱いされるのは嫌いだ。「子供」というだけで一線を引かれている気がする。仲間外れにされたような、嫌いやな気持ちになる。

「悪い悪い。じゃあ、お前はいい奴やつだ」

「改めて訂てい正せいすんな。いい奴も悪い奴もねえよ。友達侮辱されて黙ってる方がおかしいだろ」

「そうか。……そうだな」

　と、会話の切れ目に温かい肉料理の大皿が運ばれてきた。こんなの頼たのんだっけ、と調理場の方を見ると、店のオヤジが片目をつぶってみせた。喧嘩を買って騒そう動どうを起こさなかったことへの感謝と、元気を出せという意味だろう。

　やがて、ぽつぽつと何人かが声をかけたり、ピエールの肩かたを叩たたいていった。〈悪趣味座〉とは好敵手関係になる、近きん隣りん一座の俳優達だ。

「おっしゃー！　飲むかー！」

　麦酒の杯はいを高らかに上げてピエールが音おん頭どを取ったのをきっかけに、周囲には新たな輪が広がった。人数が増え、場が一気に盛り上がる。やがて誰だれかが声量豊かに歌い出し、手て拍びよう子しが、楽器が伴ばん奏そうをつける。ビストロは楽しい一幕の劇場と化した。

　国立のオペラ座などとは天と地の差がある場末の小さな劇団俳優。それでも、ピエールが多くの人々に愛されているのがわかった。下町ならではの温かい家族感と賑にぎやかさに包まれていると、少しささくれ立っていたレンの気持ちも和やわらいでゆく。

（ま、あんな野や郎ろうのことなんざ、気に懸かけるだけバカらしいよな）

　共に笑い歌いながら、レンは楽しい輪の中に溶とけ込んで行った。
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（あの野郎、またうろついてやがる）

　ところが数日後、レンは菓か子しの配達帰りに再びファビアン・ウジェを下町で見かけたのだった。時は夕暮、空は夜との間あわいに染まり、影かげが色いろ濃こく人の後を追う時刻となっていた。

　ファビアンは、何かを探すように左右を見回しながら遠ざかってゆく。このまま行けば、小さな劇場が乱立する区域だ。

（野郎、今度は劇場まで乗り込む気か！）

　二度も腸はらわたを煮にえくり返されたせいか、ファビアンへの心証はどうしても悪い。

　ビストロでの件もある。またピエールに因いん縁ねんをつけようとするなら事前に止めるべきだろう。数多い劇団の中には、邪じや魔まな劇団の悪評をばら撒いたり、劇中に不ふ愉ゆ快かいな野次を飛ばすごろつきを雇やとうような下衆な連中もいるのだ。

　とは言え、本当に彼がピエールを標的に周辺をうろついているのかはわからないから、ひとまず後を追ってみることにする。

　建物に挟はさまれたでこぼこの古い石いし畳だたみを進むにつれ、人がどんどん少なくなってゆく。早朝からの労働者が多い下町の夜は早い。店の戸は早々に閉まり、皆みな家路を急ぐ。深夜まで開いているのは移民向けの総菜屋か、カフェや娼しよう館かんなど夜を売りにしている店だけだ。

　だから、見知らぬ歩ほ廊ろうの入口に来た時、レンは首を傾かしげてしまった。上を見ると、曲線も美しい装そう飾しよく額の中に名前が刻まれている。

　PASSAGE Grand Guignol　──グラン・ギニョル通りパサージユ。

（……こんなところ、あったっけ？）

　パサージュとは、建物と建物の間に通されたガラス屋根のついた歩廊のことだ。歩廊の左右にいろんな店が並び、商店街の役割を果たすことも多い。百年以上も前に大流行し、絶対王政時代の宰さい相しようの館やかたを使った豪ごう勢せいなものから呼び物や趣しゆ向こうを凝こらしたもの、庶しよ民みん的なもの、娼しよう婦ふの巣そう窟くつとなったものまで、かつてはレーヴ市内でも百以上のパサージュがあったと言う。だが、時世の変化と共に廃すたれてゆき、また五十年前の大改造によって今残るのは二十もあるかどうか。

　グラン・ギニョル通りの左右は奥まで丸い灯あかりが続いている。歩廊自体が金茶色に染まって幻げん想そう的な美観を創つくり上げていた。それもそのはず、店てん舗ぽの看板を照らす街灯の装飾一つとっても、溜ため息いきの出るような見事さなのだ。

　もう店じまいしているのか人通りはなく、先を行くファビアンの靴くつ音おとだけが遠く響ひびいていた。さらに、歩廊自体が軽く右に曲線を描えがいた構造らしく、ここからどこに繫つながっているのかもわからない。

　少し先の上部に飾かざられた豪ごう華かな丸時計は、真夜中過ぎを示したまま時を止めていた。

　ファビアンの姿が消え、レンは慌てて歩廊に足を踏ふみ入れた。

　ふわりと、黴かびっぽい香かおりが鼻につくのは、普ふ段だんからあまり人が往いき来しない証あかしだろうか。レンがよく知るパサージュは、古くとも活気に溢あふれ歩廊自体が「生きて」いて、過去と現在が結びついているように思える。だがここは、美観に対して相当寂さびれたパサージュのようだ。

（うわ、何だこりゃ）

　思わず身を退ひく。歩廊の商店、街灯に映し出された内部には人がいた。

　だが、それは生きた人間ではなかった。店主や従業員、客や動物に至るまで、そこにいるのは精せい巧こうな蠟ろう人にん形ぎよう、または白や黒に塗ぬられた裸はだかのマネキンだった。

　そんな彼等が、生きた人間を模するがごとくに犇ひしめいている。

　動いているようにさえ見えるのは幻想的な街灯の錯さつ覚かくか。

　どこまで行っても同じような外観に、気持ち悪くなって来た。

　このパサージュは、どこかの金持ちが酔すい狂きようで作ったマネキンの博物館なのだろうか？

（悪趣味……つか、気色悪わるー！）

　とにかく、こんな場所はさっさと通り過ぎるに限る。足を速めようとした時、前方から悲鳴が聞こえてレンはぎょっとなった。急ぎ駆かけて右の曲線を曲がった途と端たん、目に飛び込んだ円形空間ロトンドに目を瞠みはる。

　腰こしを抜ぬかしたのか、尻しりをついて地面を後あと退じさるファビアンがいた。

　彼は飾り立てられていた。おまけに、赤い天鵞絨ビロードの女物衣装を着せられ、頭には花に飾られた長ちよう髪はつの鬘かつらまで被かぶらされている。

　度ど肝ぎもを抜くような光景をますます異様にしているのは、彼の後から登場した道どう化け師しだ。

　真っ白に塗りたくった顔の右目には青い星形、頰ほおには真っ赤な円、血のように乱暴に塗りたくられた唇くちびるは頰にまでも吊つり上がっている。

　真っ黄色の衣装は原色の水玉模様で、首や手足の裾すそにある過か剰じようなまでのレースが街灯に集つどい舞まう蛾がのようだ。

　爪つめごとに色を変えた手が持つ小さな杯からは、不気味な煙けむりが立ち上っていた。

　レンははっとする。あれは──似ている。

〈悪趣味座〉で公演中の『真夏の夜の悪夢』。その最高潮にして最後の光景に。

　道化師が杯を傾かたむけ、女装したファビアンの足元の布地に穴を空けた。それを見たファビアンが、ひいっと情けない声を上げる。

（硫りゆう酸さん⁉）

　劇で使用しているのは熱湯だ。だが、この『真夏の夜の悪夢』と酷こく似じした光景は架か空くう劇ではない。衣装には穴が空いた。

　本物の、悪夢だ。

「やめろッ‼」

　大きな声で叫さけぶと、道化師の動きが止まった。ゆぅらりとした緩かん慢まんな動作で振ふり向く。

　真っ白に塗られた顔の、光のない瞳ひとみが虚きよ無むの空くう洞どうのようにレンを見つめる。

「何だね、お前は」

　道化師が口を開いた。眠ねむそうな、意識の遠いところで聞こえるような声だった。男とも女とも、若いとも老いているとも言えない不愉快な声。

「邪魔をするなら、お前も片付けてしまうよ」

「！」

　かちり。止まっていた時計の秒針が動く音を合図に、左右の商店街からマネキンや蠟人形達が飛び出してきた。人形に相応ふさわしく、ぎくしゃくしたどこか滑こつ稽けいで、人間では有り得ない狂くるった動きをしながらレンに肉にく薄はくして来る。

　これは現実なのか夢なのか。自分は今どこにいるのか。

　無数の手が伸のびて来て、レンは正気に返った。思わずしゃがみ込んだのは本能だった。

　かしゃがしゃがしゃん！　人形達がぶつかり合う音が響く。林立する足の隙すきを縫ぬって素す早ばやく這はい出せば、一部砕くだけた頭部や手足がばらばらと落ちているのが見えた。一いつ斉せいに動いたのが仇あだとなったのだろうか。絡からみ合って身動きもままならない様子だ。

（何だ。見かけ倒だおしのウスノロかよ。しかも造りが雑っつーか脆もろいし……げっ）

　油断しかけたところに、再び手を伸ばして来る一体と出くわした。紳しん士しの蠟人形である。どうやら、店の中には他ほかにも人形が残っていたらしい。咄とつ嗟さに、手近に転がっていたマネキンの片足を摑つかむと力ちから一いつ杯ぱい打ち抜いた。

「ぅらあっ‼」
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　ばきん、と音を上げて、紳士の首が回転しながら飛び去った。人形達はそれだけに止とどまらず、次々と現れては襲おそい来る。一体ずつ片付けていてはキリがなく、レンは遠心力をも利用して人形を数体同時に倒たおしてゆく。

「オラどけ気安く触さわんじゃねえ首飛ばすぞ‼」

（悪夢みたいだ……けど、夢じゃない！）

　もう無我夢中だった。必死すぎて思考もままならないが、とにかくこの人形達に捕つかまるわけにはいかない。もし捕まったら、それこそ悪夢が降りかかるような気がする。

　持っていた足が折れ、次に手に取ったのは細い女の足だった。踵かかとの高い真っ赤な靴くつを履はいた足は産うぶ毛げまで精巧に作られているのが生々しく気色悪いこと極きわまりない。だが、物色する余よ裕ゆうはなかった。足首を握にぎると叫びながら人形達を振り払はらう。

　視界が晴れて道化師を認めた。

　人形の足から靴を取ると投げつける。靴は見事に道化師の手首を打ち、硫酸の入った杯はいがファビアンとは正反対の方向に飛ばされた。杯の中身を叩たたき付けられた地面に煙が立つ。

　レンの行動が予想外だったのか、道化師は明らかに狼狽うろたえた様子を見せた。

「何と……何と！　お前は何者だ」

「人に聞く前にてめぇが名乗りやがれこのド畜ちく生しようが‼」

　レンは道化師の変化を見み逃のがさなかった。一気に肉薄すると、驚おどろきに身動みじろぎもならない道化師の顔面を狙ねらって蠟人形の足を叩き付けた。

「へっ……？」

　ずるりとした手て応ごたえにレンは目を瞠る。

　道化師の顔半分がずり剝むけていた。その下には、影かげのようにのっぺりとした暗黒。

　いや、違ちがう。虚無だ。道化師の顔の下はただの虚うつろ──。

「ぬぅぅ……何という無ぶ様ざま。実は結んだはずなのに、未いまだあの男の身体からだを奪うばえぬせいか。それとも、生長が今一つなゆえか……」

　暗黒の半顔を撫なでながら、道化師が思案気に呟つぶやいた。実を結んだ？　生長が今一つ？　何のことやらさっぱりわからない。

「……まあ良かろう。ここまで来れば、あの男はすでに我がもの。それまでは、ゆったりと悪夢を喰くわせてもらおうぞ……」

「あ！　こら待ちやがっ、──」

　一いつ瞬しゆんだった。道化師も、不気味な人形達も、美しい歩ほ廊ろうも全すべてが幻まぼろしのように消え失うせていた。

　残されたのはレンと、腰を抜かした様子のファビアンだけだ。大人が二人並んで歩けるかどうかもわからないほど狭せまい、落書きと古いポスターだらけの路地裏。

　まるで白昼夢に迷い込んでいたようだった。

　手に持っていた木ぎれを放ほうり投げると、レンは呆ぼうと虚こ空くうを眺ながめたまま放心状態のファビアンに近づく。彼の服装も元に戻もどっていた。

「おい、あんた。大だい丈じよう夫ぶか」

　声をかけると、ファビアンはびくりと肩かたを震ふるわせた。レンを見るなりみるみる形相を変え、懐ふところを探さぐると何かをレンに投げつけた。

　石いし畳だたみに落ちたそれは二枚の硬こう貨かだった。レンは眦まなじりを吊り上げる。

「……どういう意味だよ？」

「うるさいっ。消えろ！　今のは、お前の仕し業わざなんだろう！　この悪あく趣しゆ味みのハイエナめ！」

　泡あわを飛ばしかねない裏返った声でファビアンは捲まくし立てる。はぁ？　とレンは眉まゆを寄せた。

「誰だれの仕業だって？　んなのこっちが知りた……」

「噓うそをつけ！　わかっているぞ。お前は、お前達は僕を追い落とそうとしているんだな！　僕から正気を奪い、輝かがやかしい人生を自分のものにしようとしている！　騙だまされないぞ！　輝くのは僕だけだ！　僕だけがあの地位にいるに相応しいんだ！　僕はオペラ座の王なんだ！」

　喚わめいている内容がさっぱりわからず、レンは困こん惑わくした。ふいに、トマの言葉が蘇よみがえった。彼はこの男のことをどう言っていた？　〝夢と現実の区別がついていない〟。ずばりそれだ。

　ファビアンは錯さく乱らんしている。

「その金を持って去れ！　それがお前の身分相応だ！　下げ劣れつな小こ僧ぞうめ！」

「いらねえよ！　金を投げるたぁどんな了りよう見けんだ！　人を見下しやがって！　てめぇ何様だ‼」

　助けられた礼を言うどころか居い丈たけ高だかな態度にかっとなる。思わず詰つめ寄るが、ファビアンは甲かん高だかい悲鳴を上げ、腕うでを振り回した。見えない何かを払うように。

「僕に近づくな……悪夢め！」

　思わず足を止めてしまったレンの前でファビアンは立ち上がると、よろめきながらも路地を駆け去っていった。腰がまともに立たない後ろ姿は、酔よっ払ぱらいに似ておぼつかない。

「……何なんだあれ……！」

　憤ふん慨がいが収まらない。この間会った時のように泥でい酔すいしていたのだろうか。しかし、以前と違って酒の臭においはしなかった。

　腹立ちを殺すように深い溜ため息いきをつくと、ばら撒まかれた硬貨を見つめる。銅貨二枚。救ったのと罵ば倒とう込みでも安い代金ではないか。ずいぶんと見くびられたようだ。

（……とりあえず貰もらっとこう。これで近所の子供達に何か買ってやればいいし……）

　お金に罪はないのだ。せっかくだから有効利用しようと身を屈かがめた時、声が響ひびいた。

「やあ、久し振ぶりだね」

　夜にはまだ早いはずだ。しかし、すでに夜が訪おとずれたように男は白く輝いていた。

　長い真しん珠じゆ色の髪かみに月に照らされたような肌はだ。全身白の服装。日々の記き憶おくに埋うずもれさせてしまうには艶えん麗れいすぎる男。夢医師。

「ヴァレリー・クロエ……」

「おや。私の名を知っているとは嬉うれしいね、レン君」

　にこやかにヴァレリーは笑った。意外にも愛あい嬌きようのある表情にレンは釘くぎ付づけになるが、はっと気づく。

「俺はあんたに名前を教えたっけな？」

「ああ、驚かせてしまったかな。トマ君にね」

　あっさりとヴァレリーは明かした。トマめ、と、あの口の軽さを呪のろってみたが、ヴァレリーの名を知ったのもトマからだったと思い出して内心舌打ちした。これではお互たがいさまだ。

「あっそ。じゃ、俺はこれで」

　薄うす気味悪さを覚え、レンは硬貨を拾い上げると素早く場を去ろうと背を向けた。

　柔やわらかな声がそっと追いかけてくる。

「今の現象が何だったか、知りたくはないかい？」

　自然と身体からだが振ふり向いていた。艶麗な微笑は変わらなかったが、唯ゆい一いつ黒真珠の瞳ひとみは得体の知れない光を宿している。

「さあ、知りたくもないね」

「その年とし頃ごろにしては、好こう奇き心しんが薄いねえ」

「好奇心以前に、あんたがあの野や郎ろうを助けようとしなかったのが疑問だね。あいつは、あんたの顧こ客きやくなんだろ。夢医師さんよ」

　そうだ。わざわざ問いかけたということは、ヴァレリーもあの幻げん惑わくの歩廊を知る者なのだ。

　ならば道どう化け師しに襲われ、今にも硫りゆう酸さんを顔に浴びせられそうになっていたファビアンの姿を見ているはずだ。それなのに、こいつは助けるどころか姿さえ見せなかった。

　こいつはおかしい。関かかわり合うのは危険だと、レンの本能が告げていた。

　素す早ばやく逃にげ出そうとするが、後ろから腕を引かれた。思わぬ乱暴さに足を縺もつれさせる。

「……！　何す……」

　後ろから抱だき込まれて口を塞ふさがれた。まずい。全力でもがくが、見た目以上に力があるらしい。一向に振り解ほどくことが出来ない。

「……？　……⁉」

　指を嚙かもうとして唇くちびるを開くと、それを待っていたかのように液体のようなものが喉のど奥を滑すべった。噎むせて吐はき出そうとするが、急激に下半身から力が抜ぬけてレンはずるずると座り込んだ。

「は……っ、腹……が」

　痛い。差し込むような激痛に腹を押さえて呻うめく。脂あぶら汗あせが全身から噴ふき上げ呼吸が乱れる。

　すでにヴァレリーからは解放されていたが、これでは逃げることもままならない。

「てめ。一体、何、飲ませ……」

「……なるほど。そう来るか」

　腹痛に蹲うずくまるレンを上から眺めてヴァレリーは感心したように呟く。なるほどじゃねえぞてめえ、と罵倒込みで蹴けりつけてやりたかったが、それより腹痛が勝まさってどうしようもない。

「大丈夫。すぐに楽にしてあげるから」

　睨にらみ上げるレンに構わず、ヴァレリーは美しい笑えみを浮うかべるとさっとレンを抱き上げた。女のような扱あつかいにレンの頭に血が昇のぼったが、やはり腹痛には勝てず、歯をぎりぎり嚙み締しめているしかない。

　レンの呪い殺しかねない視線に気づいていないわけでもないだろうに、ヴァレリーはすたすたと路地を抜けると馬車が行き交かう大通りへと出た。流しの辻つじ馬車を呼び止める。

「この子がそこで倒たおれていてね……どうやら腹痛のようだ」

「下町の子供は、道に落ちてるモンも拾って喰くうものですからね」

　何の疑いもなく、馭ぎよ者しやは哀あわれみ混じりの苦く笑しようを向けた。

「とは言え、人道的見地からこのまま放ってはおけないよ」

（な、何が人道的見地だってんだ。てめーが妙みようなモン飲ませたんだろうがこの外げ道どう‼）

　ヴァレリーの膝ひざの上に頭を乗せる形で座席に寝ねかしつけられる。波もへったくれもない腹痛にうんうん唸うなりながら、ヴァレリーと馭者との会話を聞けば聞くほど腹が立って来た。

　というか、馭者も馭者だ。立派な見た目だけで信用するなと説教してやりたい。

「おお、あんたは紳しん士しの鑑かがみだ！　その子供も旦那だんなのようなご親切な方に見つけられて運が良い。で、どこの医者に行きますかね？　ここから一番近いのは」

「いや、生あい憎にく私自身が医者なんだ。私の診しん療りよう所じよに連れて行くよ」

「どちらまで？」

「十六区へ」

（十六区だ⁉）

　福音エヴアンジルという名の森を背後にした、レーヴの中でも一、二を争う高級住宅街が集つどう地区だ。下町少年のレンには全く縁えんのない地区と言える。

（こいつ、何者だよ……！）

　直後、馬車が走り出した。辻馬車なだけに、振しん動どうが激しい。

　揺ゆれる度たびに腹部を刺し激げきされ、声もなく歯を食い縛しばるレンの汗あせばんだ前まえ髪がみをそっと払はらいながら、ヴァレリーは憎にくたらしいまでに優やさしい声を落とした。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。大丈夫……。すぐに私が楽にしてあげるからね……」

（噓くせええええ！　ってか、覚えてろ。後からぎったんぎったんにしてやっからな‼）

　安心を覚えさせるはずの言葉は、レンにとって不ふ吉きつに響ひびいた。







　第三章　夢医師は語れり







　──熱い。

　身体が熱くて怠だるくて堪たまらない。




『運命の相手はいるよ』

　占うらない札の絵図を示してマリ・ソーガワ──母は言った。

　一応三十代に入っているのだが、まだ二十代前半の若さにしか見えない。男も女も魅み了りようしてやまない母の職業は、何とも胡う散さん臭くさいが夢ゆめ占うらない師しだ。

『あんたはその人と強い、強い絆きずなで結ばれている。決して平へい坦たんなばかりじゃないけれど、きっと、幸せな人生を送れるよ』

『うわ、やだっ。幸せだって！　レン、どうしようっ』

『騒さわぐようなことじゃないだろ。お前が幸せになるのは当然だ』

　歓かん声せいを上げてはしゃぐ少女に、少し格好をつけて耳元に甘く囁ささやいた。

『俺がいるからな』

　声は理想の低さからは程ほど遠かったが、まだ声変わりが完全じゃないんだと思い込んで、皮肉っぽく唇を上げて誤ご魔ま化かした。今思えば、ちょっと痛い十二の秋だった。

『あんたにも運命の相手はいるよ』

　恐こわい夢を見たことへの相談を終え、機き嫌げん良よく去った少女を追おうとして呼び止められる。

　朝帰りで寝ていたところを無む理り矢や理り息むす子こに叩たたき起こされた母は、気怠そうに煙草たばこをくゆらしていた。自分とそっくりながらも、色だけは違ちがう黒こく瞳とうが紫し煙えんの向こうで不可解に輝かがやく。

『占いの結果は出たばかりじゃないか。彼女の運命の相手は──』

『残念だけどね。あんたじゃないよ。あの娘この運命の相手は』

　長い黒くろ髪かみを軽く搔かき上げて母は言った。

『あんたの運命の相手は別にいる。ただ、あんたの相手はよくない。無限の闇やみと混こん沌とんを抱かかえた怪かい物ぶつだ。よくない。実によくないねえ……』




　──ほぅ……。これは……。




　感心したような声が何重にもぶれたように聞こえた。身体中が熱っぽいせいか、声は頭の奥に渦うずを巻いたまま消えようとしない。あまりの鬱うつ陶とうしさに、思わず腕うでを振った。

「……っるせ……さわんな……！」




　──大丈夫だよ。何も心配することはないからね。




　窓の外は淡あわい色に染まった夕暮。小島に建つ教会から晩ばん鐘しようが遠く聞こえていた。今日のためにしっかり掃そう除じした部屋と干した布ふ団とん。気分を盛り上げるために花も飾かざって準備は万ばん端たん。今日から母マリは数日、客に招かれて不在だ。完かん璧ぺき。夜はこれから長い。

　一年を経て、少女はまたきれいになった。

『レン……』

　潤うるむ瞳ひとみと熱い吐と息いきに誘さそわれるまま、唇を重ねる。なかなか上手うまくいかないものだなーと心密ひそかに思いながら何度か啄ついばんだ後、少女の濡ぬれた唇から現れた小さな輝きに首を傾かしげた。

　輝きはメレンゲムラングのようにふわふわしていた。

　うまそうだな、と思った途と端たんに唾だ液えきが溢あふれた。舌先でさっとその輝きを掬すくい取る。

　甘い。しゅわりと炭酸水のような味わいが広がり、次いで滑なめらかな液体となって喉奥へと消える。極ごく上じようの味わいに思わず喘あえいでしまった。これが恋こいの味なんだと思うと胸が躍おどった。

　再び少女の顔を見る。すでに半はん裸らで、布団に髪かみを広げた様は実にしどけない。

　名を呼びながら、待ち構える少女の上に覆おおい被かぶさる。少女の腕が背に回る。

『愛し……』

　甘い囁きは途と中ちゆうでぶった切られた。

　まず衝しよう撃げきは額に訪おとずれた。目から火が飛んだかと思うような白く染まった視界。次は、真下から腹への攻こう撃げき。くほっ、とも、ぐへっ、とも表現し難がたい声を上げる中、最後に股こ間かんに最さい凶きようのとどめを刺さされた。

『～～～～～！』

　寝しん台だい下で悶もん絶ぜつする中、少女は腕を組んで自分を見下ろしていた。

『何すんだコラ』

　悪夢というのは、まさにあれだったと思う。




「ぁ──……やだ……。うぅう……もうほっといてくれよ……」




　──もうすぐ終わるよ。だから我が慢まんするんだよ。




『ああ、そう……。そんなことがあったのかい』

　気怠げな眼まな差ざしで、母は煙管キセルから唇くちびるを離はなすと細く煙けむりを吐はき出した。

　自分はいきなり股間に喰らった攻撃と大だい失しつ恋れんのあまりの痛手に、情けなくも部屋の隅すみで膝を抱えてしくしく泣いていた。

『あんたの父親ってさぁ、誰だれかわかんないって言ってただろ。あんた、顔はあたしにそっくりだし、青い目の奴やつなんてごろごろいるし。ま、おかげで養育費はそれぞれ出させたけどさ』

　当時、マリは十数人の男（女は除く）と同時にお付き合いしていたらしい。だが、そんなことは深い絶望に打ち拉ひしがれている自分にとってはどうでも良かった。

『でも、そン中にさぁ……変なのがいたんだよね。そりゃもう信じられないほどの超ちよう絶ぜつ美形だったんだけど、究極にバカっぽくてさ、自分のことを夢──』







　ばちりと目が覚めた。

　どこからともなく、ちゅんちゅんと平和な雀すずめの鳴き声がする。あと、とても良い香かおりが。

　コーヒーカフエ？

（……夢か）

　異様に変な夢を見た気がする。というか数年前の過去？　運命の相手がどうとか、股間を蹴けられて終わった最悪な失恋とか、母マリの意味不明な父親告白とか。

　いや、これは夢なのか現実なのかもわからない。何が夢で、何が現実なのかも。

　今一つ頭がはっきりしないまま天てん井じようを見つめれば、一体どこの劇場かと思うような見事な天てん井じよう画がに煌きらびやかなシャンデリアがぶら下がっていた。加えて柱ちゆう廊ろうに壁かべ紙がみ、家具調度に至るまで全すべてが植物や昆こん虫ちゆうなど生物的な曲線美に彩いろどられている。

（アール・ヌーヴォーとか言うんだっけ）

　どこか歪いびつで、気品と悪あく趣しゆ味みが混在したような意い匠しようは数年前から大流行している。レンの住む古い下町区ではまず見かけないが、中心街や十六区の高級住宅街、芸術家の集つどう十九区モルパナス周辺では、鉄の曲線装そう飾しよくを用いた建築物がこぞって建てられているとか何とか。

（まあ、ここって十六区だしな……って、はあ⁉　十六区⁉）

　そこではたと思考が覚かく醒せいした。十六区など自分には縁えんのない地区ではないか。

　そんな場所になぜ自分がいるのかと考え、記き憶おくが一気に溢れ出した。

（あの野や郎ろう……！）

　がばりと起き上がる。真しん珠じゆ男の、得体の知れない微笑。

　辻つじ馬車から降りた後、この建物に連れ込まれたのだ。ソファカナペに横たえられて、甘い粉薬のようなものを水で流し込まれて。

　間もなく苦痛は消えたが、今度は疲ひ労ろうと眠ねむ気けに襲おそわれて、ほとんど気絶するようにまぶたを閉じてしまった。

　有り得ない。自分を拉ら致ちした男の下もとで、そのまま朝まで寝ねこけてしまうなど不覚極きわまりない。

　犯罪の多い大都市レーヴでは、緩ゆるんでいるどころか醜しゆう態たいに等しい。殺されても文句は言えないのだ。

「とにかく、すぐ逃にげな……」

　ぎょっと目を剝むいた。自分に現れた異常を凝ぎよう視ししたまま口をぱくぱくさせる。

　素すっ裸ぱだかだったことではない。いや、問題と言えば問題だが、それ以上に大問題だったのは。

「何だこりゃああああああ!!!」

　絶ぜつ叫きようする。絶叫せずにはいられなかった。でないと、正気を失いそうだったのだ。

　左ひだり腕うで。左腕が──おかしい。

「やあ、おはよう」

　振ふり向けば、爽さわやかな笑え顔がおが間近にあった。ヴァレリー・クロエ。一体、いつの間に忍しのび寄っていたのか。

　しかも、なぜかクロワッサンとコーヒーカフエの乗った盆ぼんが片手にある。

　ヴァレリーはさっと髪を搔き上げた。

「先に目覚めてしまったとは残念だ。甘い囁ささやきで起こしてあげようと思っていたのに」

「俺はお前の恋人アムルーかぁぁっつーの!!!　ふざけんじゃねえぞゴラァァァ!!!」

「つれないねえ。恋人とまではいかずとも、一夜を共にした仲じゃないか。……ふふ、可愛かわいらしい声で鳴いていた君といったら堪たまらなかったよ。私の手をきゅっと握にぎって……。大だい丈じよう夫ぶだ、ずっと側そばにいるよってどんなに言っても離してくれなかった……」

　妙みように色気のある流し目に、ますますレンの怒いかりが煽あおられる。全ぜん裸らも構わず喚わめいた。

「下らねえホラ吹ふいてんじゃねえ！　誰がてめーみたいな変態誘ゆう拐かい魔ま相手に！」

「照れなくてもいいんだよ。朝は濃のう厚こうだった夜の夢の欠片かけらをしっとりと味わうものさ。かなりの汗あせを流したからお腹なかがすいているだろう？　まずは、一口食べたらどうかな？　上流階級相手のパン屋ブーランジエリーに、わざわざ朝から並んで買って来たんだよ。一夜の相手の枕まくら元もとに、カフェ・クレームとクロワッサンを置くのは、この国が誇ほこる愛アムールの文化だからね……ああ、でもその前にお湯を使う？　どうせ裸はだかなのだから……」

「っるせえそのべらべら喋しやべる口を閉じろっつーかこれ！　これお前の仕し業わざかぁぁぁっ‼」

　自分の左腕を指して怒ど鳴なる。

　左腕の肘ひじを中心に、手首近くまで奇き怪かいとしか言えない模様がびっしり浮うかんでいた。鮮あざやかな赤や青、緑といった色しき彩さいは開いた花に似ていたが、悪あく魔まの紋もん章しようめいた不気味さも感じさせる。

　こういうのをレンは見たことがある。自分とよく似た雰ふん囲い気きの、東からの移民の男達が背中中に施ほどこした模様を誇らしげに背負しよっていた。彼等の奉ほうじる神様や幻げん獣じゆうの絵だという。河岸かしの荷役や船乗り上がりの労働者達も、お守り代わりに腕や肩かたの一部に入れている。

　つまり、入いれ墨ずみだ。

　ヴァレリーは微笑に形作った唇を開かない。じりじりと過ぎゆく時間に耐たえ切れず、レンはいらいらと叫さけんだ。

「どうなんだよ！　答えろよ‼」

「……喋っていいのかい？」

「あぁ⁉」

「君、喋るなって言ったじゃない」

　どこか可笑おかしそうな口調に、かーっと頭に血が昇のぼった。何だろうかこの屈くつ辱じよく感は。良いように、弄いじり回されているような気がする。

　しばし逡しゆん巡じゆんした後、凄すさまじい敗北感に見み舞まわれながらもレンは低く唸うなった。

「……答えろ」

「うん。やっちゃった」

　無む邪じや気きな子供のような口調だった。やっちゃった。「てへっ」ってな調子だった。

　怒りのあまり今度は血が一気に下がった。目め眩まいまでしてきた。

　どういう意味かなど、もはや考えたくもなかった。

「……てっ、てめ……。やっちゃったって」

「だって、やっちゃったものはやっちゃったからねえ。ああ、もちろんそれ、洗おうが削けずろうが取れないよ。そういうものだから」

　ヴァレリーは盆を手近の机に置くと、いきなり服を脱ぬぎ始めた。こいつは朝から何をしようというのか。謎なぞの行動にレンが思わず後あと退じさる中、ヴァレリーは優ゆう雅がな手つきでシャツのボタンを全て外し終える。

　レンが理想とするような胸むな板いたの厚さも豊かな胸むな毛げもなかったが、彫ちよう刻こく家が彫ほったのかと思えるほど均整の取れた美しい肉体だった。それさえなければ思わず見み惚とれていたかもしれない。

　彼の右みぎ腕うでに、自分と同じ模様を認めなければ。

「美しいだろう？」

　こくりと喉のどを鳴らしたレンに、ヴァレリーは意味深に笑った。

「お揃そろいだよ。君は左に、私は右に。ねえ、一いつ対ついの美術品のようだとは思わないかい。一つだけでは価値がない、けれど二つ揃えば最高級品へと変わる、あの不可思議な価格世界の」

「……」

「あるいは、こう言い換かえてみようか。私達は互たがいを求めずにはいられない半身だと。私達は長い間、無限の闇やみの中を彷徨さまよい続けて来た。何をしても満たされぬ渇かわき、空くう虚きよ感に悩なやまされて。けれども、今ようやくにして半身を見つけ充じゆう足そくを得た。まさしく運命という名の下もとに、私達は巡めぐり合ったのだと」

　──運命の相手はいるよ。

　熱っぽく語るヴァレリーを見つめながら、レンの頭にはいつか母が言った声が蘇よみがえっていた。




　──ただ、あんたの相手はよくない。

　──実によくないねえ……。




（……噓うそだろ）

　あの時はバカバカしいと一いつ蹴しゆうした、まさかあれが当たったとでもいうのか。

　自分の運命の相手が、この男だと？

[image: ]

（悪夢だ。冗じよう談だんじゃない）

　どう考えてもこの男は頭がおかしい。どころか、かなり病やんでいる。いきなり自分を拉致した上、こんな奇怪な入墨などを彫った挙げ句に、自分達が対ついで互いに求め合わずにはいられなかった運命の相手だ？

　こいつは曲がりなりにも医師のはずだ。しかも警察の信しん頼らいがあり、事件解決にすら協力することもあると聞いた。そんな男が営利にも何にもならない、しかもたった一度面識があるだけの自分を攫さらって一体何の利益があるというのか。

（そう、これは悪夢なんだ……！）

　間近の椅い子すに引っ掛かかっていた衣服を手早く身につけ始める。やることはたった一つだ。

「おや、どこへ行くんだね」

「決まってる。帰って寝るんだよ」

　そう、寝るのだ。ぐっすりと。寝て起きたら、あの崩くずれかけた食堂の厨ちゆう房ぼうだ。そして、変な夢を見たなあと思いながら菓か子しを焼くのだ。今日は良い天気だから、きっと評判を聞いたちょっとお金持ちのマダム達がやって来るだろう。いつもより、少し高級っぽい菓子にしようか。それとも、いかにも下町って感じの素そ朴ぼくな菓子の方が却かえって喜ばれるか……。

　だが、扉とびらに向かうレンの肩をヴァレリーが摑つかんだ。

「まあ、待ちたまえ。そう慌あわてることもない。ゆっくりしていったらどうだい」

「嫌いやだね」

「私はまだ君に話があるんだよ」

「俺にはねえよ」

　ぱん、と手を払はらうが、すぐに腕を摑まれ軽々と寝しん台だいに放ほうり投げられた。弾だん力りよくの利きいた寝台の上に組み伏ふせられる。

　影かげになった笑顔の憎にくたらしさに眦まなじりが上がった。暴れるが、体格差か思った以上に力があるのか、突つき飛ばすことも蹴けりを入れることも出来ずいらいらする。

「くそっ。放せ！　放せよ！」

「話は最後まで聞くものだよ」

「てめえこそ人の話を聞け！　俺にはないと言った！　警察に突き出すぞ！」

「やってみたまえ。私はこれでも警察の信用を得ているのでね。菓子屋台の子供と私、警察はどちらを信じると思う？」

「！　この……っ」

　ぎりぎりと睨にらみつけるが、ヴァレリーは余よ裕ゆうの表情を崩さず、顔を近づけてくる。

「なに、いい子にしていればね、私も無体なことは──」

「ヴァレリィィィィィィ[image: !!!!]」

　突とつ如じよ、雷らい鳴めいのごとく響ひびき渡わたった大声に部屋全体がびりびりと震しん動どうした。ヴァレリーが小さく舌打ちして顔を離はなす。

　燃えるような赤毛の大男がいた。彼の後ろで絹のカーテンがはためいて、爽さわやかな朝の空が見え隠かくれしている。

　だが、男は爽やかさとは縁えん遠どおい。胸毛も見事ながっしりとした体格に羽織るシャツはよれ、男らしく大作りながらも整った顔は無ぶ精しよう髭ひげが茫ぼう々ぼうと伸のびて、どこの巨きよ大だいな野や獣じゆうが入り込んで来たかと錯さつ覚かくせんばかりだ。ぎらぎらと血走った赤茶の目の下に真っ黒な隈くまをこしらえているのも、男をより一層異様に見せている。

　男はつかつかと近づいて来ると、露ろ骨こつに憂うれい顔になったヴァレリーの両りよう肩かたをがしっと摑んだ。

「麗うるわしき隣りん人じんヴァレリーよ、頼たのみがあるのだ！」

「逆に私が頼みたいね。何度も言うようだが、屋根越ごしに我が家へ乱入するのはやめていただきたい。なぜ、君はまともに玄げん関かんから入るということを覚えないのかね。隣人を愛するにも限度があるというものだよ」

　ぴしゃりと男の手を払うヴァレリーの反応は冷ややかだ。

「何を言う！　我等は、このアパルトマン同様深く繫つながった仲ではないか！」

「そろそろ業者に君のアパルトマンの屋根とここのバルコニー間を塞ふさいでもらう計画だ」

「業者など呼んだところで、来るのは一年後だ。それよりヴァレリーよ、吾わが輩はいを眠ねむれるよう処方してくれ！　コリーが、あの女が吾輩を未いまだ苦しめて止やまんのだ！」

　かっと目を見開いて男は叫さけんだ。再び部屋の空気がびりびり震ふるえた。ピエールと張り合えるほどの声量だった。妙みように作ったような古めかしい口調と言い、俳優なのだろうか？

「吾輩に霊れい感かんを与え給うた神の試練に耐たえ、腕うでの限界を超こえてなお世界を完成させた吾輩を嘲あざ笑わらうが如ごとく、コリーは消え去らぬ。使命を果たし、救済されんとする我が魂たましいを堕だ落らくさせんとコリーは吾輩の前に現れ、悪あく魔まの囁ささやきを耳に吹ふき込み続けるのだ！」

「君の女性関係など私には関係ないことだが？」

「何と！　それが医者の言うことか！　君は医師として、苦しみもがく友を救ってやろうという気はないのか！」

「君と友になった記き憶おくはないよ。今後の予定も一いつ切さいない」

　あくまで冷たくヴァレリーは続けた。

「私に友になって欲しいならね、まずは玄関から入って来てくれたまえ。そして金を払う誠意を見せることだ」

「おお……神よ！」

　打たれたかのごとく、男は頭を抱かかえて床ゆかに膝ひざをついた。

「かくて隣人は我を見捨てり！　こうなってはもはや我が生命は明日をも知れぬものを！　我を、我を救いたまえ。我が頭にへばりついて離れぬ女を消し去りたまえ！　ああ、コリーよ！　お前はなぜまた吾輩の目の前に現れるのだ！　来るな、来るな！　これ以上吾輩を苦しめるな！　おおおおおお……！」

「おい、ちょっとおっさん」

　遂ついに嗚お咽えつまで始めた男のあまりの嘆なげきように、レンは寝台から降りると声を掛ける。何があったかわからないが、この絶望の様子はただごとではない。

　それなのに、ヴァレリーは白けた調子で男を見下ろしているだけだ。あんなにも助けを求めているのに、そんな態度はないだろうと思う。

「あんたもさぁ、一応医者なんだろ。話くらい聞いてやったらどうなんだよ。幾いくら何でも冷たすぎるだろ」

「彼の話など聞く価値もないのだよ。しかも時間の無む駄だだ」

　一蹴だった。むっとレンは唇くちびるを曲げて食い下がる。

「そりゃないだろ。どう見たってかなり深刻じゃねーか。このまま放っておいて、死んじまいでもしたらどうするんだ。話だけでも聞いてやれば、このおっさんだって救われるかもしれないだろ」

「残念だが、彼は救いようのない人間でね。いっそ死んだ方がマシかもしれないよ。世界の平和のために」

「てめえっ……！」

　あくまで冷れい笑しようを崩さないヴァレリーの態度に腹が立つ。何かを言い返してやろうとした時、ぐっと後ろから肩かたを摑まれた。あまりの強い力に仰のけ反る。

　男が立ち上がってレンを見つめていた。瞬まばたきもなく底知れない光を湛たたえる目が見開かれ、やがて表情が絶望から歓かん喜きへと変わってゆく。変へん貌ぼうの凄すさまじさにレンの顔は引き攣つった。

「神よ！　神よ感謝します！　あなたは天使を遣つかわされた！」

　嬉き々きとした声を男は上げた。

「この美しき少年に光明が見えます。……ああ！　憎きコリーが光に押されて去ってゆく！」

「へ……？　俺のおかげ？」

「左様！　君のその乱れはだけた服装！　疲ひ労ろう濃こき顔色に憂えた瞳ひとみ！　何と耽たん美びな光景か！　君達二人は一体今何を行っていたのか……。朝は夜の調べの余よ韻いん。今、ここに光景は巡めぐり、吾輩の脳のう裏りへと鮮あざやかに華はなやかに展開してゆく！」

「……はあ？　え、ちょっと待て」

　何をこの男は言っているのか。

　さっきと言えば、自分はヴァレリーに押し倒たおされていたわけで。

「おいっ！　変な妄もう想そうするんじゃねーよ！　俺はこんな変態とは……」

「そう！　吾輩はこれを待っていたのだ！　新たな世界の黎れい明めいを！　吾輩の内に凝こり固まり根を下ろしてしまった世界を破は壊かいし払ふつ暁ぎようを見せる救世主を！　それが君達なのだ！　君達が創つくり上げた美しい光景によって吾輩はまた新たな世界の創造者たり得るのだ！　ありがとう！　ありがとう！　では、いざさらば‼」

　レンの必死の抗こう弁べんも虚むなしく、一方的に言うと、男は晴れやかな表情でくるりと背を向けた。来た時と同じ大おお股またで窓へと向かうと、バルコニーを力強く蹴る。

「おい……！」

　思わず窓まど際ぎわに駆かけ寄って外に身を乗り出すと、巨きよ体たいが隣となりの建物の屋根裏に滑すべり込んだところだった。下を見て息を吞のむ。高い。四階か、五階はあるだろう。だが、こちらの建物との間は、隙すき間まもなく隣りん接せつしていた。男はここから部屋へと乱入したらしい。

「やれやれ、まるで嵐あらしだ」

　大きな溜ため息いきに振ふり向くと、ヴァレリーが腕を組みつつ壁かべに寄りかかっていた。

「……何？　あのおっさん。ってか、本当に放っておいて大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

「全くもってね。彼は妄想世界の住人だ。そしてその妄想で生きている。妄想による彼の異常行動は日常茶さ飯はん事じで、あれが彼の正常なのだよ」

「は？」

「つまり、彼は妄想を仕事とする人種の一人でね、いわゆる小説家だ。バルザック・ドゥモン。聞いたことはないかね。巷ちまたでは結構な大衆小説家として名を馳はせている。私から言わせれば、ただの妄想家で、彼の小説など妄想を吐はき散らしただけの駄だ文ぶんにしか思えないがね」

「あー、知らないけど小説家ね。納なつ得とく……じゃない！　あのおっさん、俺見て変な妄想巡めぐらせてたみたいだぞ⁉」

　耽美がどうとかこうとか。よりにもよって、この変態野や郎ろうと自分を、勝手に怪あやしい関係に仕立て上げていたような気がする。

「まさかおっさん、俺のこと書くつもりか！　冗じよう談だんじゃねーぞ。すぐにやめさせないと！」

　慌あわてて窓から出ようとするが、あっさりヴァレリーに止められた。

「まあ、いいじゃないか。これで、しばらく彼は私達の元には現れまいよ。今、彼の脳内では、君と私の関係を激しく深く著いちじるしく妄想し、新たな物語を創作していることだろうね」

「んなの許可出来るか！」

「許可の有う無むなど、彼にはどうでもいいことなのだよ。彼の妄想は業ごうだ。宿命だよ。書かねば死ぬような、書かずにはいられない妄想の病に取り憑つかれている……私達が、夢む魔まという存在に関かかわるがごとくにね」

「あっそ。夢魔ね、……ん？　夢魔？」

　適当に返事をしながら首を傾かしげた。今、とてつもなく変な単語を聞いたような気がする。

「今、何て言った？　夢？」

「夢魔」

　聞き間ま違ちがえではなかったようだ。天気を語るような自然さが逆に不自然で、レンはかつて覚えたのと同じ奇き妙みような不安に囚とらわれる。

　──あんたの父親ってさぁ、誰だれかわかんないって言ってただろ。

「夢魔？　夢魔って何だよそれ」

「聞いたことはない？　夜、眠っている時に夢に現れていやらしーいことをする悪魔。女性の元には男夢魔が来て自分の子を孕はらませ、男性の元には女夢魔が来て日に日に精力を奪うばい取ってゆく」

　──でも、そン中にさぁ……変なのがいたんだよね。

「下らねえ！　おとぎ話だろ！　バカにすんな！」

　胸の底からじわじわと湧わき上がって来る得体の知れない恐きよう怖ふを払はらいたかったのか、思わず大声が出た。動どう揺ようしている、とレンは思った。あんなものは噓うそだと、所しよ詮せんはホラだと信じていたものが、たった一言で土台をぐらつかせるのがわかった。

「そうだ。おとぎ話だ。そんなものはね。あまりにも恐こわい夢を見たゆえの不安の解消法、あるいは不義密通の言い訳。それらは全すべて人間の後ろ暗い心理から来る現実逃とう避ひに過ぎない」

　軽かろやかに言われてレンは内心安あん堵どする。同時に、自分の動揺ぶりが滑こつ稽けいだった。

　あんな気休めにもならなかった言葉に、こんなにも神経質になっていたなんて。

　ところが、ヴァレリーはレンの不安を消すどころか再び陰いん鬱うつな火を灯ともしたのだった。

「そう、真実の夢魔とは違ちがうんだよ。夢魔とはね、彼等にとって極ごく上じようの夢を持つ人間の元にしか現れないのだからね」

「……は？」

「夢というものを君はどう考える？」

　レンは面めん食くらった。質問の意図が読めない。

「どう考えるも何も……夢ってのは、寝ねてる時に見るものだろ。良い夢を見る時もあるし、悪い夢を見る時もある」

「それだけかね」

「将来とか理想とか目標とか、そういうのも夢だよな」

「その通り。夢という言葉には、大きく分けて二つの概がい念ねんがある。寝ている時に見る〝夢〟、そして、将来や理想を表す意味としての〝夢〟だ」

　見事な螺ら鈿でん細工を施ほどこした煙草たばこ入れから、ヴァレリーは細巻きの一本を咥くわえた。優ゆう雅がな手つきで火を灯すと、苦いような甘ったるいような香こうが漂ただよった。レンは眉まゆを寄せた。煙草の臭においは好きじゃない。

「夢魔はこれらの夢と密接な関係がある。これは私の個人的見解だが、彼等は陰性と陽性とに大別される」

「陰性……陽性？」

「まあ、これは便べん宜ぎ上じよう私が使っているだけなのだがね。簡単に言えば、陰性の夢魔は陰鬱で邪じや悪あくな悪夢を好み、陽性の夢魔は明るくて楽しい夢を好む……と言ったらわかりやすいかな」

　頷うなずくべきかどうかを迷う間にも、細く紫し煙えんを吐き出してヴァレリーは続けた。

「さて、人間とは相反する生き物だ。明るく社交的な人間が醜しゆう悪あくで陰いん惨さんな妄想を抱いだき、鬱うつ々うつとして人間嫌ぎらいだと思われている人間がとてつもなく明るく純じゆん粋すいな想おもいを抱いていたりもする。けれど、あくまでそれらは個人の表立っては見えない内面であり、現実では体現されない望みや願い、つまり叶かなえられずに鬱うつ屈くつと蓄ちく積せきされた夢であるわけだ。夢魔の狙ねらいは、その人間に隠かくされた夢にある」

「言ってる意味がわかんねえよ。大体なぁ……」

「まあ、横やりを入れずに聞きたまえ。──さて、夢魔達は人間が内面で密ひそかに抱く大きな夢に目を付ける。なぜか？　良き夢にしろ悪あしき夢にしろ、それら夢は夢魔が人となるべき土ど壌じようだからなんだ。土壌を決めると、次に夢魔は種を植え付けて育てる」

「はぁ？　育てる？　植えたら実が生なるとでも言うのかよ」

　反論するのも怠だるくなって来て適当に相づちを打つと、ヴァレリーは軽く目を見開いて両手を打ち合わせた。

「ご名答セツサ。種からは芽が出て、花が咲さき、やがては実が生る。実とは、夢魔の標的となった人間の抑よく圧あつされた夢であり、生命もしくは魂たましいと言ってもいいだろう。もし、その人間が王になる夢を持つならば王となって国に君臨し、国を滅ほろぼす夢を見たならば国を滅ぼす。つまり、夢魔は夢を実現するために実を喰くらい、肉体を乗っ取るんだよ」

　背後から吹ふきつける風が怖おぞ気けをそそり、明るかった空が翳かげった。

　微笑さえ浮うかべるヴァレリーの瞳ひとみは薄うす暗ぐらくなった室内に妖あやしく光り、この世のものではないような雰ふん囲い気きすら湛たたえている。

　深い、深い海の底で人知れず育はぐくまれた、黒く妖しい真しん珠じゆ。

　自分の喉のどが鳴る音でレンは我に返った。いつの間にか、この男に吞まれかけていたと気づいたのだ。何が目的かは知らないが、こんな男の手の内に踊おどらされそうになっていた自分に腹が立った。笑い飛ばす。

「はっ。正気じゃねえ。蒸気機関やら電話やらと科学技術が発達してる世の中だぜ。そんな時代に、夢魔なんてわけのわからないモンが人間の肉体を乗っ取って夢を叶えるだぁ？　夢物語にしても笑えないバカバカしさだな！」

「そう、今の時代は夢に溢あふれているからね。来年には万ばん国こく博覧会だって開かれる。世界中の人間が大きな夢と野望を持ってこの混こん沌とん都市レーヴに集つどっているんだ。夢魔にとって、今は飽ほう食しよくの時代さ。あちこちに、うようよといるよ」

「どの人間にしよっかなーって、お空の上から吟ぎん味みしてるってか」

　短くなった煙草を、手近のガラス皿に押しつけてヴァレリーは昏くらく笑った。

「まさか。夢魔とは想像の産物ではなく、別の世界を派生元としながらもこの世界に拠よりどころを置く現実の存在だよ。あのグラン・ギニョルという名のパサージュと、そこにいた道どう化け師しを君は見たじゃないか。それに、現実に生命の危険を感じたからこそ、君は攻こう撃げきという手段に出たのではないかね」

「……それは」

　レンは言葉に詰つまる。確かに、あんなパサージュは知らなかった。蠟ろう人にん形ぎようやマネキンが動いて自分を襲おそうなんて、悪夢の出来事だった。

「パサージュは、肉体を得た夢魔が創つくり出す異世界なんだ。獲え物ものを捕とらえるための蜘蛛くもの巣であり、異物を拒こばむ迷めい路ろであり、そして夢魔達の世界に至る経路でもある。そこに入り込んで、大立ち回りを繰くり広げられるなんて普ふ通つうの人間には不可能だ。他人の悪夢に対処し得るのは、同じ夢魔か、夢魔に関わりの深い人間だけだ。そう……夢魔の血を引いていたりなど、ね」

（血）

　──でも、そン中にさぁ……変なのがいたんだよね。

　足元が崩くずされたように視界がぐらつく。

（俺の、父親は）




　──自分のことを夢む魔まだって名乗るのが。




「いい加減にしろ！」

　ヴァレリーの言葉に母の声が重なって、レンは叫さけんだ。これ以上は聞いてはならないと本能が警告を発している。

　でないと、囚われる。この男に、不安に、恐怖に。

　心の内の檻おりを壊こわして、何かが現れる。

「さっきから聞いてりゃわけのわからないことばかりのたまいやがって！　お前は何だ。新手の詐さ欺ぎ師しか！　俺を騙だまそうったって何の得も利益もないぞ。そもそも、あのパサージュが異世界だと？　ただの幻げん覚かくに決まってるだろうが！」

「幻覚で、蠟人形やマネキンが動くかね？　手て応ごたえだってあっただろう？　君は、実際マネキンの足を持って反はん撃げきしてたじゃないか」

「あんなものはただの棒切れだったさ。それに、人に幻覚を見せる悪質な薬が出回ってるってのも聞いたことがある」

　実際、これはトマからちらと聞いた話だった。個人の麻ま薬やく使用も問題だが、大勢の人間を幻覚にかけるような奇き妙みような薬がレーヴ内に出回っているらしいとも。

「あの道化師が、そういう薬を使ったんだろ」

「道化師にとって、君は目的ではなかったし計算外だったろうね。おかげで、彼は目的を果たせなかった」

「目的って何だよ」

「ファビアン・ウジェを消し去ることさ」

「じゃあ、何だ。あの道化師はファビアンの野や郎ろうが自分で創り上げたってことかよ」

　刺とげ々とげしく言うと、ヴァレリーは軽く鼻を鳴らした。

「わかってないね」

「わからなくて結構。あんたみたいな頭のネジが飛びまくった男をこれ以上相手にするつもりはねえよ。帰らせてもらうぜ」

　足早に扉とびらへと向かおうとするが、当然遮さえぎられた。捕つかまると、また寝しん台だいに放ほうり投げられることへの警けい戒かいから逃にげ道を探すが、ヴァレリーもさるものでなかなか隙すきを見せない。

「話はまだ終わってないよ」

「聞く価値もねえ。とっととどけ」

「あるよ。私は君で実験した。あの時、君に飲ませたものが何だったかわかるかい？」

「知るか。腹下しの薬だろうが」

「違ちがうよ。あれは悪夢。普通の人間だったら毒性に耐たえ切れず死んでいるね」

「毒薬の名前まで悪趣味かよ。腹下しも酷ひどすぎれば死ぬだろ。つーか、あんたは変態じゃなくて殺人未み遂すい野や郎ろうだったわけだな。よし、決めた。警察に突つき出してやる」

「毒薬の名前じゃなくて、本当に悪夢なのだがね」

「悪夢がどうやったら飲み物になるんだよ」

「だから、今からそれについて詳くわしく教えてあげようと……」

「聞く価値もねえと言った！」

　上下左右に動きながら言い合うのも面めん倒どうになって来た。ちらと後ろを見ながら、ヴァレリーの様子を探さぐる。

　いざとなったら、危険を承知で窓から飛び出す。さっきの妄もう想そう屋の部屋に入れてもらって、そこから一気に逃とう走そうだ。

「君のお菓か子し。とても美味おいしく頂いたよ」

　レンの動きが止まった。

　そういえば、初めて会った時、この男は床ゆかにばら撒まかれた菓子を喰くってみせたばかりか、持ち帰って行ったのだ。

　──詳しい感想は後日教えてあげよう。では、また今度。

「自傷の味がした」

　予想外の爆ばく弾だんだった。

「なるほどと思ったよ。君は間ま違ちがいなく夢魔の血を引いている。しかも躁そう系統、陽性の甘い夢や明るい夢を好む夢魔のね。夢魔は夢を喰らって生きる存在だ。もちろん、その血を引く君だって夢を喰わないと生きてはいけないし、喰わなければ衰すい弱じやくしていたはずだ。けれど、君に異常はない。なぜか？　それはね、君が自分の夢を喰ってしのいで来たからだよ」

　ヴァレリーは顔を近づけ、レンを覗のぞき込んで来る。

「君の夢は、さしずめ『夢のような菓子屋になりたい』といったところかな。夢のような、ってところがまた痛いね。だって、それは叶かなえるのが難しいじゃないか。自分でもわかっているのだろう？」

「……っ」

「調べさせてもらったよ。君、あちこちのレストランで働いてはクビになってるね」

　ぎくりとレンは身を強こわ張ばらせた。窓から吹き込む風がますます強くなり、空鳴りが遠く聞こえて来る。一雨来るのだろうか。

「原因は主に喧けん嘩かと。皆みな、口を揃そろえて君が原因だと言っているが、まあそんなのは彼等の君を追い出し貶おとしめるための防衛か、言い訳にすぎない。総合すると、さしずめ君の外見をからかうか、苛いじめるか、または劣れつ情じようの捌はけ口にでもしようとした連中が予想外の反撃を喰らったってところかな」

「……」

「私にはよくわからないがね、夢を叶えたいなら、君はそういう屈くつ辱じよくに耐えなければならなかったのだろうね。そこの一員として認められ、やがて独り立ちするためにはどうしたって、その場所で働いていたというお墨すみ付つきが必要だ。それがないと、一流とは認められない気取った今の世の中だからね。このままじゃ、どれだけ好評を博しても、君のお菓子はあくまで市場の一店てん舗ぽにしか過ぎず、それ以上には進めない。見果てぬ夢だね」

　ますます顔を覗き込んで来るヴァレリーから、レンは目を離はなせなかった。何かを言い返してやりたいのに、言葉一つ浮うかばない。

　これは、混乱なのだろうか。

「あと、興味深いことが一つ」

　レンの無反応に構わず、ヴァレリーは続けた。

「君、一年ほど前に恋こい人びとにおかしな振ふられ方をしたそうじゃないか」

　レンの胸に痛みが走った。同時に、あの時の光景が蘇よみがえる。

　夕暮。夜との間あわいに染まった空。落ちかけた太陽が最後の輝かがやきを放ち、寝台に仰あお向むける少女の潤うるんだ瞳ひとみと微笑ほほえみを照らしていた。

「ついさっきまであったはずの君への愛情が、最初からなかったかのように消えたとか。その時、何かがなかったかい。そう、たとえば何かを食べた、とか」

　総毛立つような甘い味の記き憶おくが蘇った。

　少女の唇くちびるから現れた、小さく輝いていたメレンゲのようなもの。

（あれを、俺は食べて。その後、すぐに）

『何すんだコラ』

　寝台下で悶もん絶ぜつするレンに、立ち上がった少女は腕うでを組みざま言った。恋人の甘い口調とは似ても似つかぬ、いかにも下町らしい乱暴な口調だった。

『てめーとあたしは、こーゆー関係じゃないだろ、ああ？　見み損そこなったよレン。あんたは、こういう下げ劣れつなことしない奴やつだと信じてたってのに』

　いきなり変へん貌ぼうを遂とげた少女に面めん食くらったのはこちらだった。何が起こってるのかさえわからない。というか、何か言いたいのだが、容よう赦しやない股またへの攻こう撃げきのせいで言葉一つ出ない。

『何であたしもこんな変に色っぽいカッコしてんのかっつーの。あたしら、お酒でも飲んでお互たがい変な気持ちにでもなった？　わけわかんネ』

　少女は眉まゆを寄せて首を傾かしげている。

『ま、ノリで起こった事故ってことにしとくわ。じゃね』

　言うと、さっさと身み繕づくろいして出て行ってしまった。当然、自分に不届きな真似まねをしようとした相手など、自じ業ごう自じ得とくとばかりに介かい抱ほうする気は毛頭ないようだ。

　後には股こ間かんを押さえ、丸まって涙なみだと鼻水を流す自分だけが残されて──。




「──……」




　気がつけば、肩かたで荒あらい息を吐はいていた。

　粉々になったガラスの破は片へんの中に、半分になった黒い蜻蛉とんぼの姿が見えた。寝台の側そばにあった大きな花か瓶びんに描えがかれていた模様だ。

　どうやら、その花瓶を変態野郎の頭目がけて投げつけてしまったらしい。

　だが、ヴァレリーはピンピンしている。上手うまく避よけたのだ。

　肩を竦すくめざま苦く笑しようする彼の表情は、「やれやれ子供だな」と言わんばかりだった。怒いかりと羞しゆう恥ちと屈辱で頭の中がぐちゃぐちゃになる。

　レンは部屋を飛び出していた。曲線の鉄の装そう飾しよくが美しい螺ら旋せん階段を一気に走り抜ぬけ、淫いん猥わいな銅像が乱立する豪ごう奢しやな玄げん関かんを駆かけ抜ける。

　急激に曇くもった空から、雨の粒つぶが落ち始めていた。







　第四章　うつし世は夢のまどろみ







　ざあざあと激しい雨音がレンを打つ。

　人通りの絶えた下町の、壊こわれかけた建物の軒のき下したでレンは膝ひざを抱かかえていた。雨にもかなり濡ぬれていたが服を脱ぬぐ気にもなれず、髪かみの先から落ちる雫しずくもそのままに灰色に沈しずむ石いし畳だたみをぼんやりと眺ながめている。

　──自傷の味がした。

　言葉は果てのない螺旋階段に似て出口がない。耳を塞ふさいでも、呪じゆ詛そのように巡めぐり続けて、レンを逃のがそうとはしなかった。

　──君の夢は、さしずめ『夢のような菓子屋になりたい』といったところかな。夢のような、ってところがまた痛いね。だって、それは叶えるのが難しいじゃないか。自分でもわかっているのだろう？

　──見果てぬ夢だね。

「……ってんだよ」

　改めて突つきつけられなくても自分が一番知っている。

　立派な菓か子し職人として店を出すためには、レストランで修しゆ業ぎようし、一流の技術を身につける必要があることも。前評判の高さが明暗を決める。悲しいことに、大きな夢であればあるほど肩かた書がきもまた必要な世の中なのだ。

「俺だって、好きでクビになったわけじゃねえよ……」

　可愛かわいいだのお嬢じようちゃんだのと昔から言われては来たが、それがこんなにも呪のろわしいものだとは思わなかった。同じ見習いとして入ってきた他ほかの少年達に比べて華きや奢しやなこと、異国の血が混じった少女めいた顔立ちは、女に飢うえた少年達にとっては格好の標的となったし、場合によっては店の主人やそこで大きな権力を持つ者達に目をかけられることにもなった。彼等の甘い言葉の裏は読めていたが、それが贔屓ひいきだと同どう僚りようの嫉しつ妬とを買うことすらあったのだ。

　自分はただ普ふ通つうに働いて、パティシエになる夢を叶えたいと思っていただけだ。それなのに、なぜどいつもこいつも邪じや魔まをするのだろう。嫌いやなことをされて黙だまっていると思っている方がおかしいのだ。忍にん耐たいは必要だが、自分の非でもない理り不ふ尽じんに耐たえてまで得られることに一体何の意味があるというのだ。

　当然の反はん撃げきも暴ぼう力りよく沙ざ汰たになれば結局、悪者になるのは自分だった。そんなことが何軒けんも続いて、自じ暴ぼう自じ棄きになりそうになったこともあった。けれども、そんな時に幼おさな馴な染じみの少女は自分を元気づけてくれたのだ。

　──だったら、あんたはそういう連中を自分の力だけで見返してやんなよ。

　市場で菓子を出すことに決めたのは、その言葉があったからこそ。

　どこどこの店に勤めていた、なんて肩書きなどくそくらえ。自分の力だけで這はい上がり認められて、やがては店を持つまでになってやる。菓子は自分の夢の形だ。それらがどんどん評判を上げてたくさんの人が喜んでくれるのが喜びだった。

　そんな菓子が、自傷の形だなんて思いたくもなかった。

　それに、彼女の心変わりさえ、自分のせいだと。

（全部、俺が夢む魔まの血を引いているからだって言うのかよ。バカバカしい）

　正直なところ、父親について深く考えたことはなかった。下町の中でも、「ヤリ逃にげ」されて子供を産んだ母親の多い界かい隈わいで育って来た。子供達は皆みな似たような境きよう遇ぐうだったし、母親達もそんじょそこらの男達よりよほど逞たくましかった。

　大体にして、母マリ自身男女構わず恋こい多き女で、悲ひ愴そう感などまるでなかったのだ。

　それが、ここに及およんでいきなり父親の存在が出てきた。

　しかも、夢魔とか冗じよう談だんじゃない。

　人の夢を喰くうことは、人の夢を奪うばってしまうことではないか。そんなことはしたくなかったし、そもそも自分が魔ま物ものだなんて思いたくもない。

　それなのに、家に戻もどれない。あの立派な窯かまがある場所に戻る気になれない。バカバカしい、ホラだと思っているはずなのに、どうしてこんなにも心が乱れるのか。

　もうわけがわからない。

「……レン？　どうした、そんなとこで蹲うずくまって。身体からだの調子でも悪いのか」

　雨音に混ざって声が落ちた。

　のろのろと顔を上げるとピエールがいた。珍めずらしく、今日は早起きしたらしい。傘かさを持たない方の手に、バゲットの入った袋ふくろを抱えている。

「濡れネズミじゃないか。風邪かぜ引くぞ……っておい⁉」

　顔がくしゃりと歪ゆがんで、レンはピエールに抱だきついていた。







「へえ。そんなことがねえ……」

　温かい飲み物を渡わたされ、レンは頷うなずいた。ここは〈悪趣味座〉を含ふくむ小劇場地域にほど近い、ピエールが住むアパルトマンの一室だ。下町のごみごみした界隈に建つアパルトマンは古いが設備が行き届いているらしく、部屋も狭せまいながら天てん井じようが高く快適だった。

　窓の側の物干しにはレンの服が下がっていた。雨足は大分弱まったが、まだ太陽が顔を見せるには時間がかかりそうな重ったるい空色だった。

　ピエールは何も言わずに自分の部屋へと連れて来てくれた。ほとんどされるがままに髪をわしゃわしゃと拭ふかれ、服を与あたえられた。体格があまりにも違ちがいすぎて、服はぶかぶかだったが、洗い立てのいい匂においがした。

　安心感からか、レンはぽつぽつとヴァレリーに言われたことを話し出していた。もちろん、夢魔だとか拉ら致ちされたことは省いていたが。

「自傷、ね」

　改めて言葉にされると、やはりぐっと来た。思わず身を強こわ張ばらせたレンに、ピエールは苦笑混じりに太い眉まゆを下げる。

「ま、確かに舞ぶ台たい顔負けの凄すげえ台詞セリフだわ。わざわざ怒おこらせるために言ってるとしか思えないしな。けど、そいつは菓子は美味うまいって言ったんだろ？」

「……そりゃ……そうだけど」

「だったら、一応誉ほめてるんじゃねーか？」

「嫌いや味みか皮肉にしか聞こえねえよ」

「言えてる。けどよ、俺等なんかも似たようなもんさ。自傷どころか、自己憐れん憫びんだ自己満足だ自暴自棄だ妄もう想そうの掃はき溜だめだ便所芝しば居いだわとそりゃもう叩たたかれるわ蹴けられるわこき下ろされるわで散々だって」

「でも、〈悪趣味座〉って好評で人気上じよう昇しよう中だろ」

「おうよ。けど、見た奴やつ全員が俺達の舞ぶ台たいを好むわけじゃない」

　目を丸くしたレンに、ピエールはにやりと口角を上げた。

「前評判を聞いて、それほどじゃなかったと失望する。俺達の女装がとにかく気色悪いと嫌けん悪おする。悪趣味すぎて最低だと唾つばを吐はく。万ばん人にんが好むものなんて何一つないのさ」

「そりゃ……そうだけどさ……」

「絶賛だけでは何の身にもならないぜ。なあなあになっちまう。好きなことを続けるってのは、言わば戦いなのさ。仲間と客と世の中と、剣けんでも拳けん銃じゆうでも突きつけたり突きつけられたりしながらガチで渡り合う。そうやって、悪い評判も吞のみ込んで俺達は進化してゆく」

「……」

「だから、お前が言われた自傷ってのも、ある意味誉め言葉だと思っとけ。夢を見たっていいじゃないか。見果てぬ夢だからこそ追う価値がある。夢見ることは誰だれにも止められない。止める権利があるのは他人じゃないだろ。それに、夢だけじゃ喰っていけないが、夢なしじゃ生きてはいけないものさ」

　とん、と温かいものがレンの胸に入り込む。それはレンを優やさしく包んで、棘とげついた心を和やわらげていった。ふうっと息を吐いて、ずいぶんと身体を強張らせていたのだと気づく。

「……そっか。そうだよな。確かに、夢がなくちゃな……」

「そういうこと。ってか、俺はお前の自傷菓子が好きだぜ。美味いのは元より、ちゃんと心が感じられるからな。美味おいしく食べてもらいたいっていうお前の顔が見えるような、単純だけど、何より大事なものが感じられるからさ」

「自傷って言うな」

　思わず潤うるみかけた目を誤ご魔ま化かすように拳こぶしをピエールの胸に繰くり出す。ピエールは大おお袈裟げさに呻うめき、「やったな」と反撃してくる。

　子供のようにじゃれ合いながら、上になったり下になったりしている内に、二人で床ゆかの上に伸のびた。やがて、ピエールが言った。

「気が済むまで、好きなだけここにいな」

　レンは頷く。最悪な気分からは脱だつしたとは言え、まだ菓子を作る気分になれない自分の心を、ピエールは慮おもんぱかってくれたのかもしれない。何気ない心こころ遣づかいが嬉うれしかった。

「うん。ありがとな、ピエール」

「その代わり、飯作ってくれよ」

「任せとけ。菓子だけじゃなくて俺は料理も上手うまいぜ？」

「じゃあ、お肌はだツルツルになれるやつで頼たのむわ」

「はあ？　男が肌ツルツルにしてどうすんだよ」

「バーカ。女優は肌が生命いのちなんだよ」

　いつの間にか雨は止やんでいた。







　ピエールの元に身を寄せて三日。唸うなり声にレンは目を覚ました。聞き慣れたそれにすぐにソファカナペから起き上がり、衝つい立たてだけで仕切られている寝しん台だいへと向かう。

「ピエール。おい、ピエール。しっかりしろ！」

　激しく揺ゆさぶると、ピエールはかっと目を見開いた。カーテン越ごしに突つき刺さす月明かりに映し出された顔は強張り、額に噴ふき出した汗あせが幾いく筋も頰ほおに流れ落ちている。片手で顔を覆おおい、大きく息を吐き出す。
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「悪い……起こしちまったな」

「俺のことよりピエールの方がマズイだろ。なあ、本当に大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

「多分、舞台の興奮で眠ねむれないだけだ。最近、立て続けに演劇雑誌に取り上げられて、ぐっと客が増えたからな」

　戯おどけたような明るい笑いが返ったが、顔色はあまり良く思えない。昨日今日で一気に増えた目の下の隈くまが、彼がほとんど眠れていないことを如によ実じつに示している。

「なに、もう少し薬の量を増やして、酒でもかっ喰らえばぐっすりだ」

　ピエールは寝台側そばの机にある酒瓶びんと粉薬を持ち上げる。空元気にしか見えず、レンは素す直なおに頷けずにいた。

『最近、悪夢続きでな』

　ピエールが最近不ふ眠みん症しように陥おちいっていることをレンは知ることになった。

　最初の夜も、劇場から帰ってきたなり酒を飲み出して、そのまま酔よい潰つぶれるようにして眠った彼が真夜中いきなり叫さけび声を上げた時は驚おどろいた。

　どうしたのかと問えば、夢見が悪いという。最初は酒と睡すい眠みん薬やくで朝まで眠れていたのが、最近では効かなくなりつつあるらしい。

　本人は舞台の疲つかれが主な原因だと言うが信じられない。もしそうならば、真夜中に何度も魘うなされては飛び起きるなんてことはないのではないか。

　しかも、日一日と酒量が増えている。睡眠薬の常用も、決して良いことには思えなかった。

　菓か子しを作ろうと前向きになりながらも、今もピエールの元にいるのは彼が心配だからだ。

「なあ、ピエール。明日あしたこそちゃんと医者に行こうぜ。な？」

「そんなことで医者に行く奴があるか。夢を怖こわがって眠れない子供じゃあるまいし」

　本気で心配しても、ピエールは軽くいなしてしまう。

「けど、ひどい顔色だぜ。それじゃ化け粧しようしても隈を隠かくせないだろ」

「化け道具をナメちゃいかんな」

「そういう意味じゃないっての！　俺は本気で心配して……」

「はは。ごめん、ごめん」

　くしゃくしゃと髪かみを撫なで回される。いかにもな子供扱あつかいに腹が立った。手を払はらう。

「やめろって！　とにかく、明日は引き摺ずってでも絶対医者に連れてくからな！」

「……え～～」

「え～～じゃねえの！　え～～じゃ！　子供ガキかよ！　ってか、言ってる間に酒飲むなっ！　今日はこれ以上禁止！　幾ら何でも飲み過ぎだぞ！　だから、昼過ぎても二日酔いで起き上がれないんだろうが！」

　酒瓶を引ったくって隠す。

「大体、医者って言うけどよ……心当たりでもあるわけ？」

　問われて、思わず変態夢医師を思い出してしまった。顔が顰しかめっ面つらになる。

「こ、心当たりも何も、普ふ通つうの医者に行けばいいだろ」

　だが、左ひだり腕うでの入いれ墨ずみを見れば嫌いやでも思い出してしまう。

「ごめんな」

　ふいにピエールが言い、レンは顔を上げる。

「変なところ見せちまってさ……。本当は、俺がお前の面めん倒どう見てやらなきゃいけない立場だってのに、逆に面倒見てもらっててさ。情けないよな」

「ピエール」

「確かに、俺ちょっとマズイかもしれねえ。毎晩悪夢続きだし、内容も同じだしな」

「……どんな内容なんだ」

「昔の友人が出てくるんだ。そして、俺はそいつを……」

　言葉は濁にごってそれ以上は聞き取れなかった。

　苦く悩のう深い、沈ちん鬱うつなピエールの様子にレンは軽く深呼吸した。ゆっくりと言葉を吐き出す。

「俺に任せろ。医者の心当たりは……ある」
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　小さな四阿あずまやに寄り添そう麗うるわしき一組の男女は、緑溢あふれる周囲にあって甘い花を咲さかせていた。

「ああ……、あなたにこうして抱だかれているなんて夢のよう。いいえ、もしかしたらこれは悪夢なのかしら」

「私は悪夢を消して差し上げることを至上命令とする者。しかし、悪夢にも種類があります。辛しん苦くに満ちたものだけが悪夢ではありません。愛という名の、人が決して消し去れぬそれもまた、悪夢をもたらすものの一つです」

　蕩とろけるような低い囁ささやきに、男にしなだれかかる女はうっとりと瞳ひとみを輝かがやかせた。

「いけないひとですわね、クロエ先生。私は夫のある身ですのに……」

「ヴァレリーと。名でお呼び下さい」

「いけませんわ。そんな」

「もし、私の名を呼ぶことに躊躇ためらいがあるならば、この現うつつは悪夢と思えばよろしい。貴女あなたは今夢を見ているのです。誰も心に生まれ出いでた烈はげしい愛の炎ほのおを消し去れはしない。マダム、貴女にとっての私アバンチユールが悪夢だと言うなら、私にとっての貴女アバンチユールもまた悪夢なのです。心の赴おもむくままに恋こいの翼つばさを風に乗せるのです。今の貴女は、人形の家には住んでいないのだから……」

「……ヴァレリー。ああ……」

　男女の唇くちびるが重なり合う直前、レンは目を閉じて後ろを向いた。直後始まったいちゃいちゃの音にはしっかり耳を塞いだ。

（何だあの野や郎ろうはぁぁぁぁぁ……！）

　茂しげみの裏に身を潜ひそめるレンの腸はらわたは煮にえくり返っていた。

　──悪夢に悩なやまされる人達を助ける仕事らしいよ。心理面や環かん境きようから悪夢を見る原因を探さぐって、患かん者じやの悪夢を消してあげるんだって。

（トマの話と全ッ然違ちがうじゃねーか‼）

　どう見ても、女をたらし込んで金を搾しぼり上げる詐さ欺ぎ師しかヒモだ。しかも、あの美び貌ぼうなものだから、女を口説くのもやけに様になっている辺りが腹立ちを一層深める。

　とっとと帰りたいが、忍しのび込んだのが見つかってしまいそうでまだ動けない。

　今、レンはヴァレリーのアパルトマンにいた。ピエールの悪夢を相談するためにだった。

　二度と顔を合わせたくない相手だったが、ピエールのためだ。警察への協力もさることながら、ユゴーの信しん頼らいも厚いようだったし、変態ぶりはともかく医師としての腕うでは確かなのだろうと思ったのだ。

　曖あい昧まいな記き憶おくを頼たよりに訪おとずれたアパルトマンの扉とびらは開いていた。全すべてヴァレリーの所有なのか、深しん閑かんとして誰だれ一人いなかった。幾つか部屋を覗のぞきつつ細長い建物の奥へと進むと、都会とは思えない広々とした庭へと出た。

　一発で本人とわかる全身白が緑の中に見えて、声をかけようとしたところで、二人の愛の劇場が始まり今に至る。

（ああ、むかっ腹が立つ。来るだけ無む駄だだったぜ）

　ぐつぐつ沸ふつ騰とうする思考を必死に落ち着かせる。何が悲しくて、十六区くんだりまで来て他人の、しかも変態の色事を見なければならないのか。

　そう、これは決して羨うらやましいわけではない。

（やっぱりダメだ。あんな奴やつにピエールを見せるわけにはいかねえよ）

　茂みの中で、悶もん々もんと時間が経たつのを待つ。

（マリが生きてりゃなぁ……相談も出来たし、他ほかに知り合いを紹しよう介かいしてもらえたかも）

　が、死んでしまった者に頼ることは不可能だ。

　内心溜ため息いきを吐つきつつ、そろそろ愛の劇場も終わっただろうと耳から手を離はなす。まぶたを開いて、ぎょっと目を剝むいた。

「やあ、いらっしゃい」

　目の前で、麗しき変態男がにこやかに笑っていた。

「てっ、てめ……！　いつの間にっ」

　後あと退じさろうとしたが、茂みに邪じや魔まされた。何だか追い詰つめられたような気分になる。

「君こそ、いつの間に入り込んだのかね。しかも、他人のあれこれを覗き見していただなんて、悪い子だね……」

　答えようもなくて口を結んで睨にらみ付けていると、ヴァレリーは微笑を消した。真顔で、レンを見つめると頭を下げた。

「……へっ？」

「先日は悪かった」

　予想もしない行動に今度は啞あ然ぜんとなるレンに、ヴァレリーは頭を下げたまま続けた。彼の長い睫まつ毛げが伏ふせられている顔は、憂うれいの美を帯びて相手が男にも拘かかわらずどきりとしてしまう。

「酷ひどいことを言ってしまった。君の菓子を自傷などと」

「……」

「心底反省している。君の攻こう撃げきは甘んじて受けるべきだったと思う。しかし、放たれた言葉は取り消せない。許してくれとは言えない」

　真しん摯しな態度にレンの心は揺ゆれた。

　自傷菓が子し。そう言われたことは確かにレンを傷つけた。心外でもあったし、この男にされた変態的行こう為いも決して許されないことだと思っている。本当に心底謝罪の気持ちがあるかどうかさえ怪あやしいところだ。

「……別に。美味うまかったならそれでいいさ」

　ぽそりと呟つぶやく。そう、ピエールも言っていたではないか。「自傷菓子」発言は、もしかしたらひねくれた誉ほめ言葉かもしれないと。

　だったら、もういい。ぐだぐだと思い悩むのは得意じゃないし、いつまでもいじけているのは性しように合わない。これからは自傷菓子だなんて言われないような菓子を作るだけのことだ。

　見方を変えれば、この男の発言は高い評判を貰もらって多少なりとも浮うわついていた自分を戒いましめたのかもしれないとも思う。

「そうか。良かった。では仲直りだね」

「は？」

　一転、朗ほがらかな笑え顔がおになったヴァレリーはレンの右手を握にぎった。一方的な行為に握り返せないでいると、にこやかに続けられる。

「つまり、私達の間にわだかまりは綺き麗れいになくなったということだよ。何の障害もない、実に見晴らしの良い清い関係だ」

　レンのこめかみがぴりっと青筋立った。握あく手しゆから逃のがれると、シャツで隠かくした左腕を叩たたく。

「清い関係だぁぁ……？　手前勝手なこと抜ぬかしてんじゃねえぞ。自傷菓子発言と変態行為は別だ。っつーか、どーしてくれるんだこの腕！」

「まあ、どうしようもないよねぇ……。やっちゃったものは、やっちゃったんだし。時間も過去も取り戻もどせないものだから」

「どうしようもないじゃねえよ。責任取れよ責任‼」

「でも、綺麗だろう？　芸術品だとは思わないかね。君の白い肌はだに映はえて、君の身体からだを苗なえ床どこにした植物のようにも見えるよ」

　人間の身体を苗床にした植物。人の身体にこんなことをしておいて、この気色悪い発想と発言はどうなのか。やはり、こいつは正しよう真しん正しよう銘めいの変態だ。いや、大変態。超ちよう変態と言っても言い過ぎではない。

「てめーには罪悪感ってのが……いや、真性変態には何言っても無駄か」

「さっきから変態変態って失礼じゃないかね。私は変態ではないよ」

「どの口がそれを言うかこの変態！　大体……いや、今はその話はいい」

　得体の知れない男への個人的感情はひとまず置いておく。今、一番重要なのは別のことだ。

「……夢医師のあんたに、相談がある」

　ヴァレリーの眉まゆが上がった。
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「……ふむ。なるほど」

　とても診しん療りよう室とは思えない豪ごう奢しやな室内。猫ねこ足あしのソファカナペに身を預けて、ヴァレリーはレンの話を聞き終えた。細い顎あごを一撫なでして、もぞもぞと落ち着かないレンに流し目をくれる。

「一つの深い苦く悩のうが、毎晩同じ悪夢を繰くり返す原因となる事例は多い。患者の大半を占しめるのはそれだよ」

「じゃあ、治す方法をあんたは知ってるんだよな？　夢医師なんだしさ。一発で悪夢が消える薬とか持ってるのか？」

「そういうのは扱あつかってないよ。昔ながらの薬物……ハーブエルブを調合したものならば多少あるけれど、あくまでも補助的なもので必ずしも効果があるわけじゃないからね。人によって効く場合もあれば、効かない場合もあるから」

「夢医師だなんて看板を掲かかげてる割には、テキトーなんだな」

　今イチ明快さのない答えにがっかりする。これでは、夢ゆめ占うらない師しだった母と大して変わらない。マリも、ハーブだの何だのを調合して客に売っていた。

「結局、あんたの仕事ってアレか。女といちゃつくことかよ？」

　皮肉ると、ヴァレリーはとんでもないとばかりに肩かたを竦すくめた。

「先さき程ほどのマダムのことかね。あれもまた一種の処方なのだよ」

「へー。そりゃ気楽な処方なことで。俺には、あんたが詐欺師かヒモにしか見えなかったぜ」

「君、それは偏へん見けんだよ。そもそも、悪夢というのは人の苦悩から来る一種の心の病だよ。心身の抑よく圧あつ、閉へい鎖さ的てき状じよう況きよう、不平不満、叶かなえられない願望に欲よく望ぼう……日常生活におけるそういった澱よどみが蓄ちく積せきされ限界を超こえた時、人は悪夢を見る」

「心の病⁉　ピエールは病気なんかじゃねえよ！　あいつは明るくて、いい奴で……」

「それは、あくまで君が知る表層的なものでしかないだろう。君は、その友達の真実を知っているとどうして確信出来る？」

「でも……」

「まあ、聞きたまえ。確かに、医い療りようの現場では悪夢を見ないようにする強い薬物もあるだろうし、今後技術が進めばさらに高度なものも開発されるだろう。夢すら見ない強力な睡すい眠みん薬やくだとかね。だが、そういうものは悪夢を見ないという状況を作り出すだけで、何の解決にもなってはいないんだよ」

　立ち上がると、ヴァレリーはゆっくりと部屋を歩き回り始めた。

「私は、夢を見ないという一時の薬ではなくて、悪夢に悩なやむ人が抱く根本的な原因を取り除く必要があると考えているんだ」

「根本的な原因？」

「例を挙げよう。さる北国の閉鎖的な寒村地域では、連日悪あく魔ま祓ばらい師の仕事が引きも切らないと言う。悪魔に憑つかれた人々を助けるためにね」

「悪魔祓い？　あんた、その悪魔も夢む魔まだとか言い出すんじゃ……」

　続けようとした言葉は、身を乗り出したヴァレリーの指でそっと封ふうじられた。すぐ間近に唇くちびるを軽く押す男の指は、見た目以上に硬かたくて息苦しくなるような圧あつ迫ぱく感かんがあった。

「そうじゃない。例だと言っただろう」

　頷うなずくと、ヴァレリーは指を離はなした。再び椅い子すに腰こし掛かけて髪かみを搔かき上げる。

「実際に悪魔に憑かれた人なんていないんだよ。その寒村の人々は〝悪魔に憑かれた〟という状況を演じて大暴れし、他人を罵ば倒とうすることで抑圧された心理を解放しているだけなんだ。悪魔という存在を楯たてに、神父の祓はらいを以もつて許されるという構図だ」

「へー。マトモなことも言うんだな、あんた」

「……。君ね、それは失礼じゃないかね。私は医師の看板を掲げている身だよ？」

「いや、俺、あんたのことフツーにマトモじゃねえと思ってるから」

「信用がないとは悲しいね」

「悲しむ前に、自分が信用の置ける人間かどうかその胸に手を置いてよーっく考えろ！　俺にとってあんたが変態であることは変わりない。つーか、自分がマトモだと思ってる辺りがまずおかしいぜ……」

　頭が痛くなってきて、眉み間けんを揉もむ。

「ちなみに、君がさっき見たマダムと、この北国の悪魔憑きはよく似ていると言ってもいいね。かのマダムは、結けつ婚こん十年目のご婦人なのだけれど、最近夫ふう婦ふ仲は冷え切っている」

「あーよくある事例ってやつか。んで、お互たがい愛人を作ってどうとかいうやつ」

　下町のおばさん連中が、井い戸ど端ばたで大いに盛り上がりそうな話題だった。

「違ちがうよ。彼女はそれが自分に子供が産まれないからだと悩み、その悩みが悪夢を積み上げていった。悪夢は、ご主人が外に若い愛人を囲って子供までいるという妄もう想そうへと膨ふくらみ、自分自身はご主人が作った虚きよ構こうの家で朽くち果ててゆく人形なのだと思い込み始めた」

「何だそりゃ。それ妄想じゃなくて、実際、旦那だんなに愛人と子供がいるんじゃねえの？」

「と思うだろう？　ところが、ご主人は清せい廉れん潔けつ白ぱくの身でね。つまり、これはマダム本人の妄もう念ねんであると私は診みた。彼女の病はほとんど家に引き籠こもっていることも原因の一つと考えられる。彼女には、まず心の解放が必要なんだ」

「そこで、あんたが愛人になったと」

「フリだよ。これは彼女のご主人と相談の上での演劇だ。言っておくけれど肉体関係は──」

「いきなり生々しい話題はやめろっ」

「……ふふ、青いね。まあ、そんな経緯いきさつで私は彼女の心を解放するために誘ゆう惑わく的な愛人を演じているというわけだ。結果、マダムの病は快方に向かっているよ」

「そりゃ良かったな。それはともかく、俺としては友達を助けたいんだよ。毎晩毎晩悪夢で魘うなされててさ……仕事にも差し支つかえるだろうし」

「彼の悪夢には、昔の友人が関係しているのだったかね。しかし、まだ情報が足りないよ。君の友達と、彼の古い友人とは一体どんな関係で、過去と現在ではどうなっているのか、もっと詳くわしいことは聞かなかったのかね」

「う……まあ…………あんまり話したくなさそうな素そ振ぶりだったし……」

「そこをあえて聞くのが、本当の友達だと思うがね」

　そう言われてしまうと、ぐうの音も出ない。

「そ、そうだよな……。確かに、もっと詳しいこと聞かなきゃ処方のしようもないもんな……。でも、診てもらえばどうにかなるかと思って」

「ところで、君の友達は私に診てもらうことを承知しているのかね」

「あまり乗り気じゃないけど……」

「引き摺ずってでも連れて来られそうかね？」

「すごい大男なんだ」

「連れて来るのが難しいなら、訪問も可能だよ」

「本当か！　そりゃ助かる！」

　顔を輝かがやかせたレンだが、次のヴァレリーの言葉に喜びも吹ふっ飛んだ。

「一度の訪問につき、初しよ診しん料りよう込みで」

　紙に走り書きされた金額は、目玉も飛び出しかねないものだった。訪問でなく、こちらから出向いた場合でも、とてもレンが払はらえる金額ではない。ピエールももしかしたら難しいかもしれない。それほどの高額料金だった。

「……か、金は何とか工面……」

「難しいと思うね。ツケ払ばらいは受け付けていないし、基本、一度診るだけで終わり、なんて患かん者じやは稀まれだ。悪夢の重度によって通院回数は変わる。ちなみに、二回目以降の金額だが……」

　再び示された金額に、レンは思わず立ち上がっていた。

「噓うそだろ！　何でこんなバカ高えんだよ！　有り得ねえ！」

「下町の相場とは違うんだよ」

「相手によって料金設定するのが人情ってもんだろ！　世の中には、貧しい人には無料で診てやろうとする善意の医者がいるだろーが！」

「善意だけでは人は喰くってはいけないよ。それにね、この金額は私という医者の価値だ」

「金で人の価値決められてたまるか！　それより、どんだけ自分を過大評価してんだよ！　頭おかしいんじゃねえのか！　この悪徳医師！」

「私は、自分を安売りしないだけだよ。それに、相手によって料金設定をするのも了りよう承しようしかねる。それは公平ではないだろう」

　爽さわやかに返され、ぐっとレンは拳こぶしを握にぎり締しめる。この澄すまし顔を一発ブン殴なぐって、その高い鼻をへし折ってやれたらどれほどすっきりするだろう。

　だが、到とう底てい無理なものは無理だ。ここは潔いさぎよく諦あきらめて、他ほかを当たるしかない。

「邪じや魔ましたな」

　そうと決まれば、こんなところはさっさと出るに限る。そもそも、十六区なんて金持ち連中相手の商売をしている人間に頼たのんだこちらも間ま違ちがっていたのだ。

「けど、何よりも君の頼みだからね。君のためなら考えてあげてもいい」

　出口の取っ手を握ったところで声が掛かかって、ぴたりとレンは足を止めていた。

　振ふり向くと、何かを企たくらむような光を目に湛たたえて笑う男がいた。

　嫌いやな笑い方だった。

「ただし、条件がある」

「な、何だよ」

　思わず引き攣つった声で返すと、ヴァレリーは両指を組んで頷いた。

「菓か子しを作ってくれたまえ」







　第五章　菓子の価値と夢む魔まの力







　窯かまを開くと、バターブウールの香かおりが濃のう厚こうに寄せた。板を引き寄せて、レンはすぐに並べた小さなタルトレット型を確かめる。

「すげぇ……！」

　一つを口に入れ、思わず感かん嘆たんの声を上げてしまう。軽く色づいた見た目と言い、生き地じのさくさく感と言い、レモンの皮と粉末アーモンドアマンドを入れた混合生地アパレイユの膨らみ具合と言い、中に入れた杏のジャムコンフイチユールと言い、完かん璧ぺきだ。

　初めての、しかも真新しい窯への不安は杞き憂ゆうに終わったらしい。

　我ながら素す晴ばらしい完成度にしばし見み惚とれていたいところだったが、ぼんやりしている場合じゃないと気を引き締める。

　すぐに用意していたアーモンドクリーム入りのコンヴェルサシオンを窯へと入れ、その間にメレンゲムラングの準備にかかる。今回は卵らん白ぱくだけのものではなく、砂糖を使ったシロップスイロ入りのものだ。濡ぬれ布ぶ巾きんの上にしっかり鉢はちを固定させて泡あわ立だてる傍かたわら、ゆっくりとシロップを熱する。熱したシロップは水に落として、軟やわらかい玉に纏まとまれば大だい丈じよう夫ぶだ。それを端はしからゆっくりと注ぎ、さらに泡立てていけば、いつもより弾だん力りよくのあるメレンゲになる。

　そうこうしている内に、窯の中でコンヴェルサシオンの格こう子し模様の表面が割れる音が始まった。〝会話〟という意味の通り、まるで窯の中で菓子が軽けい妙みようなおしゃべりをしているようだ。

　タルトレットはもう一種類。レモンクリームを入れた上に、シロップ入りメレンゲを表面に塗ぬって、さらに星口金を使った絞しぼり出し袋ぶくろで雫しずく形に飾かざりつける。こちらは、コンヴェルサシオンが完成したら窯に入れ、メレンゲが焦こげ色をつけたところで出すのだ。

　残ったメレンゲももちろん使う。二つに分けて、カシスとオレンジオランジユのピューレをそれぞれ混ぜ込み、絞り出し袋から形を作る。カシスは三角形と星形に、オレンジは貝形とハートクール形に。窯の中で時間を調整しながら、乾かん燥そう焼きを二度繰くり返す。

　休む間もなく動いて、やがて出来上がったのは、タルトにコンヴェルサシオン、ムラングの三種類。

　それぞれ大皿に見み栄ばえ良く並べて満足の吐と息いきをついた時、厨ちゆう房ぼうの扉とびらが開いて全身白の男が現れた。

「間に合ったようだね」

「当然だろ。菓子作りには時間も大事なんだ。ことこれに関しちゃぬかりはないぜ」

　得意気に皿を突つき出すと、ヴァレリーは一口大のタルトを摘つまんだ。口の中で、さくりと音が立つ。彼の目が見開かれた。

「……実に素晴らしいトレ・ビアン。冷めたものも美味うまいとは思ったが、作りたてはまた格別だね」

「だろー？　あんたは菓子用の軟やわい小麦粉を使えって言ったけどさ、あんなのよりやっぱり俺が自分で調整した小麦粉の方が出来上がりがいいんだよなー！」

「そうだね。わざわざ最さい新しん鋭えいの窯を入れた甲か斐いがあったよ」

「……。ま、まあな……。ホント、素晴らしい窯だと思うぜ？」

「そう言われると嬉うれしいね。何せ、君のために入れた窯だから」







　──菓子を作ってくれたまえ。

　ピエールの悪夢を夢医師の看板を掲かかげるヴァレリーに相談したものの、とても払えるような診しん療りよう代ではなく諦めたところに放たれた言葉は予想外のものだった。

『は……？　菓子……？』

　意味がわからないレンに、ヴァレリーは頷うなずいた。

『そう。菓子をね、作って欲しいのだよ』

『じゃあ、朝市に来いよ』

『私は夜も忙いそがしいのでね。朝早く起きるのは無理だよ。わざわざ足を運ぶのも面めん倒どうだ』

『じゃあ、配達してやるよ。警察とか劇団とか他にもあるし』

『他の顧こ客きやくと一いつ緒しよくたにされたくないんだがね』

『はああ⁉　じゃあどうしろってんだよ！　お前だけのために時間取れってのかよ！』

　あまりの我が儘ままぶりに怒ど鳴なるが、ヴァレリーはしれっとしている。

『その通りだよ。私のために菓子を作って欲しいんだ。もし作ってくれたら、君の友達の診療代を無料にしてあげよう』

　診療代無料。高額の料金を見せられていただけに、無料という言葉にはもの凄すごく魅み力りよくがあった。だが、あまりにも条件が極きよく端たん過ぎて、却かえって疑いを深めてしまう。

『あんた、何か企んでるだろ』

　低く問うが、ヴァレリーは笑えみを浮うかべたままだ。

『俺の菓子が、バカ高い診療代に充あてられるほどの価値は何だ』

『作ってくれればわかるよ』

　それ以上、ヴァレリーは何も言おうとしなかった。ぐっと唇くちびるを嚙かみ締めて、レンは考える。

　自分の菓子でピエールを診みてもらえるなら、安いものだ。

『わかった。あんたのために菓子を作ってやる』

『ありがたいね』

『どういうのがお望みだ？　俺が作れるものには限度がある。特にショコラは無理だ。材料も簡単に手に入らないし、そもそも扱あつかいがわからない。……扱う前に、クビになったからな』

　ショコラ菓が子しは、いつか作りたい夢の一つだ。パティシエとは別に、ショコラティエというショコラ専門の職人がいるほどで憧あこがれもある。だが材料は高額だし、溶とけやすい点でも市場には向かなかった。

『普ふ段だん作っているもので。タルトとか、サブレとか、日持ちのするものが望ましい』

『いつ頃ごろまで？　希望の時間に届けるように……』

『届けなくて結構。ここで作ってくれたまえ』

　へ、と目をぱちくりさせたレンに、ヴァレリーは笑みを深めた。

『つい先日ね、新しい窯を入れて厨房を作ったんだ。君のためにね』

　レンはあんぐりと開いた口が閉じなかった。







（俺のためにとかって何だよ。気色悪ィ。まあ、高級な砂糖やら卵やらを扱えたのは嬉しかったけどさ）

　大体、自分のために厨房を作って新しい窯を入れただなんて常じよう軌きを逸いつしている。しかも、以前連れ込まれた時にでも測ったのか、身体からだにぴったりの調理服まで仕立て上げていたのだ。財力云うん々ぬん以前に、行動が突とつ飛ぴでもなく病やんでいる。

　この男は、絶対何かを企んでいる。

（いや、それより俺の腕うでより窯の方が上だってのかよ！）

　最新鋭の窯と言うだけはある。だが、作り手としては腕を誉ほめられたいところだ。

　実に素晴らしい、なんて言葉も本当かどうか知れたものじゃない。

　見せる笑顔も甘い言葉も、全すべてが演技めいて胡う散さん臭くさい。本心がどこにあるのか見えない。

（……こいつって、本気で腹抱かかえて笑うこととかあんのかな）

「なあ、あんた。好きな菓か子しあんの？」

　自然と問いが出て、自分でびっくりしてしまう。

　驚おどろいたのは相手も同じようだ。黒い瞳ひとみが、瞬まばたきもせずにレンを見つめて来る。

「好きな菓子？　私の？」

「え、えーと、いやほら！　せっかく最新鋭の窯使わせてもらったからさ！　礼ってわけじゃないけど、あんたの好きな菓子でも作ってやろうかなーって」

　内心の動どう揺ようを隠かくすように、わざと上から目線っぽく言ってみたが軽く声が裏返った。

（な、何を言ってんだよ俺は！　これじゃ気になった娘コを誘さそう口実みたいじゃねーか！）

　内心、頭を搔かきむしって悶もん絶ぜつするレンの前で、ヴァレリーはどこか遠い目をしていた。

「……わからないな」

「へ？」

「好きな……いや、好きだった菓子があるはずなのだがね。忘れてしまったんだ。リセッテンルークの……」

「リセッテンルーク？　あんたの出身地方か？　名前からするとレーヴ近辺じゃないよな。任せとけよ。これでもパティシエ志望なんだ。各地方の菓子についても大体……」

「エヴェイユ国内の地方都市ではないよ。リセッテンルークは一つの王国だ。周囲を四つの国に囲まれた、小さな小さな国でね」

「……ごめん。俺、学校行ったのたったの三年だから」

　言い訳だとレンは俯うつむいた。地理の知識云々ではない。広い世界ではその国独自の菓子があるのに、自分の世界はエヴェイユ共和国だけという狭せまさを恥はじたのだ。

　ヴァレリーは軽く笑いを響ひびかせた。

「いや、君だけじゃない。リセッテンルークは誰だれも知らないんだ。私以外はね」

　なぜか心がつきりとした。ヴァレリーの笑いが、寂さびし気に見えたからだろうか。

　何かモヤモヤして、変な気分だった。この男のことなど、どうだっていいじゃないか。とりあえず、笑い飛ばしてしまおう。

「ははっ。大おお袈裟げさだなー。あんた以外に誰も知らないなんてあるわけないだろ。まあ、その内俺があんたの好きだった菓子を作ってやるよ！」

「嬉しいね。私に興味を抱いだいてくれているのだね」

　言われて初めて、レンははっとなった。今のは確かにそう取られても仕方がない。

　かーっと頭に血が昇のぼった。

「ばっ……バカ言え！　俺が興味あるのは、あんたじゃなくて、菓子だっての！」

「照れ隠しかね」

「どう取ったらそんな考えになるんだよ！　頭おかしいんじゃねえの。とりあえず、作ることは作ったんだから俺はこれで帰る！」

[image: ]

　肩かたを怒いからせつつ背を向ける。昨日からどたばたしていて、正直疲つかれていた。新しい窯を使うことにも神経を配ったからなおさらなのかもしれない。

　劇団の連中と飲んで朝帰りしたピエールのことも心配だ。相当飲んだらしく、帰って来るなり泥どろのように眠ねむり込んでいたが、また悪夢を見て魘うなされているのではと思うと、彼の元からここへ通っている身としては気が気ではない。

　ところが、後ろから襟えり首くびを摑つかまれた。

「まだだよ。まだ、君の仕事は残っている」

「他ほかにもまだ要いるのか？」

「患かん者じやがもうじきやって来るんでね、準備をしてもらいたい」

「医者だろ。助手とか雇やとってるんじゃないのかよ」

「そんなものはいない。あえて言うなら君が助手だね」

「菓子は作ると言ったが、助手なんてもんにまでなった覚えはねーぞ」

　うんざりしていらいらと返すが、ヴァレリーはどこ吹ふく風だ。

「せっかく作ったのだよ。反応を見たいとは思わないのかね」







　小さなタルトが、顔色の良くない男の口へと無造作に放ほうり投げられる。

　ゆっくりと口が動き、やがて喉のどが嚥えん下かの動きを見せた。余よ韻いんを味わうようにまぶたが閉じ、ふうっと吐と息いきが洩もれた。

「実に美味な菓子だ。故郷と、少年の頃ころの純じゆん粋すいな気持ちを喚かん起きさせる味わいだった……」

「それは何より」

　机を挟はさんで男の様子を眺ながめていたヴァレリーが満足そうに微笑ほほえんだ。足を組み替かえ、椅い子すに背を預けた格好は場合によっては尊大にさえ見えるが、相手は気にした風もない。

「前回菓子を持たされた時には、正直バカにされているのかと思ったがね、あの菓子を食べて以降、悪夢を見る回数が減ったのは確かだ。最近になって、ようやく朝までぐっすり眠れるようにもなった。……ただの菓子ではあるまい。菓子の形をした、新しい薬か何かかね？」

「とんでもない。ただの菓子ですよ。お疑いでしたら、警察なり何なり然しかるべき場所で調べてもらっても結構ですよ」

「気を悪くされたのならば謝ろう。ただ、本当に不思議でならなかったものでな。菓子などに深い味わいを感じるなど、ここ何十年もなかった。立身出世を夢見て、ずっとずっと働き詰づめだった。そしてようやく夢を摑んで大きな資産も得た。しかし……」

「得てして成功とは虚むなしさを伴ともなうものです」

「そう。私はただ一つの成功のために、あらゆるものを犠ぎ牲せいにしてきた。友人、親兄弟、愛情、……時としてそれを利用し裏切りすらした。そのために死んだ女がいた。時と共に忘れ去っていたはずの彼女が、夢に現れるようになった。責めるわけでもなく、涙なみだを流すでもなく、ただそこに立って私に微笑みかけてくる……それが私にとって何よりも辛つらい……」

　ほろりと涙を零こぼした男に、ヴァレリーは立ち上がると彼の横へと座り、その背を優やさしくさすった。白い美び貌ぼうの中、唯ゆい一いつ色のある黒こく瞳とうを優しく和なごませる。男の頰ほおが僅わずかに染まった。

「それがあなたの悪夢の源となっていたもの。棄すてざるを得なかった彼女への想おもいと罪悪感。悪夢とはつまり、あなたがようやくその罪悪感と向き合う時期に来たこと、そしてそれを解決するために動かねばならないことを示しているのです」

「そうかもしれない。私は、彼女の死を電報で受け取りながら墓にすら行っていない」

「お行きなさい。そして、彼女に立派になった姿を見せて差し上げるのです。菓子が想いを蘇よみがえらせたように、故郷はあなたの都市生活に疲れ切った心と罪悪を浄きよめてくれるでしょう。こちらはお持ち帰り下さい。たくさんありますし、保存もそれなりに利ききますから。ね？」







「……な、何なんだありゃあ……」

　ヴァレリーと患者の一連のやり取りを、陰かげからそっと眺めていたレンは啞あ然ぜんと呟つぶやいた。

「見た通りだよ。どうやら、君の菓子には悪夢を緩かん和わする効果があるようだ」

「……悪夢を緩和する？」

　首を傾かしげたレンに、ヴァレリーは頷うなずいた。

「彼は、このレーヴでも十指に入る資産家だが、同時に悪徳業者としても悪名を馳はせている人物でね。実際、出世のためには手段を選ばなかったそうだ。彼の話に登場した〝彼女〟は、彼のあまりの悪あく虐ぎやくさに絶望し自殺している」

「それで、今になって悪夢を見るようになったってか？　自じ業ごう自じ得とくだろ」

　けっと吐はき捨てる。そんな奴やつに自分の菓子を食べられたかと思うと、あまり気分は良くない。

「まあね。ただ、悪虐を尽つくした一方で、彼は慈じ善ぜん事業に多額の寄付金を寄せてもいる。しかも匿とく名めいでね。レーヴにも幾いくつかある施設の運営は、彼の財力なくしてはままならない」

「……悪人の善行って、偽ぎ善ぜんって言うんじゃねーの」

「偽善であっても、どこかで善行をしないと人としての均きん衡こうが取れないのかもしれないよ」

　どこか考え深く遠くを見て、ヴァレリーはレンに向き直った。

「ともあれ、君の菓か子しの効果を見ただろう？　これは、君の夢む魔まの能力に関係していると私は考えている」

「んなの偶ぐう然ぜんだろ。あのおっさんも言ってたじゃないか。故郷と、少年の頃の気持ちがどうとかってさ……ん？　って待てよ。あんた、あの床ゆかに落ちた菓子……！」

「そう、自傷菓子」

「自傷とか言うなっ」

「失礼。まあ、警察で初めて会った時に拾ったやつね」

　わざとらしさに悪意を感じるが、続いた言葉は意外なものだった。

「あれをお茶ちや請うけに出していたんだ。食べた時、ただの菓子じゃないと気づいたからね」

「……！　床に落ちたやつだぞ！　外のゴミどころか犬やら馬のフンも踏ふんづけたかもしれない人間が歩き回ってる床だろうが！」

「言わなきゃわからないよ」

　レンは言葉を失った。言わなきゃわからないって、無神経どころか常識外だ。

　やっぱり、この男はどこか神経のネジが飛んでいると思う。

「君が腹痛を起こした時のこと、覚えてる？」

「腹痛を起こしたんじゃなくて、てめーが起こさせたんだろうがっ」

「腹痛に変わりはないよ」

「そういえば、何気にお前猛毒飲ませたんだっけな」

　思い出す。この男は、レンにただの人間なら死んでしまう悪夢を飲ませたと罪悪感一つなくのたまったのだ。アパルトマンに連れ込まれた後、解毒薬らしきものを与えられて腹痛は治まったが。

「腹痛を消したものだけどね。あれ、実は君の菓子だったんだよね」

「はあ⁉」

「菓子を粉末にしたものを飲ませただけなんだ。患かん者じやで実験して効果があったからね。だったら、君にも自分で作った菓子が悪夢に対する自じ浄じよう作さ用ようを及およぼすんじゃないかと試ためしてみたわけだ。結果は予想通りだったよ」

　患者で実験とか、試したとか、最も早はや人としての常識も吹っ飛ぶ勢いだ。

　完全に言葉を失ったレンをどう取ったか、ヴァレリーは爽さわやかに笑った。

「ふふ。信じられないのも無理はないがね。……まあ、見ていたまえ。事例は幾つもあるのだから」







　ヴァレリーの言った通り、レンの菓子が患者に及ぼした効果の事例は後を絶たなかった。

　訪おとずれた患者の多くが、警察署の床に落ちてしまった菓子を薬代わりに持ち帰っていた。




　──悪夢をだんだん見なくなって来ましたの。よく起こっていた頭痛もなくなって来て。

　──安あん眠みん出来るようになりましたな。顔色が良くなったと言われます。

　──夢の中で殺すと言っていた暗殺者が、私を守る騎き士しになると考えを改めてくれました。それ以降は、大変よく眠ねむれるようになりました……。

　──菓子を食べた後、少年時代を思い出し、絶交した友人と四十年振ぶりに再会しました。お互たがいの意地の張り合いを認め合って和解し、友情は新生されたのです。




　……などなど挙げればキリがない。

　ヴァレリーの元で、依い頼らいの菓子を作り始めて三日。とりもなおさず、こんな事例を延々とレンは見せられるハメになった。

　自分の作る菓子には、食べる人間の悪夢を緩和させる効果があるらしい。

　それが、自分に流れる陽性の夢魔の能力が関係しているとか言うヴァレリーの意見には、頷きたくはないが。

（でも、ピエールは俺の菓か子し喰くいまくってるけどずっと悪夢に魘うなされてる）

　窯かまを開けて生き地じの焼き上がりを確かく認にんしながら、疑問に思わざるを得なかった。

　自分の菓子がそんな効果を現すならば、なぜピエールは悪夢に苦しめられ続けているのか。

　そう言うと、ヴァレリーは考え込む素そ振ぶりを見せた。

「まあ、それほど君の友人の悪夢は根が深いということかもしれないね。今までの事例は重度の悪夢患者ではないから。重患者には、もっとそれなりの対処が要いるし」

「じゃあ、さっさと診みてやってくれよ！」

「診しん察さつ代にはあと少し足りないかな。まあ、馬車馬のごとくキリキリ働いてくれたまえ」

　というわけで、あれからずっとピエールのアパルトマンからヴァレリーの元に通って菓子を焼き続けている。お茶請けだけでなく、持ち帰る患者が多いので大量に作らねばならない状態だった。あまりにも疲つかれて、昨日はぶっ倒たおれるようにここで寝ねてしまった。

　朝、目が覚めたらヴァレリーが隣となりで眠っていて、「君の寝ね顔がおは可愛かわいかった」などとふざけたことを抜ぬかされ大おお騒さわぎをしたのも記き憶おくに新しい。

　とにかく、今日明日辺りで診察代も稼かせげるはずだ。でもって、今日はどれだけ疲れようが這はってでも絶対にピエールのところに帰る。

　大だい丈じよう夫ぶだと言ってはいるけど、全然大丈夫じゃないと思う。結局、昔あったらしい友人との因いん縁ねんも話してくれない。自分に関係ないと言えばそうだし、深く立ち入られたくないことがあるのは当然だと思う。だが、あんなに悪夢に魘うなされているのを知って、他人ひと事ごとだと放置出来るわけがない。

（待ってろよピエール。あとちょっとで診察受けさせてやっからなー！）

　目標への気合いは、搔かき混ぜるメレンゲの泡あわ立だちをこの上もなく立派にし、それはまた評判の良い菓子を成功させるに至ったのだった……。
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　ピエールの元に戻った夜。寝入り端ばなは扉とびらを叩たたく音で遮さえぎられた。こんな夜よ更ふけに誰だれだろう。

　再び扉が叩かれる。寝しん台だいから降りようとするピエールを押し止とどめてレンは扉へ向かった。

　覗のぞき穴あなを見て、あっと声を上げる。

（トマ……。ユゴーさんもだ）

　よく知る刑けい事じの二人だ。二人でいるということは仕事なのだろう。常に渋しぶい顔つきのユゴーは元より、いつもおちゃらけたトマもが真しん剣けんな顔をしていることにレンは驚おどろいた。

「誰だ？」

　問われてどうしたものかと考える。警察が、ピエールに一体何の用事があるというのか。

「大丈夫。俺が対処するから」

　きっと何かの間ま違ちがいだ。ピエールが警察の厄やつ介かいになるわけがない。

　そっと扉を半分開く。途と中ちゆうでトマの顔がみるみる内に驚きに変わった。

「え？　レン⁉　何で君がここに」

「……ピエール・ピカールはいるか」

　大声を上げたトマの口を塞ふさいでユゴーが低く問う。何かの間違いという予想は外れた。

　警察はピエールに用事があるのだ。

「……いないよ」

「では、なぜ君がここにいる？」

「ピエールとは友人なんだ。たまたま遊びに来てて、今は留守を預かってるんだよ」

「どこへ行った？」

「さあ。飲みに行ったんじゃないかな」

　極力不自然に見えないように振ふる舞まう。ユゴーはじっとレンを見つめてくる。視線は自分の考えを見み透すかすように鋭するどくて、レンはこくりと喉のどを鳴らした。

　しばらく二人の見つめ合いが続く。やがて、ユゴーの視線が外された。もがもがと目を白黒させていたトマの口からも手を外すと、彼の肩かたを叩く。

「わかった」

　撤てつ退たいの様子にレンはほっとした。扉を閉めようとして、弾はじき飛ばされる。

「⁉」

　勢い良く床に投げ出されて尻しりを打った。衝しよう撃げきと痛みに唸うなる中、部屋に踏み込んだユゴーとトマが素す早ばやく側そばを通り抜けてゆく。慌あわてて振り向くと、困こん惑わくするピエールを左右から囲むように立つ刑事二人の背中が見えた。

「警察だ。ピエール・ピカール。ちょっと署まで来てもらうぞ」

「ちょっ……待てよ！　どういうことだよ！」

　帰るように見せかけて力ずくで侵しん入にゆうされたこともあるが、とにかく状じよう況きようが摑つかめなくて大声を上げてしまう。ピエールの元に行こうとして、トマに止められた。

「くそっ、こら放せ！」

「レン……。彼には殺人未み遂すいの容疑がかかってるんだ」

　トマが言ったのは予想外の言葉だった。思わず動きを止めてトマを見つめる。

「そんな。噓うそだろ……」

「被ひ害がい者しや本人からの通報があったんだ。道どう化け師しの格好をしたピエールに襲おそわれたと」

　道化師。その言葉に、レンははっとなる。

　グラン・ギニョル通り。あのパサージュで道化師に襲われていたのは。

「覚えてるかな。ファビアン・ウジェだよ」

「噓だ！」

　悲鳴のような声を上げて、レンは食い下がった。

　噓だ。そんなのは噓に決まっている。

「そんなの何かの間違いだ！　あのいけ好かない野や郎ろうの見み間ま違ちがいに決まってる！」

「ピエールが無実だと証明出来るのかい？　昨日の午後五時頃ごろ、君は彼と一いつ緒しよにいたの？」

　午後五時頃と言えば、自分はまだヴァレリーのアパルトマンにいた。帰って来た時にはすっかり夜で、ピエールはすでに劇場へ向かった後だった。

「まだ、はっきりしたことはわかっていないけれど、彼が劇場へ顔を出したのは午後六時頃でね、その間何をしていたか不明なんだよ」

「トマ。それ以上は言う必要がない」

　静かながらも威い圧あつのあるユゴーの声に、トマは手を口に当てて押し黙だまった。さすがに喋しやべり過ぎたと自分でもわかったのだろう。

「詳くわしくは署で聞く。ピエール・ピカール、異存はないな」

　ピエールは神しん妙みように頷うなずいた。反はん抗こうする素振りもなく静かに刑事二人を見つめている。

「全すべて、お話しします」

「ピエール！」

「いいんだ。……その方がいい。そうすれば、きっと俺は楽になれる……」

　目め眩まいがする思いだった。これでは、罪を犯おかしたのだと認めているも同然だ。

　まさか、本当に？　ピエールがファビアンを殺そうとしたのか？

　あのパサージュで見た道化師はピエールだったのか？

「噓だろ、ピエール。冗じよう談だん言ってるんだよな？」

　ピエールは答えない。隈くまのはっきり浮ういた顔は憔しよう悴すいしながらも、どこか清すが々すがしい。

「冗談だって言ってくれよ……！」

「トマ。そこの薬袋ぶくろも回収しろ。麻ま薬やくの可能性がある」

「！　やめろっ！」

　ユゴーの指示に頷いたトマの腕うでにレンは飛びついた。驚いた様子でトマが振り向く。

「レン。ダメだよ。放して」

「放すかよ！　これが麻薬だって⁉　言いがかりつけるのもいい加減にしろ！　これは単なる睡すい眠みん薬やくだ！」

「レン」

「ピエールが！　ピエールがそんなもんに手を出すわけがないだろ！　俺はこいつをよく知ってるんだ！　そんなことするような奴やつじゃない！　信じてくれよ！」

　刑事二人は首を振らない。彼等に信じて貰もらえないことが悔くやしくて悲しくて目の奥が熱くなる。視界が歪ゆがむ。

「くそっ。何でわかってくれないんだよ！　あんた達と俺の仲じゃないか。それなのに」

「よさないかレン‼」

　大声にレンはびくっと肩を震ふるわせた。見上げれば、ピエールがレンを睨にらんでいた。

「これ以上、駄だ々だを捏こねて刑事さん達を困らせるな」

「ピエール……」

「お前は、年ねん齢れいの割には大人だと思っていた。だが、結局は地じ団だん駄だ踏ふんでるだけの子供だったんだな。そして、とんだ卑ひ怯きよう者でもあったわけだ」

「卑怯者……？」

　わけがわからず絶句するレンを前に、瞳ひとみに失望を浮かべてピエールは続けた。

「お前は今、自分が何と言ったかわかっているか？　お前は、〝あんた達と俺の仲〟だと言った。親しい仲であることを楯たてにして、彼等の刑事としての仕事と個人の感情の天てん秤びんを無む理り矢や理り傾かたむけようとしたんだ。自分の意志を押し通そうとしてな」

　雷かみなりに打たれたような衝撃が、レンの全身を貫つらぬいた。改めて自分の発言を思い出して、羞しゆう恥ちと情けなさに愕がく然ぜんとなる。

「それに、レン。お前は捕つかまってもおかしくない真似まねをしたんだぞ。俺が不在だと言ったこともそうだ。お前は噓を言った。容疑を受けている俺の持ち物は何であれ調べられる。それを、お前は邪じや魔ましようとした。これは立派な警察の仕事の妨ぼう害がいだ。罪になりかねないんだぞ」

「あ……」

「そこの若い刑事さんは、すぐにお前を殴なぐりつけるなり組み伏ふせるなりすることが出来たんだ。だが、しなかった。その意味をお前はどう考える」

　恥はずかしくて、深く項うな垂だれたままレンは顔を上げられなかった。自分は何てことをしたのだろう。子供扱あつかいされるのが嫌いやで大人になろうと気張っていたのに、そんなものはあくまで表面だけで、いざとなったら混乱して大おお騒さわぎして泣きそうだ。

　大人じゃない。子供だ。自分は結局は子供なのだと思い知らされる。

「刑けい事じさん。連れて行って下さい」

　静かな声が響ひびいて、ユゴーと薬袋を持ったトマがピエールの両りよう脇わきを抱かかえるようにしてレンの横を通り過ぎてゆく。軽く背を叩たたいてくれたのはトマだろう。けれども、レンは反応一つ出来なかった。合わせる顔がなかったと言ってもいい。

　三人分の足音が完全に消え、レンは床ゆかに力なく膝ひざをついた。

　握にぎった拳こぶしに、一ひと粒つぶの雫しずくが落ちた。
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　青い丸屋根と金の装そう飾しよく、そして古代の神しん殿でんを模した円柱の建物に次から次へと馬車が寄せられ、華はなやかに着き飾かざった大勢の人々が吸い込まれてゆく。

　九区。国立オペラ座は古来、一流の歌劇やバレエを披ひ露ろうしてきた芸術の殿でん堂どうだ。数年前に全面改装された劇場は、その歴史と格式の高さから、舞ぶ台たい芸術を志す者なら誰だれもがその舞台に立つことを永遠に夢見ると言われる。

　外がい壁へきの上部には、本日公演の演目と俳優陣じんの名が書かれた豪ごう奢しやな垂れ幕が下がり、壁面には多色刷りの貼はり紙が建物の周囲をぐるりと巡めぐっていた。街角を飾る鱗うろこ模様の丸屋根が特とく徴ちよう的な緑の広こう告こく塔とうにも、びっしりと貼られる念の入れようだ。

　そんなオペラ座が見える薄うす暗ぐらい路地に潜ひそみ、レンは唸うなっていた。

（どうやって入ったものかな……）

　腕を組みつつ視線を投げると、壁かべに剝はがされたり重ねられたりした無数の貼り紙の中に、見知った顔を見つけた。

　ファビアン・ウジェだ。

　だが、貼り紙のファビアンの笑え顔がおは風雨に晒さらされて擦すり切れていた。おまけに「クズ」「クソ野郎」「死ね」などと言った悪あつ口こう雑ぞう言ごんや落書きが乱暴な筆ひつ致ちで施ほどこされている。美男ぶりも無む惨ざんな有様、滑こつ稽けいなまでの貶おとしめられ方だった。

　他ほかの貼り紙にも多かれ少なかれ落書きや悪口は書かれている。だが、ファビアンのものはやたらと多く、一種呪じゆ詛そじみた執しつ拗ようさに背筋も凍こおる思いだった。

（やっぱ、あいつ絶対人に恨うらみ買ってるよな）

　こちらまで影えい響きようされそうな悪意から目を逸そらしながら、レンは確信する。

（ピエールは無実だ。そうに決まってる）

　ピエールがユゴーとトマの二人に連行された後、虚きよ無む感かんにかられしばらく動くこともままならなかったレンだが、時間が経たつにつれ思考が働き始めた。

（大体、ピエールがファビアンを襲おそう理由がない。どころか、ファビアンの方がピエールに因いん縁ねんをつけて来たんじゃないか）

　数週間前のビストロの件を思い出す。泥でい酔すいして、ピエールの顔の傷を指し「怪物モンストル」だと嘲あざ笑わらったファビアン。

　しかも、彼はその後も下町周辺をうろつく真似をしていた。

（多分、二人の間には何かあるんだ）

　ビストロでピエールは何も言わなかった。相手にしなかったのだとあの時は思った。

　それが違ちがうとしたら話は変わってくる。

　決断は早かった。すぐに、レンはピエールのアパルトマンからオペラ座へと向かっていた。

　運良く本日はファビアン主演の歌劇があった。ここに入ればファビアンに会える。会って、どういうつもりなのかをファビアンに直じかに問い質ただせばいい。

『おいおい、ご用聞きは裏口だぞ。小こ僧ぞう、新人か？』

　ところが、意い気き揚よう々ようと表から入ろうとしたレンは、オペラ座の門番に摘つまみ出されてしまった。どうやら、ここは着飾った人間でないと入場出来ない場所だったらしい。

『通行証は？　ない？　じゃあダメだ。最近、噓うその通行証を作って入り込もうとする奴が多くてな。それがなければ絶対に入れられん』

　早さつ速そく、裏口に向かえばこの有様だ。

（似たような歳の奴の服をブン取っ……てダメだ。間違いなく牢ろうにぶち込まれる）

　一いつ瞬しゆん過よぎった誘ゆう惑わくを、ぶんぶん首を振ふって消し去る。さすがにこんなことで警察の厄やつ介かいにはなりたくない。

　とは言え、どうやったらオペラ座へと忍しのび込めるものか。時間が経ち、人が多くなるにつれ警備の人間も増えている。

　空は淡あわく翳かげり、街灯役人が専用の長棒を持って器用に火を灯ともし始めていた。こうしている間にも時間は刻一刻と過ぎてゆく。

（やっぱり、大勢に紛まぎれて突とつ破ぱしかないか……）

　再び路地から顔を出して人の流れを凝ぎよう視しする。とん、と肩かたが軽く叩かれたが、思考がオペラ座だけに傾いていたから無視した。

（でも、この服装じゃやっぱマズイよな。着飾ってる連中の中じゃ悪目立ちしちまう）

　幸い古着を多く扱う八区はすぐ側そばだ。古着と言っても、扱うものはピンからキリだ。自分でも何とか手が届く値段の夜会服があるかもしれない。

（そうだ。俺だったら子供用でも大だい丈じよう夫ぶじゃないか⁉）

　我ながらいい思いつきだった。同年代の少年達より華きや奢しやな体格の自分ならば、案外いけるかもしれない。この体格を呪のろったことは多いが、まさか感謝する日が来るとは夢にも思わなかった。子供用の夜会服が、大人用の夜会服より安いのかどうかは不明だが。

　とん、とん。再び肩が叩かれたが、自分の考えに没ぼつ頭とうしているレンは邪じや険けんに払はらう。

（そうと決めりゃ急げだ。とりあえず、家に戻もどって金を取って……）

　とん、とん、とん。

　何かと邪魔するしつこさに、レンは強く払うと振り返った。

「──んだようるせ」

　えんだよ、とは続けられなかった。息が詰つまる。

　翳りを増す裏路地に輝かがやく男が立っていた。

　揺ゆらめく長ちよう髪はつが清せい廉れんなる白真しん珠じゆならば、その瞳は妖よう艶えんな黒真珠。冴さえた月のような艶えん麗れいな美び貌ぼうには、相変わらず謎なぞめいてどこかぞっとするような病的な微笑が芸術品のように優美に刻まれている。

　ヴァレリー・クロエ。

「出たな、変態」

「ご挨あい拶さつだね」

　思わず構えを取ったレンに、ヴァレリーは軽かろやかに手を上げてみせる。よほど白が好きなのか、今日も素材が微び妙みように異なった全身白の装いだ。光こう沢たくのあるクラバットは粋いきな形に結ばれ、胸に一輪挿さされた紅薔薇ばらが彼の装いをより粋に見せている。

「今日はなぜ来なかったのだね……。ずっと待っていたのに」

「別に用事が出来たんだよ。あんたこそ、何でここにいるんだよ」

「見てわからないかね。歌劇鑑かん賞しようだよ。君は？」

　逆に問われてぐっと詰まる。まさか同じだとは言いたくなかった。自分の場合は暢のん気きに歌劇を鑑賞しに来たのではなくて、ピエールの件でファビアンを問とい詰めるのが目的だが。

「それより、丁度良かったよ。実は君に協力を求めたいのだがね」

　嚙かみつきそうな顔つきのレンを軽く宥なだめてヴァレリーは言った。レンは首を傾かしげる。

「協力？」

「ファビアン・ウジェの事件さ。夢む魔まが関かかわっていると言っただろう？」

「そんなおとぎ話、まだ信じろって言うのかよ」

「おとぎ話というのはね、全すべてが架か空くうじゃない。多分に現実を含ふくむものだよ。おとぎ話という別個の世界を作ることで、人は見たくもないもの、常識では理解出来ないこと、信じたくもないものを受け入れることが可能になる」

「……わけがわかんねえよ」

「でも、君がここにいるのはファビアンに用があるからじゃないのかい？」

　ずばり突つかれて押し黙だまる。

「ねえ。君は自分が思っている以上に、ファビアンの事件に深く足を踏ふみ入れているんだよ。あのグラン・ギニョル通りがたとえ君の幻げん覚かくだったのだとしても、そこに道どう化け師しはいて、君は襲われかけたファビアンを助けた。そこで、君とファビアンの運命は完全に繫つながった。警察で、彼が君と一いつ触しよく即そく発はつになったあの出来事さえ、運命の仕し業わざかもしれないね。運命は、君を今の状じよう況きようにするべく、神しん妙みようにあざとく伏ふく線せんを敷しいたのだとね」

「……だから？」

「運命が二人を繫ぎ合わせたとするならば、その運命の糸を切ることが出来るのは、巻き込まれた本人達だけだ。この件を解決しない限り、君の中にはファビアンの存在が永久不変に残り、あの幻覚は今後ずっと君を意識下で苦しめることになるだろう。それでもいいのかね」

　ヴァレリーの言葉は柔やわらかく、優やさしいまでの妖あやしさでレンの中へと入って来る。魔ま術じゆつにでもかけられているような、意図の知れないこれは幻覚に似て判断を迷わせる。

　ならば、この男は悪夢の具現そのものかもしれない。

「自分で、運命の糸を切りたまえ」

　聞いてはいけない。けれども聞かずにはいられない。夢と現うつつの狭はざ間まに立つ男。彼は、自分をどうしたいのか。どっちへと連れて行きたいのか。

（いや、そんなことはどうでもいい。俺は、ピエールを助けたいだけだ）

　ふらつきそうな思考の中で、レンは両足に力を入れる。確かな石いし畳だたみの感かん触しよくが、自分の意志など構わずどこかへ連れて行かれそうだった意識を覚かく醒せいさせ、踏み留とどまらせる。

　短く息を吐はくと、ぐっとヴァレリーを睨にらみ付けた。

「あんたみたいな変態とは極力関わり合いになりたくないさ。だが、あんたは利用出来る」

「……ほう？」

　楽しいことを見つけた子供のような無む邪じや気きな光がヴァレリーの目に宿った。興味を引かれたらしく、覗のぞき込んで来る。

　クラバットを摑つかんで引き寄せると、ヴァレリーの目が軽く見開かれた。

　胸に挿した紅薔薇の濃のう厚こうな香かおりが寄せた。調和を乱された花びらが一枚、落ちる。

「あんたの予想通り、俺はファビアンの野や郎ろうに用がある。警察に出入りしてるあんたなら聞いてるんじゃないのか？　ファビアンが、〈悪趣味座〉のピエールを自分を襲った犯人だと訴うつたえたってことをさ」

　クラバットが乱されたのも構わず、ヴァレリーは笑えみすら浮うかべてレンを見つめている。

　何かを試ためすように。見定めるように。

「だが、俺はピエールが犯人だとは思っていない。だから、何としてもあいつに会って真しん偽ぎを確かめるつもりだ。あんたの言う通り、あの野郎と俺には変な因縁がついちまったのも確かだしな。けど、俺はこの身み形なりだ。正面から行っても弾はじき出されるだけだし、出入り業者用の通行証もないから入れやしない。けど、あんたがいれば俺は建物の中に入れる」

　そう。嫌いやな話だがそれが現実だ。

「だから、ピエールを助けるために、あんたに協力してやってもいいぜ。どうだ？」

　幻覚などに騙だまされないと正面からヴァレリーを見み据すえる。

　試すなら試せ。見定めるなら見定めてみろ。

　だが、それはこちらも同じだ。

（俺も、お前が何なのか暴あばいてやる）

「いいね。では、協力を受け入れよう」

　どこか傲ごう慢まんな調子でヴァレリーは言った。ゆっくりとレンの手から離はなれると、乱れたクラバットを綺き麗れいに結び直す。実に楽し気に続けた。

「じゃあ、まずその身形から変えてみようか」







　華はなやかな談だん笑しようが巨きよ大だいなシャンデリアシヤンドリエの下でさざめいている。

　どこもかしこも目に眩まぶしい室内は古代の神しん殿でんを模したものらしい。円柱には黄金で作られた無数の神々が赤い絨じゆう毯たんの上を乱れ舞まい、目がちかちかする。

（……目に痛ぇ……）

　壁かべ際ぎわの装そう飾しよくに隠かくれるようにしてレンは杯はいを傾かたむけた。繊せん細さいな透すかし模様が描えがかれたガラスには、果実を搾しぼった炭酸水が入っており、人いきれに立ちくらみを起こしかけた身に優しく、頭をすっきりさせてくれる。

　今は舞ぶ台たい途と中ちゆうの幕まく間あいという時間帯らしい。

『この歌劇は二部構成でね、一部が終わった後、休きゆう憩けい時間が設けられるんだ。それを幕間と言って、ほらあそこで飲み物や軽食を出しているだろう。鑑賞券はあれらの値段も込みだから、飲み放題食べ放題だよ。好きなだけ取って来たまえ』

　とヴァレリーが説明してくれた。その彼は、今はレンの側そばにはいない。

　普ふ段だんなら、そう言われたら遠えん慮りよなく飲み食いしているところだ。だが、今はとにかく疲つかれが大きくてそんな気分にもなれない。初めてづくしのことばかりだったからだろう。

　ヴァレリーの協力を受けた後、早さつ速そく服ふく飾しよく店へと連れて行かれたレンは夜会服をヴァレリーに誂あつらえられた。すぐに服飾店の奥で湯ゆ浴あみさせられ、石せつ鹼けんで肌はだを磨みがかれ、髪かみは手早くも丁てい寧ねいに櫛くしを入れられて最後に香こう水すいを一ひと吹ふき。工場の機械作業のような一連の流れの中で、完成品として鏡に映った少年の姿を、レンは自分だとは到とう底てい思えず言葉を失った。

『想像通りだね。実に磨き甲が斐いがある』

　啞あ然ぜんとするレンの隣となりでヴァレリーは満足そうに笑っていた。

　当然、オペラ座へは簡単に入場出来たが、入ったら入ったでまた驚おどろきがレンを待っていた。

　古代の芸術の神が誘いざなう雪花石せつ膏こうの大階段。そこを昇のぼった先に続く大だい回かい廊ろう。無数の絵画と鏡が天てん井じようや壁かべに隙すき間まなく嵌はめ込まれた過か剰じようなまでの装飾は、等とう間かん隔かくに掲かかげられたシャンデリアも相あい俟まって、豪ごう華か絢けん爛らんという言葉を超こえた異様なものをレンに感じさせた。夢と現実が表ひよう裏り反転したような奇き怪かいさとでも言うのだろうか。

　しかもヴァレリーは、あまりの驚きに呆ぼう然ぜんとするレンを一いつ般ぱんの客席ではなく舞ぶ台たいを見下ろせる三階の個室へと連れて行ったのだ。彼曰いわく、劇場はいつも個室を選ぶらしい。

『何だこの金ピカ……！　目に痛いだろ』

『そうかな。実に洗せん練れんされた芸術の殿でん堂どうに相応ふさわしい装飾だと思うけど。あ、そうそうあの天てん井じよう画がは当代きっての画家と呼ばれる……が手て掛がけたものでね。シャンデリアの装飾は……』

『まるで生き物だな。劇場自体が今にも動きそうな城みたいだ』

　下町の小劇場が幾いくつ入るのか知れない広さと荘そう厳ごんな舞台、そして寄せる人々の熱気が一体となってこの劇場を息づかせているようだった。見たこともない光景はレンを興奮させずにはいられなかった。
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　レンの反応に、ヴァレリーはくすりと笑うと椅い子すに片かた肘ひじをつく。寛くつろいだ姿勢で呟つぶやいた。

『なかなか詩的なことを言うね。でも、今はまだ序の口だよ。劇場は舞台が始まった時こそ、本当の目覚めを迎むかえるんだ』

　確かにヴァレリーの言う通りだった。生まれて初めて見る歌劇の舞台にレンは興奮した。

　紅くれないと金こん色じきの劇場に負けない煌きらびやかな衣装、豊かな声量に声域。荘厳かつ壮そう大だいな音楽。

　内容は、中世を舞台にした幻げん想そう的な恋れん愛あい物のようだった。幅はばの広がった衣装を纏まとった主演女優に切なくも気高い愛の心を歌い上げるのは、主人公たる貧びん乏ぼう学生の役に扮ふんしたファビアン・ウジェだ。金きん髪ぱつの巻き毛の鬘かつらをつけ、表情も声量も豊かに劇場を魅み了りようする。

　歌劇についてはよくわからないが、レンが彼の声量や演技に魅み入いられたのは事実だった。

　それほどに、彼は素す晴ばらしかったのだ。

（……あいつ、性格は悪いけどやっぱオペラ座の主役張るだけはあるんだな）

　並なみ大たい抵ていの才能では、オペラ座の舞台で主役など張れないことくらいレンだって知っている。そのためのオペラ座でもあるのだから。

（でも、そんな奴やつがどうしてピエールと？）

　正直なところ、ファビアンがピエールに因いん縁ねんをつける理由がますますわからなくなった。

　ファビアンとピエールとでは最初から立場も格式も天と地の差と言える。

　そんな天に坐ましますファビアンが、なぜ地にへばりつくピエールを気にする必要があるのか。

「どう思うね、今日のファビアン・ウジェ」

　ファビアンの名に反応して顔を上げれば、すぐ近くに数人の紳しん士し達がワイン片手に談笑していた。思わず耳をそばだててしまう。

「そうだね。前回ほどひどくはないが、やはり冴さえないね。声の張りが今一つだ」

「主役を張るようになって五年……六年か？　花形として売り出し始めた頃ころの彼は本当に素晴らしかったがね、ぼちぼち彼の時代は斜しや陽ようを迎えつつあるのかもしれん」

「そうだね。近年、彼にはいい噂うわさもない」

「ああ……。付き人だった少年を些さ細さいな失敗で折せつ檻かんしたとか。愛らしい少年が、前歯を失って無む惨ざんなことになったらしいな。酷ひどいことをする」

「主演女優も交代させたそうだな。今日の相手役の娘むすめも果たしていつまでこの幸福を享きよう受じゆし得たものか」

「何かと理由をつけて後進を潰つぶす行こう為いもあるとも聞いたよ。頂点を目指す者が後を絶たないのは当然の世の流れ。己おのが地位を守りたいばかりに、才能の芽を潰すなどあってはならぬことなのに」

（……評判悪わるっ！）

　ずいぶんな言われようにレンは驚いた。レンが感じた性格の悪さは、事実噂になるほどだったらしい。

　だが、彼等は好き勝手に醜しゆう聞ぶんばかりを噂しているわけではなく、彼の俳優としての評価もしていた。それによれば、以前よりも劣おとったがファビアンは未いまだ現げん役えきの花形として通用するだけの力量はあるようだ。ただし、並々ならぬ才能の持ち主が現れれば、頂点の座をあっという間に明け渡わたすことになるだろうといった見解を示されてはいた。

「おや、ここにいたんだね」

　酒しゆ杯はい片手に近づいて来たヴァレリーに、レンは肩かたを竦すくめる。半眼を投げた。

「美しい女性達のお相手はもうよろしいので、ムッシュ？」

　本当は「とんだスケコマシ野や郎ろうだな」と言いたかったが、場ば所しよ柄がらを考えて言い換かえてみた。

　幕間で劇場を出た直後、ヴァレリーは美女の群れに囲まれたのだった。彼女達のあまりの興奮の高さに押されて、体重も軽いレンは言葉通り弾き飛ばされてしまった。

　ヴァレリーは優ゆう雅がな素そ振ぶりで杯を傾けると、意味深に微笑ほほえんだ。

「何だい、嫉しつ妬とかね」

「どうして、僕がそんなことを？」

「初めての場所で心細いのに、私を女性達に取られてしまった……」

「まさかまさかご冗じよう談だんを。僕はこの煌びやかな劇場をとても楽しんでいますよ」

「強がりは心が痛むね。遠目に見た君は、私にはとても寂さびしそうな切なそうな、親とはぐれてしまった子犬のように見えてしまって辛つらかったよ」

　憂うれい顔の中に明らかな子供扱あつかいを感じてむっと来るが、ここはあえて我が慢まんだ。

「ご心配なく。子供というのは親がおらずともちゃんと生きてゆけるものですから」

「ふ。親の心子知らずとはよく言ったものだ。私は今にも君の元に駆かけて行きたかった……だが、あの中には私の顧こ客きやくも混じっていたのでね。そう無下に断れずにね」

（あーなるほど、あの女共がてめーの生活を支える土台パトロンになってるってわけか）

「ははは。いやいや、僕のことなんかお気になさらずとも、美しい女性達との交流を楽しんでいれば良かったのに。だって、彼女達はムッシュの大事な方々なのでしょう」

「ふふふ。確かにそうではあるけれどもね、君は特別だから」

「あはは。それはとても光栄ですね。美しい女性達よりも僕が特別だと？　……人が聞いたら、不適当な勘かん違ちがいをされてもおかしくない発言ですが、ムッシュ？」

　返すと、ヴァレリーは周囲も憚はばからず壁際に片手を置き、身を屈かがめてレンを覗のぞき込んで来た。

　挑いどみかかるような獰どう猛もうさに、胸の奥がざわついた。

「ふふふ。女性達はそういう話題を好むものだよ」

「はははそうですか。……ってかバカらしい」

　やたら顔を近づけるヴァレリーの胸を軽く突つく。小声で告げた。

「さっきそこでファビアンの噂を耳にした。あいつの評判は、あんまり良くないんだな」

「ほほう。で、どう思った？」

　ヴァレリーの背後で女性達の黄色づいたざわつきが聞こえたが、無視することにする。

「それが例の事件と関係してるのかはちょっとわかんねーけど。ただ、嫌いやな感じはするな。さっきあんたと会った路地裏、ファビアンの貼はり紙のこと知ってたか？」

「……いや？　気づかなかったが」

「下町にだってああいう貼り紙には落書きがガンガンしてあるもんだけどさ、あそこにあったファビアンのはかなりひどかった。ただの落書きっていうより、念が入ってる気がした」

「なら、君はファビアンに恨うらみを持つ別の人間の犯行だと？」

「一いち概がいにそうとは言えないさ。けど、可能性はあるんじゃないか。ただ、そこにピエールがどう関かかわってるのかはわからないけど……」

　そこで、二部の始まりを告げる案内係の声が響ひびいた。人々が、再び劇場内へと入ってゆく。それを見つめながら、ヴァレリーは顎あごを撫なでた。

「興味深いね。でも、ひとまずは舞台を見ようじゃないか。この現実を忘れさせてくれる、美しい虚きよ構こうの夢を」
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「……だ！　なら……じゃないか！」

　神経質に裏返った声を聞き付け、レンとヴァレリーは足を止めた。顔を見合わせ、頷うなずく。

　長いアンコールを経て舞台が終わり、案内係が客達を送り出した後のオペラ座。人波から外れ、二人は密ひそかに劇場に潜ひそんでいた。

　あれほど活気づいていた劇場は今、舞台関係者も多くが帰宅し眠ねむりに就ついたかのように静まり返っている。それだけに声はひどく響き渡っていた。しかも、声には聞き覚えがある。

「ファビアン……だよな」

「間ま違ちがいないね」

　夜警を警けい戒かいしながら、二人は夜灯を頼たよりに声の方向へと近づいてゆく。やがて、明確に声が聞こえる場所に辿たどり着いた。壁かべ際ぎわからそっと覗き込む。

　予想通り、ファビアンがいた。そしてもう一人。

　格好から劇場関係者であるのは間違いがなかった。黒くろ髪かみを左右に分けた小太りの男だ。鼻の下にぴんとはね上がった髭ひげが厳いかめしいが、小さなどんぐり眼まなこは小こ狡ずるそうな光を宿している。

「誰だれ？　あいつ」

「支配人だよ。このオペラ座のね」

　囁ささやき合う間にも、二人のやり取りは続いていた。

「君の心配事は解消されたじゃないか。あの男は捕つかまったのだろう？　これ以上何を心配することがあるのだね」

「悪夢が消えないんだよ！　あいつが僕を脅おびやかすことはもうなくなったはずなのに、まだ夢に現れる！　そして僕を追いかけ責め立てるんだ……！」

　舞ぶ台たい衣装を脱ぬいだファビアンは身軽な姿だったが、上等なはずのそれらはひどくよれて見えた。それだけファビアンは憔しよう悴すいしていたし、以前にも増して窶やつれていた。目の下の隈くまも不健康に濃こい。舞台上は化け粧しようをしていたからわからなかったが、素す顔がおの彼はいつ倒たおれてもおかしくない顔色をしていた。

（そういや、ピエールも最近あんな顔して……）

「医者から薬を処方してもらっているのだろう？　確か、人づてに聞いた夢医師だとかいう」

「一時は改善したさ。だが、ダメだった。最後に行った時には、壊こわれた焼き菓が子しなんか渡されてバカにされた。ああ……道どう化け師しが僕を殺そうとする……硫りゆう酸さんをかけて、この顔を滅め茶ちや苦く茶ちやに崩くずすんだ！　毎晩毎晩毎晩だ！　これ以上は頭がおかしくなってしまう！」

「あんな悪あく趣しゆ味みな劇など見るからだよ」

「もう限界だ。眠るのが恐こわい……」

　頭を抱かかえてよろめくファビアンの肩を男は強く叩たたいた。

「落ち着くんだ、ファビアン。君はいろんなことに神経質になり過ぎてるだけだ。何をそんなに恐おそれることがある？　今のオペラ座の頂点は君だ。君は王者らしく振ふる舞まっていればいい」

「……けれど、僕は恐いんだ。僕がかつてしたことを、今度は僕がされるんじゃないかって」

「バカなことを！　それこそ妄もう想そうだよ」

「ああ、わかっている。わかっているとも。けれど、どうしても拭ぬぐい去れないんだよ。きっと、僕達があの秘密を抱えたままだからだ。それが罪悪感になって……」

「下らないことを言うんじゃない！　とにかく落ち着くんだ。眠れないなら、ここで少し休んでいけ。心配せずとも私が側そばにいてやる。そうすれば心配はないだろう？　さ、行こう……」

　嗚お咽えつを始めたファビアンを優やさしく宥なだめ、男は彼を支えるようにして一室に入ってゆく。

　慌あわててレンは飛び出そうとするが、ヴァレリーに腕うでを摑つかまれた。

「放せよ！　あいつが……」

「君が行ったところで追い出されるだけだよ。面識のある私が適任だ」

「けど……」

「焦あせる気持ちはわかる。が、君は言っただろう？　私を利用するとね。こういう時こそ、私を使わないでどうする」

　上手うまく言いくるめられているような気もしたが、一理はある。渋しぶ々しぶレンは頷いた。ヴァレリーは軽くレンの頭を撫でると早さつ速そく二人の入った部屋の扉とびらを叩いた。

　覗いていると、やがて支配人が現れた。会話までは聞こえない。だが、ヴァレリーが何かを言おうとしたところで、支配人は扉を閉とざしてしまった。それから何度かヴァレリーは扉を叩いたが、扉から支配人が出てくる様子はなかった。

「……利用するも何も、とんだ役立たずだったな、夢センセイ」

「はは。どうやら医者としての信用を失ってしまったようだよ」

　戻もどって来たヴァレリーを半眼で睨にらむと、彼はお手上げだとばかりに肩を竦すくめた。が、レンの皮肉など応こたえている様子はなく、当然反省の素振りも見せず笑えみさえ浮うかべている態度が憎にくたらしいといったらない。

「まあ、仕方ない。今日のところは退散するとしようか」

「おい！　ここまで来てそりゃないだろ！　一体何のために」

「力ずくで入るばかりが能じゃないよ」

「けどピエールが！」

　食い下がるが、ヴァレリーは首を振るだけだ。

「捕まっただけで、今すぐどうこうなるわけじゃないよ。やり方は一つじゃない。彼等も興奮しているがね、同時に君も冷静とは言えない。一度引いて、態勢を整えようじゃないか」

　ぐっとレンは唇くちびるを嚙かみ締しめる。確かに、今の状態ではこれ以上進めない。

　知らず握にぎり締めていた拳こぶしをそっと撫でられる。

　優しい顔があった。

「……わかったよ。今は引く」

「いい子だ」

「いちいち子供扱あつかいするんじゃねえよ」

　頭を撫でようとする手をレンは軽く払はらった。踵きびすを返す。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。……悪夢は、いつかは覚めるものだ。必ずね」

「だったら、お前も消えるのか？」

「おや、どうして」

「俺にとっちゃ、お前だって立派な悪夢の一つだからさ」

「言うね」

　小さく笑って、ヴァレリーは言った。

「そうだね。いつかは消える日が来るよ。君の前からも、この世界からも」







　夜風が頰ほおを撫でる。一部の盛り場を除いたレーヴの夜は人ひと気けもなく深しん閑かんとしていた。

　流しの辻つじ馬車もない大通りアベニユーをレンとヴァレリーは歩いていた。少なかった会話は途と切ぎれて久しく、互たがいに無言だ。

（何なんだろうなあ、こいつ）

　美味うまそうに煙草たばこをふかすヴァレリーをちらと見上げる。真しん珠じゆ色の髪かみに白い衣類は目立つ。加えてこの顔だ。今、空に燦さん然ぜんと輝かがやく三日月が人の姿を取ったかのようだ。

　こんな夜よ更ふけに人に見られれば夢む幻げんのように見えるかもしれない。あるいは、幽霊フアントムか。

（幽霊……）

　何となく、それが彼にはしっくりくる気がした。存在しているのに存在していないような手て応ごたえのなさ。常識も非常識も、善も悪も、正も邪じやも、人にあるはずの両極のものをどこかへ置き忘れて来たかのような雰ふん囲い気き。こんなにも強きよう烈れつなのに、明日目覚めたら、実はいなかったとしても納なつ得とくしてしまうような存在の希き薄はくさ。

　それに、この男が言った「夢む魔ま」という存在。

　本当に、そんなものが存在するのだろうか。あの奇き怪かいなパサージュにいた不気味な道化師。

　殴なぐりつけた顔の半分がずり剝むけて、その下は虚うつろな暗黒だった。

　何もない。虚きよ無む。あんなものが人間であるはずがない、が。

「私の顔に何か付いてでもいるのかね」

　声を掛かけられて、初めてレンはヴァレリーをじっと見つめていたことに気がついた。

　まただ。頭のおかしい最低の変態男なのに、どうして思考が向いてしまうのだろう。

　一刻も早く縁えんを切りたい一方で、否いや応おうなしに惹ひき付けられる。

（うが──っ!!!　惹き付けられてどうすんだ。俺にはそっちの趣しゆ味みはねえええええ──[image: !!!!]）

　この男の近くにいて、変態病が移ったのだろうか。

　危険だ。やっぱりこの男とはさっさとおさらばするに限る！

「見み惚とれていたと言っても構わないのだよ。私は照れないから」

「そりゃ、大した自分大好き野や郎ろうなことで。っつーか、顔近づけんなよ！」

　身を退ひこうとすると、逆にヴァレリーは今以上に距きよ離りを詰つめた。身体からだが触ふれ合うすれすれだ。

「おや、なぜだね。私の顔がそんなに眩まぶしいのかね」

「んなわけあるか！　煙草臭くさくて嫌ヤなんだよっ！」

　紫し煙えんを遠ざけようと両手を振り回すレンを面おも白しろそうに見て、ヴァレリーは喉のどを鳴らした。

「これはその辺りに出回っているような粗そ悪あく品ではないのだがね。この香かおりがわからないとは、君も大人になるにはまだまだと言ったところかな」

「煙草ごときで大人の判断されてたまるかっ！　臭においが鼻とか口に入ると、味覚が狂くるう感じがするんだよ！」

「味覚？　……ああ、そうか。君、パティシエが夢だったね」

　含ふくんだ声こわ音ねに、レンの身体は知らず力が入った。

　自傷菓子。ヴァレリーには謝罪されたし、前向きに考えようと決めたにも拘かかわらず、その単語は針で突つかれたように痛いのだ。だから、傷つくのを極力避さけようとして身構えてしまう。

　だが、背後から遠く呼び声がしてレンの覚かく悟ごは削そがれた。見知った刑けい事じが駆かけて来る。

「……トマ？」

　やはりトマだった。全力で駆けていたらしく、汗あせだくでぜいはあ息を吐はいている。

「あ、やっぱりヴァレリーさんだ。全身白だからすぐにわかって……あれっ。レン？　どうしてヴァレリーさんと一いつ緒しよにってか何でそんな格好……」

「何かあったのかね」

　トマの言葉を遮さえぎってヴァレリーが問う。ああ、とトマは頷うなずいた。腕で額の汗を拭うと、衝しよう撃げきの言葉を放った。

「大変なんですよ。ピエール・ピカールが逃にげ出したんです」







（何てこった……！）

　駆け出しながらレンは歯は嚙がみしていた。一刻も早くと気は焦るが、人気のない大通りには相変わらず流しの辻馬車さえ通らない。

　ピエールが警察から逃げ出した。ひとまず一時的に牢ろうに収しゆう監かんしようとしていたところを、それまで大人しかった彼がいきなり大暴れした挙げ句、警官や刑事を振ふり切って警察の外へと飛び出して行ったのだと言う。今は大勢で彼を捜さがし回っているらしい。

『ピエール・ピカール……本名はピエール・ロッシュ。彼は元、オペラ座の俳優だ』

　あれからすぐに合流したユゴーの説明は、レンにさらなる衝撃を与あたえた。

　ピエールはオペラ座の俳優であるばかりではなく、頂点に位置する花形ヴデツトでもあったのだ。

『だが六年前、ピエールは投とう獄ごくされた。罪状は劇場の金を盗ぬすんだことだ』

『そんな。花形って給料高いんだろ？　金を盗む理由なんてないじゃないか！』

　反はん駁ばくに答えたのはトマだった。

『そうなんだ。ただ、当時の彼は酔よい潰つぶれていて記き憶おくがなかったらしい。けど、劇場の金庫室から彼が出て来たのを当時の副支配人……まあ、今の支配人が目もく撃げきしている。一緒にいたファビアン・ウジェと一緒にね』

『ピエールは、昔かなりの不良少年で盗みの前科もあった。ほとんど現行犯のようなものだったから、裁判も略式で済まされた』

　そして彼は投獄された。泥でい酔すいもしており、強ごう盗とうへの悪意も明確ではなかったから、懲ちよう役えき期間は一年に定められた。

『監かん獄ごくに当時のことを問い合わせてみたんだけどね、ピエールは模も範はん囚しゆうだったらしいよ。ところが、労働従事中に事故が起こった』

　作業場での崩ほう落らく事故。他ほかの囚しゆう人じんを庇かばい、ピエールは転がって来た石の下した敷じきとなった。

　頭ず蓋がい骨こつを骨折し、顔面も激しい損傷を受ける重傷だった。意識も長い間戻もどらず、よもやピエールが助かるとは思わなかった監獄医は、彼の傷をかなり適当に縫ぬい合わせた。

（それが、あの傷……！）

　下町の人々と小劇場の仲間達、また〈悪趣味座〉を応おう援えんする人々から愛情を込めて「怪物モンストル」と呼ばれる所以ゆえんの大きな傷。厚あつ化げ粧しようをしてさえ見えるあれが、そんな過去を秘めているものだったなんて。

『刑けい期きを終えたピエールが出所した後、〈悪趣味座〉の舞ぶ台たいに立つまでの三年間はまだ僕達にも摑つかめていない。ただ……オペラ座の舞台には二度と上がれなくなったのは確かだね。犯罪者の烙らく印いんと、顔に残った無む惨ざんな傷。花形には相応ふさわしくない』

　聞くなりレンは駆け出していた。トマの止める声が聞こえたが構わなかった。

　嫌な予感がした。

　ピエールは自分のアパルトマンに戻っていないという。だったらどこへ行ったのか。

　考えたくはなかった。けれども、もしそうだとしたら。

　予想通り、ピエールの過去にファビアンは深く関かかわっていたのだ。

　息が上がるのも構わずレンは夜の大通りを全力で駆ける。かつて皇こう帝ていにもなった英えい雄ゆうの戦勝を祝って建てられた凱がい旋せん門もんを抜ぬけ、ひたすらまっすぐに目的地へと辿たどり着く。

　国立オペラ座へ。

　現代に蘇よみがえった神しん殿でんは完全なる眠ねむりに就ついていた。誰だれもいない。周囲を調べてみるが表おもて玄げん関かんは元より裏口も完全に閉とざされている。

（来てないのか）

　だが、オペラ座を一回りして見つけた。

　オペラ座の外がい壁へきを飾かざる円柱と円柱の間に、あるはずのないパサージュが奥に向かって左右に円形の街灯を幻げん想そう的に連ねている。上に視線を向ければ、見覚えのある装そう飾しよく額があった。

　PASSAGE Grand Guignol

「グラン・ギニョル通り……」

　パサージュの門が音もなく動く。営業時間の終わりを告げるように閉ざされてゆく。

　駆ける。何とか滑すべり込むと同時に、門が閉ざされた。

　以前と同じ左右に続く通りは、美しくも廃はい墟きよの体ていを見せているが人形達は一体もいない。

　足音がいやに反はん響きようして前後の感覚を失わせるようだった。

　やがて、以前も見た豪ごう華かな丸時計の下を過ぎて円形空間ロトンドへと辿り着いた。

　ぼおっと人ひと影かげが佇たたずんでいた。

　いや、人ではない。雑な作りの人形だった。血ち飛沫しぶきのような模様の衣装を着て、両手には「グラン・ギニョル劇場」のプレートを持っている。

　近づくと、人形はいきなり生命を得たかのように喋しやべり出した。どこからともなく音の割れた気味が悪いくらいに明るい音程の外れまくった音楽が鳴り響ひびく。

「サ、サアサア、イラッシャイ。イラッシャイ。トテモステキナ残酷ザンコク劇ガ始マルヨ。夢ハ現ウツツニ、現ハ夢ニ。コノ世ノ何ガ真実カ、アノ世ノ何ガ噓ウソナノカ。サアサア、トクトソノ目デ御覧ゴランアレ！　オ代ハ見テノオ帰リニィィィ……！」

　言うなり、人形は破は裂れつした。人形だったものの残ざん骸がいが散らばるその先に扉とびらが現れる。

　時を告げるような轟ごう音おんと共に、扉がゆっくりと開き始めた。生なま温ぬるいような、生なま臭ぐさいような空気が押し寄せる。

「趣しゆ味みの悪い演出だな」

　吐き気を催もよおしながらもレンは扉を開く。光こう沢たくのある黒い装飾と緩ゆるい傾けい斜しやを持った客席には、大勢の人間が座っていた。いや、人間ではない。人形達だ。

　だが、そんな状じよう況きように心を奪うばわれている暇ひまはなかった。

　悲鳴の上がった舞台にレンは息を吞のむ。

　二人の男がいた。一人は襲おそい、一人は襲われている。

　襲われているのは、ファビアン・ウジェ。恐きよう怖ふと絶望に目を見開き、相手の腕うでを摑つかんで何とか襲しゆう撃げきから逃のがれようとしている。

　そしてもう一人の手には煙けむりを巻く杯はいが今にも傾かたむけられようとしている。──硫りゆう酸さんの杯が。

「ピエール‼」

　叫さけぶと同時に、星形模様を目に施ほどこした道どう化け師しが現れた。その唇くちびるの両端がにいぃと上がる。

「ようこそ。グラン・ギニョル劇場へ」







　第六章　グラン・ギニョルの夜の住人







　叫ぶ暇もあらばこそ、レンの身体からだは条件反射で動いていた。全力で駆かけながら必死で祈いのる。

（間に合え。間に合ってくれ……！）

　杯が傾き、僅わずかばかりの液体が床ゆかを溶とかした。ファビアンの目が恐怖に見開かれるのがわかる。ぐぐっとファビアンの手がピエールの手を押し返した。絶体絶命の危機に瀕ひんして、馬ば鹿か力ぢからが出たのだろうか。

　ほとんど同時にレンは舞台へと駆け上がった。勢いのままピエールに体当たりをかます。

　杯が虚こ空くうを飛んだ。破は砕さい音が静せい寂じやくの舞台に響き渡わたる。

　白目を剝むいたファビアンが、くたくたと膝ひざから崩くずれ落ちて床に突つっ伏ぷした。疲ひ労ろうと恐怖と安あん堵どが綯ない交ぜになった汗あせが全身に噴ふき出す。

　間に合った。どうにかファビアンの顔も身体も焼かずに済んだようだ。

「ピエール！　おい、ピエール‼」

　体当たりされ、自分の下に倒たおれたピエールは目を開けたままぴくりとも動かない。異様な様子に、レンは側そばでニタニタと笑い続ける道化師を睨にらみ付ける。

「てめーの仕し業わざか！　ピエールを元に戻せ！」

「おや、なぜ。これは、その男が望んだ夢だよ」

「ふざけんな！　っていうか、てめーは何者だ！　どうしてこんなことをする！」

「私が何者かと？」

　道化師がくつくつと喉のどを鳴らす。

「私は、夢だよ。彼の悪夢」

　ぱっと舞台が明るくなり、闇やみに沈しずんだファビアンとピエールを余所よそに人形が浮うかび上がる。

「美しくも醜みにくきこの世界においては、人の美び醜しゆうもまた然しかり。人とは夢む現げんの舞台装置。なれば、ここもまた境の舞台」

　レンは目を瞠みはる。人形はピエールとファビアンに似せたマネキンだった。ピエールの方はご丁てい寧ねいに傷と無ぶ精しよう髭ひげまで付けられている。

　マネキンのピエールがファビアンの足に縋すがって懇こん願がんしている。

『頼たのむ。口くち添ぞえをしてくれ。俺はもう一度舞台に戻りたいんだ』

『何を言っても無む駄だだ。残念だけど、君の力にはなれない』

　ファビアンの態度は冷ややかだった。伸のばされたピエールの腕をすげなく払はらう。

『君のせいで支配人は職を辞したよ。君を演劇の世界に導いた恩人を、君は裏切るような真似まねをした……彼の顔に泥どろを塗ぬったんだ。それにね、残念だけどもう君の時代じゃない』

『たった一年だぞ』

『その一年で全すべては変わるのさ。今、ピエール・ロッシュの名前を聞いて君のことを思い出す人間はどれほどいるだろう？　それほど、この世界はめまぐるしく変化し続けているのだよ。一度置いて行かれた者は、再び主流には戻れない』

　絶句し、愕がく然ぜんと頽くずおれたピエールにファビアンは背を向けた。

『もう二度と僕の前に姿を現さないでくれ。……僕の評判にも傷がつく』

　ぱっと舞ぶ台たいの明かりが別の場所を照らした。机の上に突っ伏すピエールの足元には、大量の酒瓶びんが転がっている。服は薄うす汚よごれ、髭は伸び放題だった。

『絶望絶望絶望。誰も俺の味方ではなく、救うこともない。仲間は仲間ではなく、友は所しよ詮せん真実ではなかった。かつてのパトロンは俺の顔を嘲あざ笑わらい嫌けん悪おした。結局、俺の周囲にいたものは、偽いつわりの仲間、偽りの友、偽りのパトロン。表面をただ愛めでるだけの虚むなしい関係……。全ては夢だった。そんなものを信じていた俺がバカだったんだ』

　舞台の明かりが一転する。今度のピエールは明るく笑っていた。けばけばしい女物衣裳を着て、大おお仰ぎような身み振ぶりで滑こつ稽けいな色気を振ふり撒まき踊おどり歌う。

『俺は蘇った！　再び舞台へと戻もどって来た！　〈悪趣味座〉という新興の実験的劇団が俺を見み出いだしてくれた！』

　続けてピエールは高らかに歌った。

『最初はバカらしいと思った。こんな大男が女装などして、ただ下らない笑いを提供するだけだと！　だが違ちがった。ただ楽しんでくれる聴ちよう衆しゆうがすぐ目の前にいる！　駄だ目めなものには遠えん慮りよ会え釈しやくなく罵ば声せいを浴びせ、賞賛には心より拍はく手しゆを捧ささげる。オペラ座の予定調和の賛美とは違う。客との闘たたかいだ！　だが、それが俺はとても楽しいのだ！』

　無表情のはずの白い人形が明るく輝かがやく。尊き天の光に祝福されたように。

『俺は決めた。怪かい物ぶつとしての人生を。俺はこの劇団をもっと大きくし、楽しんでもらうことを決意した。そうして、この演劇界を変えていく。それが俺の新たな夢だ！』

　だが、歓かん喜きにより輝きを増す白い人形の足元では黒い影かげが蠢うごめき、ずるりと粘ねばりながら膨ふくらんで、やがては俯うつむき頭を抱かかえる暗あん鬱うつな黒い人形を生み出したのだった。

『……だが、俺の心はざわつく。オペラ座の、ファビアンの貼はり紙を見かける度たびに。ああ、ファビアンよ。なぜお前がそこにいる。人々の賞賛を受けるべきオペラ座の花形は俺だ！』

『考えるな！　ピエール・ロッシュ！　いや、ピエール・ピカール。何のために名を変えた。お前は生まれ変わったのだ！』

『オペラ座で、俺のために捧げられたあの拍手と賞賛をもう一度この手に欲しいのだ！』

『馬ば鹿かなことを。お前は犯罪者の烙らく印いんを押された。無む惨ざんな化ばけ物もの面づらめ！　オペラ座へ返り咲ざきたいなど、身の程ほどを知れ！』

『綺き麗れいごとだ！　自分の真実の心を押し隠かくし、殺して明るいものばかりを見ようとする欺ぎ瞞まんだ！　お前の笑いも明るさも全ては演技！』

『暗いものしか見えぬ、絶望酔よいの引き隠こもり野や郎ろうめ！　下らない自己愛など消えてしまえ！』

『見ろ！　己おのれの醜さを知るがいい！』

『聞け！　己の希望を知るがいい！』

　黒が叫べば白が騒さわぎ、白が悪態を吐つけば黒が嘲あざける。激げつ昂こうのまま互たがいに首を絞しめ合う醜しゆう悪あくで滑稽な舞台劇に、レンは胸が悪くなって来た。

　同じ人間の内にある、両極の情。

　明と暗。喜と嘆。白と黒。美と醜しゆう。愛と憎ぞう。めまぐるしく反転し対立する永遠の並列。

　──目め眩まいがする。







「やめろ！」

　振りかぶってレンは叫んだ。怒いかりに拳こぶしを固めて、道化師を睨み付ける。

「ピエールがそんなことを望むもんか！　あいつはずっと下町で頑がん張ばって来たんだ。たくさんの人にもっと〈悪趣味座〉の舞台を見て欲しいって想おもいでやってきたんだ！　ファビアンの野郎との過去なんて今のあいつにゃ関係ねえ！」

「だが、〈夢の種〉は、この男の悪夢を喰くって生長したのだよ」

「〈夢の種〉……？」

　眉まゆ根ねを寄せるレンを嘲笑うように道どう化け師しは大仰に肩かたを竦すくめた。

「〈夢の種〉とは夢を叶かなえ、具現化させるための種さ。生長するにつれ、本人のみならず周囲にも影えい響きようを及およぼす。ピエールの悪夢の原因はファビアンだ。だから、ピエールが悪夢を見て、嫉しつ妬とや羨せん望ぼうが深まるほどファビアンもまた悪夢に引き摺ずり込まれていったわけだ。あの男は、起きていても寝ねていても悪夢を見ていたはずさ」

　あっとレンは気づく。トマが言っていたことを思い出したのだ。

　ファビアンは、夢と現実の区別がつかなくなっているのだと。

（まさか、これが）

「このピエールの夢は、決して取り戻すことが出来ないからこそ輝く一ひと際きわ特別なもの。食すに相応ふさわしい極ごく上じようの獲え物ものだったね」

「食す……？　喰ってどうするんだよ！」

「愚ぐ問もんだね。私は夢む魔まだよ。現うつつの肉を求め、夢から夢へと移りゆくのが夢魔」

　道化師の顔が歪いびつに笑う。

「つまり、〈夢の種〉とはね、一つの肉体の内に秘ひめる、隠され隠そうと努める夢を叶える対価。受け入れた者は、夢魔に肉体を明け渡すことを約やく定じようしたも同じことなのさ！」

「てめえッ！」

　かっとなり、レンは拳を突き出していた。軽々と避よけられるが構わず、道化師を追い回す。

「ふざけんな畜ちく生しよう！　ピエールを元に戻せ！」

「無む駄だ無駄無駄。無駄だよ。もう遅おそい。この男は実をつけてしまったからね」

「噓うそつけ！」

「噓じゃないよ。この間ファビアンに怪物モンストルと侮ぶ辱じよくされたことが、彼のファビアンへの憎ぞう悪おを一気に育てたからねぇ」

　あの時、ビストロで泥でい酔すいしたファビアンに絡からまれたピエールは、相手にしていないように見せかけて、彼への怒りと憎にくしみを育てていたというのか。

（噓だ。噓だ噓だ噓だ……！）

　泣きたくなりながら強く否定する。そう、信じたくはなかった。

　あのピエールが、そんな憎しみにかられるなんて。

　そんなのは噓だ。噓に決まっている──絶対に噓だ！

「ああ、非常に美味おいしい実だったよ。何かに邪魔されて、未いまだに肉体を奪うばえないのが不思議なのだがねぇ……。でも、それも時間の問題さ。見てごらん。あの男はもうほとんど抜ぬけ殻がら、私の意のまま。今の私はもうピエールと言っても良いのだよ。それが証しよう拠こに……ほぉら」

「っぐ」

　呼吸が詰つまって、レンは呻うめいた。

　倒たおれていたはずのピエールが立ち上がり、レンの首を片手で摑つかみ絞め上げていた。

　足をばたつかせて暴れるが、持ち上げられて足場が定まらない。

「ぴ、ピエール……」

　ピエールは空っぽな顔をしていた。愛も憎しみも全てを奪うばわれたそれは人形と同じだった。

　自分の顔を奪った夢魔の、大きな操り人形グラン・ギニヨルにすぎなかった。

　さらに凄すさまじい力を加えられ、意識が急激に歪ゆがんでゆく。ピエールの表情は変わらない。何をしているのかさえわかっていないのだと思うと、自分の無力さが悔くやしくて涙なみだが滲にじんだ。

（畜生。俺は何も出来ないのか）

　意識の闇やみに堕おちてゆきながら思う。

　自分など、所しよ詮せんちっぽけな人間なのだ。友人一人正気に戻すことすら出来ず、このまま人知れず死んでゆくしかない。

　だが、それが自分みたいな虫けらには相応しい気がした。何一つ成せない自分には。

　力が抜ぬける。苦痛が緩ゆるやかに麻ま痺ひしてゆく。自分が自分でなくなるような感覚は、微睡まどろみに見る夢に似て気持ちがいい。

　膜まくがかった視界の隅すみに真しん珠じゆの煌きらめきが見えた。ああ、あれは何だろう。

　目を引く美しさなのにどこか病やんでいて、それでも目が離はなせない──。

　瞬しゆん間かん、闇に閉とざされかけていたレンの意識に光が戻った。

　嵐あらしにでも巻き込まれたように意識がもみくちゃにされ、わけもわからず絶ぜつ叫きようする。

　次いで静けさが訪おとずれた。恐おそる恐るまぶたを開け、瞠どう目もくする。

「どうやら、間に合ったようだね」

　レンの首根っこを摑むようにして真珠色の髪かみの男が微笑ほほえんでいた。







「あ、あんた……っ！」

　続けようとした言葉は途と切ぎれた。ひゅっと喉のどが干ひ上あがったかと思うと、激しい咳せき込みがレンを襲おそったのだ。

　身を折って膝ひざを突つく。唾つばを出そうとするが焦あせれば焦るほど潤うるおわず、舌が口内に貼り付いてしまうのがひどく辛つらくて涙が滲んだ。いきなり訪れた状じよう況きようも相あい俟まって混乱が収まらない。

　舞ぶ台たいからずいぶん遠く離されていた。いや、かなりの高みにいた。ピエールと道化師を見下ろしている。ここは桟敷さじき席ではないだろうか。

（さっきまで舞台にいたはずなのに）

「おやおや、今のは何だね！　手品かね魔ま法ほうかねそれとも今時流行はやりの科学かね！」

　大おお仰ぎような身み振ぶりで道化師が問う。レンこそ問いたいところだった。ヴァレリーを見上げる。

　横顔のヴァレリーは答えない。鈍にぶい真珠色の髪が顔をより白く浮うかび上がらせて、この怪かい奇きの劇場における神秘性を表していたが、陶とう器きの人形にも似て冷たく人を寄せ付けない。

「だったら、私もすてきな魔法をお見せしよう！　さあ、私の可愛かわいい人形ギニヨル達よ。お前達の悪夢にあいつらを引き込んでおしまい！」

　道化師の叫さけびが響ひびき渡わたるなり、いずこからともなく音程の外れた管かん弦げん楽がくが盛大に鳴り渡る。

　身動みじろぎ一つせず客席に並んでいた人形達が一いつ斉せいに立ち上がった。一糸の乱れもない軍隊の動作を彷ほう彿ふつとさせるような人形達の、あるはずのない視線。レンは総毛立って身を退ひいた。

　しかも、人形達はやはり開くはずのない口をがばりと開くと次から次へと何かを吐き出し始めたのだ。それらは痰たんのようにどろりとした膜を持つ卵だった。

　卵はでこぼこに動き、殻からを破ると、中から見るもおぞましい、人間でも獣けものでもない、形容も名状もし難がたい怪かい物ぶつが現れた。

　それらが天てん井じよう桟敷さじきに向かって押し寄せて来る。

「ぅあ……ッ」

　信じ難い光景に、腰こしを抜かしてしまったレンは逃にげようにも逃げられない。かちかちと歯を鳴らしながら壁かべ際ぎわに身体からだを貼り付けているしかなかった。

　だが、ヴァレリーは静かな動作で右みぎ腕うでをまくり上げる。レンと同じ奇き妙みような入いれ墨ずみが現れる。

　初めてヴァレリーの表情が変わった。

　笑えみに。しかし、それはこれまでレンが見たどんな笑みでもなかった。獰どう猛もうで冷れい酷こくな、怪物的な異様な笑みだった。

「──起きろ、犬。食しよく餌じの時間だ」

　ぴき、と音が立ち、模様が青白い火花を散らした。中心からそれらは輝かがやきを纏まとって渦うずを巻くように動き始める。

　地鳴りのような吠ほえ声が遠く響き、渦の中心から何かが現れた。火花を散らし、白金の毛を逆立ててそれはゆっくりと身を擡もたげる。

　焰ほむらに似た豊かな獣じゆう毛もうを逆立たせ、黄金の目を爛らん々らんと輝かせるそれは狼おおかみに似ていた。

　だが、世の中にこんな大きな狼はいないだろう。体高がヴァレリーの胸ほどまでもある。

　烈はげしい怒いかりに似た気き炎えんを発する様は、獣そのままの獰猛さでレンを威い圧あつするに充じゆう分ぶんだった。自分など簡単に一吞のみされてしまうに違ちがいない。

　啞あ然ぜんと見つめるばかりのレンに対し、獣は高らかに吠えると、ヴァレリーの腕うでを蹴けって桟敷席から跳ちよう躍やくする。口が開いたかと思うと、名状し難い怪物達を颶ぐ風ふうのように吞み込み、牙きばで引き裂さき食いちぎり始めた。

　怪物を吐はき出していた人形達もまた煽あおりを喰くって吹ふき飛ばされ、投げ出され、弾はじき飛ばされる。空中に彼等の首や手足が舞まった。見るも不気味な舞ぶ踏とうだった。

「おお、おお。思い出したぞ」

　空中に怪奇な乱らん舞ぶが繰くり広げられる中、舞台で道化師が叫んだ。

「貘ばく！　そやつは貘ではないか！　我等が対ついなる王の下僕！　虚きよ夢むと虚きよ実じつの下もとに飼い慣らされた誇ほこり高き夢の獣よ！　なぜお前はそんなところにいる！」

　道どう化け師しはぱんと両手を叩たたくと、高らかに笑い出した。

「はは、ははは。思い出したぞ。虚夢の王の愛あい玩がん物を。誇こ大だいなる妄もう想そうの果てに黒の王に全すべてを喰い尽つくされたあの美しき少年を。現うつつに耐たえ切れず、夢だけを追い求めた挙げ句、己おのが全てを失った愚おろかな少年王。そうか、お前か。様変わりしたからわからなかった。そもそも、あのような無む惨ざんな様に成り果ててなお生きていたとはな！」

　ヴァレリーの目元がぴくりと動く。笑みを刻んでいながら見たこともない険しさだった。

「……お、い。何の話だよ……」

　どうにか声を絞しぼり出すが、ヴァレリーは答えなかった。

「よかろう！　よかろう！　王の御み心こころは我等の知るところではない。なぜ貘をお与あたえになったのかも。お前は抜け殻がら。虚うつろなる器うつわ。生きながら死に、死にながら生きる者にすぎぬ！」

　高らかに叫ぶなり、新たに管弦が響き渡り、手足をもがれなかった大多数の人形達がぎくしゃくと動き出した。人形の梯子はしごを作って、天井桟敷にまで昇のぼって来ようとする。

「──もう手て遅おくれだな」

　貘が縦じゆう横おう無む尽じんに動き、人形達の手足が舞う様を無感動な様子で眺ながめていたヴァレリーが呟つぶやいた。レンは顔を上げる。

「……何が」

「あの男だよ。ピエール・ピカール。いや、ピエール・ロッシュか？　まあ、どちらでも構わないがね。まだ夢む魔まに肉体を乗っ取られていないとは言え、彼はもう廃はい人じんも同然だよ」

「なっ……！」

「私は夢魔を狩かる。それは同時に、夢魔と繫つながったピエールの悪夢をも狩ってしまうことだ。具現化した夢は現だ。その現を喰われた時、現のピエールもまた人としての存在意義を失う」

「悪夢を喰えば、元に戻もどるの間ま違ちがいじゃないのかよ」

「残念ながら」

「じゃあ、ピエールは死んでしまうのかよ！」

「すぐには死なないだろう。けれど、魂たましいを失った者は生きてゆく力がない。残念だが、夢魔の言った通り、時間の問題にしか過ぎないよ。どちらにせよ、近い将来彼は実を夢魔に喰い尽くされて、その身を夢魔に明け渡していたさ。それはつまり彼の死だ」

「そんな」

「ならば、その前に悪夢を消す。彼の行き着く先が同じなら、夢魔に喰い尽くされての死より、今悪夢を消してしまった方が幸せだ」

「どんな幸せだよ！　勝手に決めるな！」

「夢魔に喰われたこともない君に何がわかる」

　ぞっとするような声こわ音ねだった。

　身を強こわ張ばらせたレンに、初めてヴァレリーが視線を向けた。見下ろすという体勢もあるのだろうが、明らかに見下した冷れい笑しよう的な目だった。

「そう、君にはわからない。知ろうともしなかった。首を絞しめられて諦あきらめかけたばかりか、悪夢の怪物を前にして腰を抜かすような君にはね。君は口だけが立派で達者な、ただの小やかましい子犬だよ」

「何だと……！」

「そうして、きゃんきゃん反発して拒きよ絶ぜつしていればいいと思っている。全ては自分の信じるもの、好きなものだけで構成された狭せまい幸せな世界だ。まさに、子犬が生きるに相応ふさわしい」

「！」

「子犬は可愛いけれど鬱うつ陶とうしくもある。役に立たないならば、大人しく引っ込んでいたまえ」

　ぐっとレンは口を噤つぐむ。ヴァレリーの言葉はひどく応こたえた。

　反論出来ない。確かに、自分は全くの役立たずで、今この醜しゆう怪かいな世界を見せられてさえ、信じたくない気持ちが強い。顔を背そむけて見なかったことにしてしまいたい。

（でも、俺はピエールを廃人になんてさせたくない）

　たとえ、ヴァレリーの言う通りだったとしても。夢魔に喰い尽くされようが、今貘とかいう獣に悪夢を消されようが、彼の未来が同じだとしても。

（ピエールの全てが悪夢なわけがない）

　歯を食い縛しばる。落ちたまま動かない腰を叱しつ咤たし、どうにか立ち上がる。がくがくと震ふるえて崩くずれそうな足を壁かべに背をついて支える。ぎっと前を見み据すえた。

「……させねえよ」

（だって、あの舞台でもピエールは言ってたじゃないか）

　見下ろした先に、明るい照明から外れたピエールが放心したように突つっ立っている。その姿は役目を終えた舞ぶ台たい俳優のようだった。

（どちらかだけがピエールって人間じゃないんだ。どちらもあいつなんだ。だったら……！）

　そう。あいつは言っていた。

　過去の絶望を乗り越こえた先で、未来への希望を。

　だったら、自分がすることは決まっている。今、出来ることがそれだけならばやってやる。

　一歩踏ふみ出さねば、どんな道も開けない。

「てめーが正しかろうと何だろうと、俺は絶対ピエールを廃人になんてさせねえ‼　どうやってでもあいつを助ける‼」

「君！」

　ヴァレリーの驚おどろいた声を背に、レンは天井桟敷の柵さくを蹴っていた。風圧に構わず、天井桟敷へと昇って来る人形達の背を蹴るように着地し、一気に駆かけ出す。

　思わぬ行動に驚いたのか、人形梯子もぐらつき、ところどころ崩れたが、構わずレンは手を伸のばして捕つかまえようとする人形の顔を蹴り飛ばしながら駆けた。傾けい斜しやもあって、あっという間に地上へと辿たどり着く。

　勢いのままに舞台へと駆け上がると、ピエールの手を摑つかんだ。重い身体を引き摺ずるようにして舞台の奥へと連れ出す。

「く、くそ。やっぱ重ぇ……！」

　汗あせだくになりながらぜいはあ息を切らす。体格差が我ながら恨うらめしかった。もう少し男らしい肉体なら、こんなにも疲つかれずに済んだし、もっと舞台から離はなれられたはずなのに。

　けれど、ここでめげている暇ひまはない。とにかく、今は夢魔からもあの変態からも遠ざけないといけない。

「ダメだよ、レン」

　力を振ふり絞って、再びピエールを連れ出そうとした時、当のピエールが呟いた。

　膝ひざをつき、ぼおっとしているピエールはさっきとは違い人間らしい表情を取り戻していたが、生気はなかった。

「俺はもうダメだ……。悪夢が俺を生殺しにする。ずっと、ずっと苦しくて辛つらかった。自分がこんなにも醜みにくい人間なんだと思うと絶望的な気分になった……」

「ピエール……？」

「俺はファビアンに逆さか恨うらみしたんだ。あいつを頂点から突き落とせたら。そんなことばかり考えて、想像すると楽しくて仕方がなかったんだ。俺ァ、悪夢に負けちまったんだ……」

　くたくたとピエールは崩れ落ちる。

「だったら、こんな悪夢、早く消しちまえ。悪夢を消してくれるなら、廃人になったって構わない。だってよ、廃人になったらもう悪夢を見ないじゃないか。自分のことだってきっと何もわからなくなるんだ。俺は俺が嫌いやなんだ。浅ましい俺は、とっとと死んでしまった方がマシな人間なんだよ」

「ふざけんなッ！」

　叫さけぶなり、レンはピエールに頭ず突つきをかましていた。ぐらりとピエールの顔が仰あお向むき、身体からだが傾かしぐ。

　その胸むな倉ぐらをレンは摑み上げた。猛もう烈れつに頭に来ていた。

「くだらねえことでグジグジしてんじゃねーぞこん畜ちく生しよう！　だから何だって言うんだよ！　お前の悪夢はわかったよ。人の不幸を想像して楽しんだってのもよーっくわかった！　本当に見み損そこなったぜ。お前がそんな最低人間だったなんてな！」

　額をうっすら染めたピエールは、呆ぼう然ぜんとしたようにレンを見つめている。

「けど、んなこたァ誰だれだって持ってることだろうが！　俺だってなあ、昔勤めてたレストランで俺に悪さしようとした野や郎ろうのアレが病気で一生勃たたなくなるか腐くさり落ちてしまえとか、俺をクビにした店なんざ潰つぶれろと思ったこたぁ死ぬほどある！　俺もな、お前と同じ最ッッ低野郎なんだよ！」

　何か言いかけたピエールに唾つばを飛ばしながらレンは喚わめいた。

「けど、俺は俺なりにやって、どうにかこうにか客が付いた！　お前だってそうだろ。客は昔のお前に付いたんじゃない。今のお前に付いたんだ。今の客が、お前を待ってるんだ！」

「……今の、客……」

「そうだ。それに、お前には悪夢じゃない夢だってあるだろ。以前も言ってたよな。お前は、〈悪趣味座〉をもっと世間に広めて、多くの人を楽しませたいって！　悪夢と同じに、それだってお前の真実の夢だろうが！」

　叫びながら、レンは気づいていた。そう、だから自分はピエールが好きだったのだと。

　彼は、多分レンと同じだったのだ。ロクでもない過去があって、それでも自分の夢を叶かなえたいという願いがあって。

　ピエールの瞳ひとみに光が戻る。目が覚めたように、正気の色が戻って来る。

「そう、だな。すっかり忘れてたよ。俺は、今の俺には夢があるんだ……」

「夢のために頑がん張ばってただろ。こんなところで、バカげた悪夢に悩なやんでる場合じゃねえよ」

「ああ……だが」

　沈しずんだピエールの声音にレンも眼まな差ざしを厳しくする。

　確かに事態は起こってしまった。このオペラ座はピエールの悪夢を具現化させて異界と化したのだ。それに。

（夢む魔まは、〈夢の種〉がピエールの悪夢を喰くって生長したって言ってた）

〈夢の種〉をピエールから取り出せたなら、悪夢も終わるのではないだろうか。

　けれど、方法がわからない。そもそも、そんなものが現実に存在するのかさえ怪あやしい。

（くそっ。やっぱり俺は何も出来ないのか？）

　──君は口だけが立派で達者な、ただの小やかましい子犬だよ。

　ヴァレリーの言葉が痛い。

（考えろ。考えるんだ。まだ手て遅おくれなんかじゃない。悪夢は最初から悪夢じゃなかったはずだ。きっと、何か方法が）

「……⁉」

　かっと左ひだり腕うでが熱くなってレンは叫んだ。思わず袖そでをまくると、ヴァレリーに彫ほられた入いれ墨ずみが光を放っている。

「ど、どうしたんだレン！　こりゃ一体……」

「それは俺が知りた、……っ‼」

　びりっと火花が散って、腕に触ふれようとしたピエールが稲いな妻ずまを受けたように倒たおれた。

「ピエール！　っうあッ」

　模様がさらに輝かがやきを増し、引き摺られるようにしてレンの膝は床ゆかについた。

　手が勝手にピエールの傷きず痕あとに触れる。一いつ瞬しゆんにして模様が毒々しい赤に染まった。

　レンは左腕を抱かかえて倒れ込んだ。

「っ、ぐ」

　熱い。腕が焼け爛ただれるように熱い。ぐつぐつと何かが煮に立たっているような、毒虫に刺さされたような苦痛にレンは叫んだ。呼吸が荒あれ、視界もまたぐるぐる回る。

（やべ。死ぬ……！）

　意識が朦もう朧ろうと歪ゆがんでゆく。幻げん覚かくだろうか。左腕の模様が動いている。芽め吹ぶいて茎くきを伸ばし、花を咲さかせるように変化を遂とげてゆく。

　開いた花は枯かれ、やがて一つの実を結んだ。白い、穢けがれ一つない小さな、オリーブに似た形の実。それが、レンの腕からぽろりと零こぼれ落ちる。

　同時に灼しやく熱ねつが消え失うせた。ゆっくり身を起こすと、床に落ちたそれを拾い上げる。ふわりとやわらかく、まるで作りたてのメレンゲのようだ。

　微かすかに柑かん橘きつとバニラヴアニーユの香かおりが寄せる。急激に唾だ液えきが溢あふれた。

　──喰いたい。

　食しよく欲よくが突とつ然ぜんレンを襲おそった。視界が狭せばまり、目の前のものにしか意識が向かなくなった。口の中が乾かわいたようになって飢き餓が感かんに喉のどが鳴る。

　指が、それを口に入れようと動く。味わえる、その喜びに笑えみが浮うかぶ。だが、僅わずかに残っていた理性が働いた。ぴたりと手が止まる。

　ついさっきの出来事を思い出す。これがピエールの傷痕から現れたものだとするなら。

　多分、悪夢だったもので。今は。

（ピエールの夢だ）

　欲よく望ぼうのままに動こうとする右手を、必死に左手で押さえて握にぎり締しめる。凄すさまじい苦痛だった。息が切れ、汗が噴ふき出た。

　右手を握り締め、疲ひ労ろうし切った身を起こしてレンは気を失ったままのピエールの顔を持ち上げた。口を開かせ、白いメレンゲ状のものを入れる。

　口の中に留とどまるかと思ったが、メレンゲ状のものはゆっくりと溶とけ、やがてピエールの喉が上下した。ないも同然だったピエールの顔色がゆっくりと戻もどってゆく。

　彼の夢が、戻ったのだ。

　瞬しゆん間かん、轟ごう音おんが響ひびき渡わたった。新たな異常事態にレンは振り向く。

　天てん井じよう画がに罅ひびが入り、シャンデリアが大おお揺ゆれし、黄金の装そう飾しよくが剝はがれ落ち始めた劇場で、道どう化け師しが半はん狂きよう乱らんで喚いていた。

「何ということだ。何ということだ！　悪夢が、悪夢が消えてしまうとは！　私の世界が壊こわれてゆく！」

　人形達もまた梯子はしごを作ったまま動きを止めていた。操あやつり人形の糸が完全に切れていた。

　崩ほう壊かいが始まった劇場。人形梯子の背を、ヴァレリーが悠ゆう然ぜんと降りて来る。傍かたわらに白い巨きよ獣じゆうを添そわせる姿は王のような威い厳げんがあった。

　ヴァレリーの視線がレンに投げられる。

「ほう。目覚めたかね。……思った通りだ」

「どういうことだよ」

　ぎっとレンは睨にらむが、ヴァレリーは冷れい笑しようを落とすとレンの側そばを通り過ぎた。

「まあ、それは後にしよう。今はまず、やってしまわねばならないことがあるからね」

　呟つぶやくなり、獣けもの──貘ばくが駆かけた。道化師の顔が飛び、粉々に砕くだけ散る。

　道化師が絶ぜつ叫きようし、暗黒の空くう洞どうになった顔を覆おおってのたうち回る。その顔をヴァレリーは踏ふみつけた。ぎりぎりと踵かかとをねじ込みながら冷ややかに問う。

「黒の王はどこにいる。今もあの城にいるのか。お前達の、虚きよ夢むの王は」

「し、知るものか」

「ならば思い出せ」

　言うなり、道化師の顔を蹴けり飛ばす。大きく弾はじけて道化師が床に跳はねた。その右みぎ腕うでを獣が肩かたごと食いちぎる。次々と、手足が消えて行った。

　血のような、どろりとした液体を噴き出す道化師の無む惨ざんな様にレンは口を覆った。喉に苦いものがせり上がって来るのを必死に耐たえる。

「どうだ。これで思い出したかね」

「ちょ……やめろって」

　これ以上見ていられず、再び道化師の顔を足で踏みつけようとしたヴァレリーをレンは止める。ヴァレリーが訝いぶかし気に細い眉まゆ根ねを寄せた。

「邪じや魔ましないでくれたまえ」

「って言われてもな。こんな胸むなクソ悪いもの見せられて止めるなって方がおかしいだろ」

「おや。これは夢魔で人に害をもたらす存在だよ。君だって酷ひどい目に遭あわされたじゃないか。私は、その敵かたきを討うとうとしてるだけだよ」

「誰だれも頼たのんじゃいねえよっ！」

「まあ、頼まれなくとも私はやるがね」

「人の話は最初から無視かよ！」

「手を離はなしてくれ。私はこの夢魔に聞きたい重要なことが……」

「い、言う。言おう。思い出した！」

　息も絶え絶えな様子で、顔を失った道化師は言った。目も鼻も口もないのに、一体どこから声を出しているのかわからないのがますます不気味だ。

　ヴァレリーは足を引っ込める。道化師の喉が上下した。

「黒の王……、虚夢の王へと辿たどり着くパサージュ……その名は」

　赤い唇くちびるが不気味に吊つり上がった。




「お前のような襤褸ぼろ屑くずに教える理由は何一つないわ」




　瞬間、重い影かげに覆われた。崩壊の予兆に揺れに揺れていた巨きよ大だいなシャンデリアが重力の方角性を無視して、こちらに落下して来たのだ。

「危ねえっ‼」

　左手でヴァレリーの右腕を摑つかんだのは咄とつ嗟さだった。

　巨大な模様が空中に輝いていた。それは入墨の模様でもあった。

　左腕が光っている。そして、ヴァレリーの右腕も。彼も驚おどろいた顔をしていた。

　互たがいの模様が絡からまると同時に、奥から地鳴りめいた音が溢れ出した。黄金の光に縁ふち取どられた、ヴァレリーが伴ともなう獣とよく似た顔が現れる。

　黄金の獣は雄お叫たけびを上げ、光こう矢やと化した。

　シャンデリアが砕け散った。ガラスの破は片へんが裏返り、多くの景色を見せてゆく。

　赤と白の薔薇ばらに囲まれた湖上の城。機関カラクリの動きと共に舞ぶ台たいが回り、壮そう大だいな音楽が夜を徹てつして鳴り響いている。

　その中で、一人玉座に在る黒くろ髪かみの美少年。彼の見る夢は全すべて実現し、絢けん爛らん豪ごう華かな夢の時が輝ける天鵞絨ビロードのごとくに重ねられてゆく。

　しかし、夢はいつかは終わる。

　終演と終しゆう焉えん。黒き夜空に松明たいまつの群れが黄金と輝く。城は傾かたむき湖の下へと沈しずんでゆく。

　そして美しかった少年は萎しなびて醜みにくく成り果てる。虚うつろな黒こく瞳とうは未いまだ夢を見続ける。剝ぎ取られた衣服。黒々と輝く髪かみは干ひ涸からびた白へと。襤褸屑に。
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「喰い尽つくせ」

　低い声は、絶叫に搔かき消えた。シャンデリアは完全に消え、展開していた模様もまた失せる。

　貘が道化師を喰っていた。液を吐はき出しながら道化師が笑う。

「〈夢の種〉は人が夢を見る限り生まれるものだ……。それは決して消えない」

　ヴァレリーは無表情だった。道化師は乾いた笑いを上げる。

「気をつけるがいい。ここで私一人喰らったところで、我等が夢む魔まは人がいる限り幾いくらでも生まれる。それに、最初から人々に悪夢を見せることを目的とする人間もいるのだしな」

　それを最さい期ごに、道化師は完全に貘に喰われた。

　悪夢の消えた世界は静せい寂じやくに満ちていた。崩くずれ落ちる瓦が礫れきも罅割れも、ましてや人形達もいない。壮そう麗れいな天井画とシャンデリアも、今一時の休息を得て闇やみに沈んでいる。

　ここは無数の栄光を懐ふところに抱いだき、眠ねむりに就つくオペラ座の劇場だった。そして、悪夢から覚めた現うつつのオペラ座でもあった。

　舞台の袖そでにはファビアンが転がったままだ。その舞台の袖から、服装を乱した男が一人ふらふらと出てきた。支配人だ。青ざめた顔でぶつぶつと呟いている。

「……、は」

　いきなり膝ひざから力が抜ぬけて、レンはくたくたと座り込んだ。完全に脱だつ力りよくしていた。

　極度の緊きん張ちようから解き放たれたのもあるだろう。だが、ただの疲労ではなかった。

　立たなければ、と思うのに、意思に反してひどい貧血を起こしたように力が入らないのだ。心に身体からだが付いていかない。俯うつむいたまま顔すら上げられない。

　おかしい。身体が変だ。ひどい空腹感。まるで魂たましいが身体から離れてしまいそうな──。

「飲みたまえ」

　ぐっと顎あごを持ち上げられ、開かれた口にとろりとしたものが流し込まれる。

　蜂はち蜜みつのような甘さと、どこか生なま臭ぐささのあるものだった。異質なそれにようやく正気付き、烈はげしく噎むせる。

　口を拭ぬぐうと赤黒かった。

　顔を上げると、ヴァレリーの視線と合った。その右腕の模様が溶けるように赤黒く染まり、指の先からとろりとした液体を床ゆかへと落としている。

「あんた……怪け我が……」

「回復したはずだよ」

　ヴァレリーの唇が上がった。

「そして君はもう、私なくしてはいられない」

　首を傾かしげた矢先、奥から頭を振ふり振りピエールが現れた。何が起こったのかわからない様子で、不可解な顔をしている。

「ピエール！」

　レンが駆けつけるとピエールは首を傾げた。

「あれ？　レン、何だってお前こんなところに……。っていうか、俺もどうしてここにいるんだ？　確か警察に行ってたはずだが」

「覚えてないのかよ！　お前、夢魔に悪夢を喰くわれて」

「は？　何のことだ」

　どうやら、ピエールは一連の出来事を覚えていない様子だった。脱力の思いにかられるが、それでもいいような気がしてきた。

「……懐なつかしいな」

　感かん慨がい深くピエールは言った。その目は劇場を眺ながめ渡わたしている。かつてここで主役を張ったことを思い出しているのだろうか。それでも、彼の目には羨せん望ぼうや嫉しつ妬となどといった暗い光はなく、ただ懐かしんでいる風だった。

　確かに、彼はもう一度この舞台に立ったのだ。観客が誰一人いない舞台に。いや、幻げん想そうの栄光と観客のいる舞台に。

「ピ、ピエール！」

　悲鳴じみた声に振り向くと、支配人が目を剝むいてピエールを凝ぎよう視ししていた。がたがたと震ふるえてもいる。ピエールは頭を搔きながら頭を下げる。

「ああ、どうも。しばらく振りです副支配人……いや、今は支配人でしたか。俺もどうしてこんなことになってるのか、よくわから」

「ゆ、許してくれ！　ピエール！　私が、私が悪かったのだ！」

　いきなり支配人は頭を抱かかえて頽くずおれた。わけもわからずピエールは啞あ然ぜんとしている。

「は？　どういうことです。ちょっと意味が」

「どうしても、支配人の地位が欲しかったんだ！　だから私は……」

　支配人が最後まで言い終えないまでに、ばたばたと大勢の人間が入って来た。驚く間もなく、名を呼ばれる。

「レン！　いきなり駆かけ出して行ったかと思ったら、一体どうやってここに……」

　トマだった。ユゴーもいる。警察が踏ふみ込んで来たのだ。彼等は逃とう亡ぼうしたピエールを捕ほ獲かくするかと思いきや、通り過ぎて支配人へと向かって行った。気絶しているファビアンには、担たん架かを回すよう呼びかけが行われている。

　なおも何かを叫さけぶ支配人を警察は素す早ばやく連行して行った。ユゴーがピエールの肩かたを叩たたく。

「君にも一いつ緒しよに来て欲しい」

「ユゴーさん！」

　慌あわててレンは叫ぶが、トマに止められた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。彼を捕つかまえるわけじゃないから」

「え……？」

「警察の目的は、オペラ座支配人とファビアン・ウジェだよ」

　啞然とレンはトマを見つめる。

　いつの間にか、ヴァレリーの姿は消えていた。
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　密告があったのだと言う。

「まあ、かつてのピエールの盗とう難なん事件のね。あれは支配人とファビアンの仕し業わざだった、と」

　後日。いつも通り騒さわがしい警察署の裏庭で、レンの焼いた菓か子しを頰ほお張ばりながらトマは教えてくれた。そよそよと風が渡る爽さわやかな日だった。

「話によると、支配人……当時は副支配人だけどね、支配人になりたかったそうだよ。で、自分と同じようにピエールという目の上の瘤こぶがいたファビアンに話を持ちかけた。彼は、少年時代のピエールの前科をどこからか仕入れていたんだろうね。目もく論ろ見みがうまくいけば、前科者を舞台に上げていた支配人も責任を問われる。絶好の機会だったというわけさ」

「それで、ピエールを陥おとしいれたのか」

　そういうこと、とトマは頷うなずいた。

「でも、支配人はともかくファビアンは悪事に荷か担たんしたものの、罪悪感に相当苦しんだらしいよ。頂点に登り詰つめれば登り詰めるほど、自分がやったことがのし掛かかったんだ。自分がやったように、いつか自分もまた誰だれかに陥れられるんじゃないか、って。それから逃のがれるために、麻ま薬やくに手を出し始めて」

「麻薬⁉」

　目を剝いたレンに、トマは頷いた。

「そ。麻薬。余計に悪夢を見るとも知らずにね。ファビアンがそんな状態に陥おちいったことに支配人も焦あせっただろう。おまけに、かつて自分が陥れたピエールが〈悪趣味座〉で名を上げて来た。それも、ファビアンの恐きよう怖ふを煽あおったんだ」

（ピエールに因いん縁ねんつけてきたのも、その恐怖の表れだったってことか……）

「ヴァレリーさんは、彼が診しん察さつを依い頼らいして来た時、すぐに彼が麻薬常習者だと気づいたそうだよ。悪夢もそれが原因だとね。麻薬に関しては組織絡がらみのところがあるし、もしかしたら彼から捜そう査さの道が開けるかも、ってことになった」

（だから、あいつは道どう化け師しに襲おそわれてたファビアンを助けようとしなかったのか）

　ファビアン自身が麻薬によって見た悪夢と、夢む魔まに憑つかれたピエールの暗い感情に影えい響きようされた悪夢。それらは恐おそらく複雑に絡からまり合って、ファビアンに悪夢を見せていたに違ちがいない。

「ふーん。つまり、ピエールを捕まえたのも、全部計算の内だったってことか」

「そういうこと。君には嫌いやな思いをさせちゃったよね。まさかピエールと一緒にいるだなんて思わなくてさ」

「……別にいいけど」

「ピエールが逃にげ出したのも計算外だったかな。まあ、何でも思い通りにはいかないよね。……そういや、レン、いつの間にヴァレリーさんと親しくなったの。あの夜も、夜会服なんて着ててびっくりしたよ」

　いきなり問われてレンはぎくりとした。

　あれからヴァレリーとは顔を合わせていない。

「あ、……ええと、ほら新規顧こ客きやくってやつだよ！　初めて会ったとき、ファビアンにぶつかられて落とした菓子、喰ってただろ。あれが縁えんでさ」

　一応間ま違ちがってはいないから噓うそじゃない、とレンは自身に言い聞かせる。

（本当にただの新規顧客なら問題はなかったのにな）

　実際は、ファビアンとピエールの件でどえらいことに巻き込まれてしまった。おまけに、夢魔なんてものにも関かかわりを持つハメになったし、拉ら致ちられた上、左ひだり腕うでに奇き怪かいな入いれ墨ずみまで彫ほられてしまった。

　他ほかにも、ヴァレリーには聞きたいことがある。

　ある、のだが自ら出向きたいとは思わない。正直なところ、あまりにも関わりたくなさすぎて足が向かない。

　確信があった。──あの男は、危険すぎる。

「へえ！　そりゃ良かったじゃないか。あの人が住むのは十六区の高級住宅街だし、これが縁で十六区のお金持ち達が顧客につくかもしれないよ」

「は、はは。そうだなー。そうだったらいい、よな……ははは。はは。はぁ……」

　どこか遠い目でレンは乾かわいた笑いを洩もらすしかない。

　それにしても、と思う。ファビアンを密告した人間は誰だったのだろう。

　思い出すのは、オペラ座近くの路地に貼はってあったファビアンの貼り紙への手て酷ひどい落書きと呪のろいの言葉だった。

　あれを書いた誰かが、ファビアンのことを密告したのだろうか。

　今回の事件はすでに新聞に取り上げられ、捕まった支配人とファビアンの件は演劇界の醜しゆう聞ぶんとして騒ぎ立てられている。それと同時に新たな支配人と、次代の花形の候補がすでに名を挙げられていた。その中には、ビストロでピエールに絡んで来たファビアンを必死に止めていた青年の顔もあった。

　写真の彼はあの時見た腰こしの低いおどおどした様子は微み塵じんもなく、誇ほこらしさに満ちていた。

　密告者が誰かと聞いたところで、トマは教えてくれないだろう。

　密告者の意図もレンにはわからない。一見すれば、それは過去の悪事を暴あばき、冤えん罪ざい者の名めい誉よを回復させた素す晴ばらしい行こう為いに思われる。だが、もし邪じや魔まなファビアンを陥れるためだけに練られた計画だったとするなら？

　どうしても、貼はり紙の悪あく罵ばが重なってしまう。

（……やめよう。考えたって仕方がない）

　真実はたった一つではない。人間には必ず美び醜しゆうがある。どちらかしかない人間なんていない。どちらか片方にしか成れないほど人間は強くないし、同時に愚おろかではない。そう信じたい。どちらもあるから人間なのだと。

　あの夢魔が喰くっていたのは悪夢だけだった。結局、夢魔に夢を喰い尽つくされた人間の行き先が死だというのは、そういう意味なのだろう。どちらかでしかない人間は人間としての存在を保ち切れない。

「そういえば、〈悪趣味座〉。海外巡じゆん業ぎように行くらしいね。ブリセニア王国だっけ」

　レンは頷くと天を仰あおいだ。青い空に鳥が数すう羽わはばたいてゆくのが見える。

　ブリセニアは海かい峡きようを越こえた島国だ。演劇発はつ祥しようの地とも言われ、素晴らしい劇団が数多あまたあると言う。

「ああ。前から話があったんだってさ。ブリセニアのロディスは演劇界の大おお御ご所しよが活かつ躍やくしたっていう都市だし、一つ挑ちよう戦せんも兼かねて行こうってことになったらしいよ」

　そんな矢先に今回の事件が発生したわけだが。

「俺も、一緒に行こうかって思ってる」

「へーそうなんだ。……って、え⁉」

　ぽつりと言い出したレンに、何気なく返事をしたトマは目を大きく見開いた。







　終章　セ・ラ・ヴィ







　お前も一いつ緒しよに来るか。

〈悪趣味座〉に菓子を届けに行った時、ピエールに誘さそわれた。団長を始め、懇こん意いの団員達も頷いている。

『あっちにも、面おも白しろい菓子がたくさんあるんだってさ』

『何だったら、俺等の劇団専属でも構わないぜ』

『菓か子しつきの小屋ハコってのも面白いとは思わないか』

『あっちの屋台で、客つけんのも面白いかもしれないぞ』

　わいわい囲まれてレンは面めん食くらった。〈悪趣味座〉の海外公演の件も含ふくめて、あまりにも唐とう突とつすぎたのだ。目を白黒させるレンに、ピエールは頭を搔かきながら苦く笑しようした。

『はは、いきなり言われても困るよな。どのみち、船の手配やら現地の関係者との話し合いやらで実際に行くのは早くても一ひと月つき先だ。それまで考えておいてくれ』

（行こう）

　散々迷った挙げ句、決めたのは数日経たってからだ。気き懸がかりなことはたくさん残っている。夢魔だとか、この腕うでの入墨だとか、あの変態医師だとか。

　けれど、心機一転を図りたいのも事実だった。しばらくレーヴを離はなれて、国を出て、新たな体験をしてみるのも自分のためになるかもしれない。

　貯ためていた金もある。旅費には充じゆう分ぶんだろうし、ブリセニアの物価が安ければ、小さな店くらい構えることも出来るのではないだろうか。

　そう考えると居ても立ってもいられない気分になった。トマに別れを告げ、レンは家路を急ぐ。心は未来への希望にわくわくと躍おどっていた。

「あっ。レン！　どこ行ってたんだい！」

　家の近くまで来た時、近所のおばさんが慌あわただしく駆かけ寄って来るのが見えた。首を傾かしげる。尋じん常じような様子ではない。

「どうしたの。おばさん」

「どうしたの、じゃないよ！　ガロデの野や郎ろうがやっちまったよ！　あんたの家が……」

　嫌いやな予感を覚え、最後まで聞かずにレンは駆け出していた。







　これぞ悪夢としか言いようのない光景だった。レンは立ち尽くすしかなかった。

　家は完全に潰つぶされていた。ただでさえボロ家だったのだ。壊こわすのはさほど時間もかからなかっただろう。レンが愛用していた窯かまは土台から持ち去られていた。

　ここしばらくずっと家を空けていたのがマズかったのだろうか。

「ガロデの野郎、金を借りてたヤクザ者にここを売っ払ぱらったみてえだ。俺達が止めても、この家の権利は自分達のもんだって奴やつ等らに押し切られちまって……」

　呆ぼう然ぜんと佇たたずむレンに、申し訳なさそうに一人が言った。

「……ガロデは」

「逃げたらしい」

　夜よ逃にげも同然だったようだ。ガロデの家の中はほとんどそのままだという。

　ふらふらとレンは瓦が礫れきの側そばに行った。自作の寝しん台だいの脚あしが見えたのだ。

　上の瓦礫をどかし、細工してあった箇か所しよを見つけ出す。脱だつ力りよくし、その場にへたり込んだ。

　甘かった。細工は壊され、ものの見事に金は抜ぬき取られていた。

　ガロデは大家だ。もちろん家の鍵かぎも持っていた。自分がいない間に、家や捜さがししてあの細工を見つけ出したに違ちがいない。そしてレンの財産を、未来への夢を根こそぎ奪うばって行ってしまった。大事な調理服の入った簞たん笥すもどうなっているかわからない。

　あまりと言えばあまりな事態に涙なみだも出ない。そんなレンを気き遣づかってか、集まった下町の連中も声を掛かけるのを躊躇ためらっている様子だ。

「おや、どうしたのだね。そんなに肩かたを落として」

　聞き覚えのある声に、レンはのろのろと顔を上げた。青空に真しん珠じゆ色の髪かみが柔やわらかく靡なびいている。相変わらず、異い彩さいを放つ白姿だった。

「……うるせぇ。放ほうっておいてくれ。今はあんたの相手する気力もない……」

　再び背を向けて言うが、ヴァレリーは空気など読まなかった。

　しゅっと音がして、煙草たばこの香こうが漂ただよった。

「家なき子になったようだね。だが、心配無用だ。私が君の後見人になるからね」

「……何だって？」

「君のお母上、マリ・ソーガワからの手紙を預かっていた」

　目の前に封ふう筒とうが差し出される。日付は半年前。母が女の恋こい人びとと旅行先の海上で船の転てん覆ぷく事故に遭そう遇ぐうする直前の日付だ。

「彼女とは似たもの稼か業ぎようの顔見知りでね。息子むすこにはちょっと問題があるから、もし何か自分の身に起きたらよろしくと言われていたのだよ」

「……じゃあ、あんたは最初から俺のこと」

「いや、知らなかった」

　あっさりヴァレリーは言った。美味うまそうに煙けむりを吐はいて告げる。

「まあ、忘れていたというのが正解かな。そもそも、マリさんが死んだことすら最近まで知らなかったし、会ったこともない子供のことなど眼中の外だったよ。女の子ならば育て甲が斐いもあるけど、どうして男なんぞの世話をしてやらねばならないのかね。面めん倒どうくさい」

　あっさりと酷ひどいことを言う。

「まあ、君はマリさんにそっくりだからね。それで思い出したんだけど。振ふられた件とか、カマをかけたら見事に引っ掛かっちゃってまあ」

　最初から知っていれば、夢む魔まだの何だのと混乱しているレンを思い通りに転がすのは簡単だっただろう。そんなことに引っ掛かったのだと思うと腹が立つ。

「というわけで、心配はいらない。私の元へ来たまえ」

「……何を今さら。大体、頷うなずくとか思ってんのか」

　ぎっと睨にらみ付けるが、煙草を咥くわえたままヴァレリーは鼻で笑った。

「思ってるよ。それに君は私に借りがある」

「ねえよ！」

「これがあるんだね。花か瓶びんだよ」

「花瓶⁉　花瓶とてめーの後見とどう関係があるってんだよ！」

「簡単だ。弁べん償しようしてくれたまえ」

「は⁉」

「覚えてないのかね。君、私に花瓶を投げつけただろう」

　ようやく思い出した。ヴァレリーの変態行動と発言に激げつ昂こうして、気がつけば間近にあった花瓶を力ちから一いつ杯ぱい投げつけた件だ。花瓶の末路は言うまでもない。

「あ、あの花瓶……」

「君に価値はわからないだろうけどね、実はあの花瓶はとても高価だったんだ。アール・ヌーヴォーの先せん駆く者との誉ほまれ高いレンドール・ギャルリの知られざる一作『蜻蛉とんぼ落下抄しよう』で、競売にかけられたものを大変な苦心をして手に入れたものなんだよ。毎日眺ながめても飽あきない、全すべてにおいて最高傑けつ作さくだったんだ。それをまあ、君は遠えん慮りよなく粉々にしてくれて」

　言葉もないレンに、ヴァレリーはにっこりと笑った。

「金で払えないなら、身体からだで払ってもらおうか。ああ、衣食住はもちろん保証するよ。望むなら、今まで通り菓子屋台を続けても構わない。ほら、君のために大金を払って最さい新しん鋭えいの窯を入れもしたのだからね。しっかり使ってもらわないと」

「ふ、ふっ、ふざけっ……」

「本気だよ私は。それに、君にはいろいろと問題もあるだろう」

　黒真珠が妖あやしさを増した。

　遠巻きに見つめている人々にちらと視線を投げると、ヴァレリーは煙草を放り捨てた。人当たりの良い微笑を浮うかべる。

「場所を変えようか。ここから先は秘密の話だ」







　渋しぶ々しぶながら連れて行かれた先は、セラ川を見下ろせる高台だった。遠くまで見み渡わたせる景色の良い場所でありながら、申し合わせたようにがらんとしている。

　すぐ近くを見下ろせば、橋のたもとに身を寄せ合う恋人達や散歩を楽しむ人々がぞろぞろといるだけに、この場所は異界めいていた。世界から孤こ立りつしてしまったような気分になる。

　いや、実際そうだったのかもしれない。自分は知ってはならない別の世界を知ってしまった。それは、これまでいた世界から弾はじき出されてしまったのと同じではないのか。

　そんなレンの心情を知ってか知らずか、隣となりに並ぶヴァレリーは輝かがやく川かわ面もを眺めたまま言った。

「このまま何もなかったように生きていくわけにはいくまい。君の夢魔の血は目覚めた。どんなに否定しても、あれは夢じゃない。現実の出来事だ」

　レンは知らず左ひだり腕うでを摑つかむ。

　悪夢だったと忘れられたなら、どんなに良かっただろう。

「警察でピエール・ロッシュを診しん察さつしたよ。ピエールが君の菓か子しを食べていながら悪夢に苦しんだのは、夢魔が憑いていたからだよ。とは言え、〈夢の種〉が実をつけても夢魔が彼の肉体を奪うばえなかったのは、普ふ段だんから君の菓子を食べていたのが大きいはずだ。つまり、君の菓子は夢魔にとっての壁かべ、人間にとっては免めん疫えきのようなものを作るのだろう。でなくば、ピエールの魂たましいはとっくに喰くい尽つくされていたはずだ」

　そういえば、あの道どう化け師しの夢魔も、ピエールの肉体を奪えないのが不思議だとか生長が今一つだとかブツクサ言っていたような気がする。

「君の菓子の効果は君も見た通りだ。市場に出すだけでは勿もつ体たいない。私の元に、悪夢の相談に来る患かん者じやに売ってみようとも考えているんだ。ピエールの診しん断だん結果から、患者がただの悪夢か、それとも夢魔に憑つかれているかの判断が出来そうだからね。それで得られた金はもちろん君の取り分だよ。花瓶の弁償に充あてるなり、君の貯金にするなり好きにしたまえ。……それに、君はもう私なしではいられない」

「どういうことだよ」

「夢魔が滅ほろんだ後、君は動けなくなっていただろう。あれは本格的に目覚めた夢魔の能力による、急激な消しよう耗もう状態と言える。君は陽性の夢魔の血を引く。ピエールの夢を戻もどした時、彼の夢を食べたくなったのではないのかね」

　くっとレンは唇くちびるを嚙かみ締しめる。それこそ、現実だと認めたくないものだった。

　あの白いメレンゲ状のものを、自分は心底喰いたいと願ってしまった。

　かつての失しつ恋れんを思い出す。もし、あの時欲よく望ぼうに負けてピエールの夢を喰ってしまっていたら。

　ピエールから悪夢は消えただろう。だが同時に、彼自身が抱いだいていた純じゆん粋すいな夢も消えてしまったに違いないのだ。かつて、恋人が自分への愛情を失ってしまったように。

　陽性の夢を喰うということは、ある意味では悪夢を喰うより性質タチが悪いのかもしれない。

「夢魔の血が目覚めた以上、これまでのように自分の夢でしのぐのは難しくなる」

「俺は他人の甘い夢を喰う気はないぜ。そんなことするくらいなら死んだ方がマシだ」

　どんより沈しずんだ声に、ヴァレリーは軽かろやかに笑った。

「そんなに思い詰つめる必要はないよ。私が君の回復を手助けしよう」

「……なに？」

「私の飼ってる貘ばくは極きよく端たんな悪夢喰いでね。かつて夢魔が摂せつ取しゆした甘い夢は口に合わないみたいで吐き出してしまうんだよ。他人から甘い夢を奪うばいたくないと言うなら、それを与あたえよう。オペラ座で、君も飲んだだろう？」

「何言ってんだ。そんなの飲んで……あ」

　記き憶おくが喉のど奥に、生なま臭ぐさい蜂はち蜜みつめいた液体の味を蘇よみがえらせた。

　彼の右みぎ腕うでの模様から溶とけるように流れ落ちていた血のような赤黒いもの。

　正直、気持ち悪いまでの甘さで美味いなどとは全く思わなかったが。

「飲んだらすぐに走り回れるほどに君は回復していた。他人から甘い夢を奪いたくなった時、側そばに私がいれば支障もない。つまり、私と共に行動する必要があるということだよ」

　声こわ音ねこそ優やさしいが、態度は立派に上から目線だった。

「勝手に決めんなよ。俺は一ッ言もそれでいいとは言ってな……」

「私と一いつ緒しよにいれば君の父親に会える可能性がある」

　思わず反応してしまった。そんなレンに、ヴァレリーはふいに真顔になった。

「私は君に興味がある。君があの異界のオペラ座で見せた能力……悪夢の陰いん性せいを消し、陽性へと変化させた能力。それは、ブランシュという名の夢魔と同じものだ」

「ブランシュ……」

「白の王ロワ・ブランシユとも言うね。明るく楽しい夢を好む陽性の夢魔で、夢魔の王だよ。すこぶる陽気で、それゆえに残ざん虐ぎやくさも際きわ立だつがね。私に貘を与えたのもブランシュだ」

　意味深にヴァレリーは笑った。

「悪夢を君に飲ませたら、──と、そうそう。言い忘れていた。この悪夢というのも、先日君に与えた甘い夢と同じで夢魔が摂せつ取しゆしたものなんだけどね、同じ模様が浮き上がって来たのは驚おどろいたよ。やはり君はブランシュに関かかわりがあると」

「ちょっと待て！　じゃあ、この模様……」

「え？　嫌いやだな。本気で私が入いれ墨ずみを彫ほったと思ったのかね。そんなわけがないだろう。君、もしこれが入墨だとして、完成に一体どれだけの時間がかかると思うんだね。数時間で彫れるものじゃないんだよ」

「俺を騙だましたのか……！」

　やっちゃった、とか言いやがったから、ものの見事にこの男に彫られたのだと思っていた。

「とんでもない。悪夢を飲ませて模様が現れた時、あーやっちゃったーって思ったからね」

　ああ言えばこう言う。脱だつ力りよくとはこのことだ。

「ちなみに、普通の人には見えないから安心したまえ。この模様が見えるのは、夢む魔まの関係者だけだからね。夢魔に喰われた者も、その力に応じた模様を身体のどこかに刻まれる」

「そんな関係者には極力会いたくねーぜ」

　とりあえず、一生腕うでまくり出来ないかもしれないという悩なやみが消えて何よりだ。

「バルザックにも一応見えてはいるがね、あの妄もう想そう狂きようは夢魔に喰われるどころか逆に夢魔を取り込んでしまった〝逆さか喰ぐい〟だから気にしなくていい。根本的に意味がわかってないから」

「げ。あのおっさんも関係者かよ」

　道理で言動がおかしかったはずだ。過去、夢魔に関係していたなら納なつ得とくかもしれない。

「私と組まないか」

　ヴァレリーの言葉に、レンは顔を上げる。

「組む？　あんたと？　何の理由があって」

「理由も何も、この能力を世のため人のために使おうとは思わないかね。以前も言ったけれど、今は夢魔にとって飽ほう食しよくの時代なのだよ。君が考える以上に夢魔に憑かれ、苦しむ人々が増えている。私達は彼等を救うことが出来る……つまりは正義の執しつ行こう者でもある。互たがいに補えれば、結構いい相棒になれると思うのだがね」

「役立たずって言ったのはどこの誰だれだよ」

　皮肉るが、ヴァレリーはどこ吹ふく風だ。

「オペラ座でシャンデリアが落ちてきた時、私達は二人で夢魔の創つくり上げた世界を破は壊かいした。あんな現象が起こったのは初めてだよ。まさか、二つの模様が合わさって力を発揮するなんて。これこそ私達の運命的な絆きずなを表していると思うのだがね」

「は！　運命的！　絆とはよく言うぜ。あんたの言葉は上っ面つらが軽すぎて実感がないな。お綺き麗れいな言葉で釣つれると思うなよ」

「おや。君くらいの年ねん齢れいの少年なら、正義や絆って熱い言葉に燃えるかと思ったけど甘かったかな」

「相手違ちがいだ。他ほかを当たりな」

「私は君でないと嫌なのだけれどもね」

「俺はあんただからこそ嫌だ」

「ずいぶんな嫌きらわれようだ……。けれども、ピエールを救った実感はあるだろう？」

　確かにそれはある。ピエールにはあの時の記憶はない。それでも彼の悪夢を消し、再び明るい未来をピエールが見られるようになったのは良かったと思う。

　しばし考え、レンはヴァレリーをまっすぐに見た。今日も粋いきな結び方をしているクラバットをぐっと引っ張る。

　間近に迫せまった綺麗な顔を、正面から睨にらみ付ける。

「黒の王って誰だ」

　ヴァレリーの瞳ひとみが一いつ瞬しゆん翳かげった。逃のがさずレンは低く続ける。

「どさくさに紛まぎれて忘れてると思うなよ。あんたは夢魔に聞いてたよな。黒の王はどこにいるってさ」

「そうだったかね」

「すっとぼけんじゃねえよ。目の前で胸むなクソ悪いもの見せられて、忘れるはずがないだろ」

　思い出すだに酸すっぱいものを口に感じる。

　手足を貘に喰い千切られた道化師の絶ぜつ叫きようと、虚きよ無むの顔を踏ふみつけたこの男の冷れい酷こくさは、忘れようにも忘れられるものではなかった。

「その黒の王ってのが、あんたの目的じゃないのか」

　ヴァレリーの目を覗のぞき込むようにしてレンは続けた。

「甘い言葉で釣ろうとするのも、あんたの目的に俺が利用出来るからじゃないのか。下心がなけりゃ、俺のためにわざわざ最新の窯かまを入れたり高価な材料を使わせたりしないだろ」

「そうだね。私は、私の目的のために君が必要だと考えている」

　やがてヴァレリーは言った。どこか陰かげを含ふくんだ声だった。

「ノワール。それが黒の王の名前だ」

「それで？」

「ブランシュとは真逆の、陰性の黒の王ロワ・ノワール。虚きよ夢むの王とも呼ばれる絶大な力を有する夢魔だよ。ブランシュ同様、歴史上に名を残す王が人知れず当の本人を乗っ取った彼であったことは数知れない。──私が彼を追うのは、失われた夢を取り戻すためだ」

「……夢を？　じゃあ、あんたは……」

「想像通りだよ。私は、ノワールに夢を喰くわれた」

　衝しよう撃げきの告白にレンは言葉を失った。

　──夢魔に喰われたこともない君に何がわかる。

　陰いん鬱うつなあの言葉は、この男が夢を喰われたからこそのものだったのだ。

　そして夢魔は、末まつ期ごに何を言い放った？

　──お前のような襤褸ぼろ屑くずに教える理由は何一つないわ。

「何かが起こってノワールは私を完全に喰わなかったようでね。ただ、私は夢をすっかり失ってしまったし、周辺の記憶が靄もやがかって曖あい昧まいになってもいる。夢魔を貘に喰わせ、その力を吸収することで少しずつ記憶を取り戻もどしては来たが、実情は遅ち々ちとして進まなかった。……ところが、君がその状じよう況きようを一気に変えてくれた」

「俺が？」

　わけがわからず、きょとんとしたレンにヴァレリーは頷うなずいた。

「二人で夢魔が創り上げた世界を破壊した時、夢の一部が戻ったんだよ」

　レンの脳のう裏りに、裏返ったガラスに映る様々な光景が蘇る。

　豪ごう華か絢けん爛らんな王宮。機関カラクリ仕じ掛かけの部屋。湖に逆映しとなった城は湖に消えてゆく。

　玉座にいた黒くろ髪かみの美少年は、どこか目の前の男に似てはいなかったか。

　白い、襤褸屑になった少年は。

「君の夢魔の能力は計り知れない。ただ、いろんな意味で陽の力が働いているのはわかる。悪夢を消す菓か子し。悪あしき夢を良き夢に戻すこと。私とは正反対だ」

　知らず、クラバットから手を離はなしていたらしい。ヴァレリーは襟えり元もとを直し、改めてレンを見下ろして来る。

「私は貘ばくに悪夢を喰わせることしか出来なかった。夢魔に憑つかれた人間を救う手立ては他に考えられなかったからね。だから、君の力にはかなり驚かされたよ。同じ半はん魔まとしてね」

「……半魔？　あんたが？」

「皮肉なことに、私は貘を腕に飼っているからこそ生きていられる。肉体は生身だが、実質私を動かしているのは貘が喰った悪夢なんだ。だから、この身に宿った悪夢や甘い夢を、現実に液体化させるなんて芸当も出来るわけだよ。実に魔物じみているがね」

　思わぬ言葉にレンは目を丸くした。何かを言おうとして言えず、ヴァレリーに苦く笑しようされる。

「私達は半はん端ぱ者もの同士だ。だが、陽である君と陰である私の力が合わされば一つの大きな力になるとは思わないかね。それこそ、夢魔の王という絶大な存在と対等に戦えるほどに」

「……あんた、夢を取り戻してどうするつもりだ？」

「決まっているよ。ノワールへ復ふく讐しゆうし、夢と一いつ緒しよに失われたものを取り戻す」

　ぞっとするような陰深い微笑ほほえみが、黒真しん珠じゆの瞳を妖あやしく煌きらめかせた。

「私にとって、君は夢を取り戻すために必要なんだ。協力してくれるなら、花か瓶びんの件はなかったことにしてもいい」

　魅み力りよく的な誘さそいは、逃にげ場を完全に失わせてしまうものでもあった。否いや応おうなく、この男の思うままに流されてゆくようで、一気に頭に血が昇のぼった。

「上から目線で言ってんじゃねえよ。大体なぁ、俺が夢む魔まの血に目覚めたのは全部てめーが元げん凶きようじゃねーか‼」

　腕うでに揃そろいの模様が浮うかんだのも、自分が夢魔の息子むすこだなんて知ったのも、奇き怪かいな世界に引き摺ずり込まれるハメになったのも、この男の変態行こう為いが発ほつ端たんだ。

　しかも、この男なくしてはいられない身体からだになってしまった。

　こういうのを〝もう嫁ヨメに行けない身体〟と言うのだっけ。いや、男だから婿ムコなのか。

「元凶だなんてひどい言いがかりだよ。そもそも、君のそれは生来の体質じゃないか。君の破れてしまった恋こいは……」

「それ以上言ったら石抱だかせてセラ川に沈しずめる」

　半眼で唸うなるように言い切ったレンに、ヴァレリーは軽く肩かたを竦すくめた。先さき程ほど垣かい間ま見みえた薄うす暗ぐらさは微み塵じんもなく、どころか顔には余よ裕ゆうある大人の愛あい嬌きようさえ浮かべている。

「まあ、いずれにせよ君は私の元に来るしかないよ」

「絶ッッッ対嫌いやだ。てめーなんかにゃ利用されねえ。俺は変な力なんかない、俺の菓子で人を幸せにしたいんだよ！」

「悪夢を見せるならともかく、悪夢を消して人を救う菓子になるんだからいいじゃないか」

「良くねえ！　んな力なんざいらねえよ‼　それより、人の甘い夢を喰わないといけないなんて体質こそが悪夢だろーが[image: !!!!]」

　ピエールの時はどうにか耐たえられたが、理性より本能が勝まさってしまった結果は失しつ恋れんという形で未いまだ尾おを引く痛手となっている。その現実があるから、「絶対に人から夢は喰ったりしない」と胸を張って誓ちかえない。

　本気で泣きたくなって来た。もう、いろいろ人生終わってしまった気分だ。

　やっぱりこいつはセラ川に沈めよう。真しん剣けんに検討し始めた時、ヴァレリーが両手を広げた。

「だからこそ、私と共にいた方が君のためなんだよ」

　意味不明な言葉にレンは眉まゆ根ねを寄せた。泣きそうな声を吞のみ込んで睨む。

「私はノワールを追っている。それは、対ついの存在であるブランシュに行き着くことでもある」

「だから何だってんだよ」

「ブランシュならば、君のその力を消すなり封ふうじるなりすることが可能なんじゃないかな」

　目を丸くしたレンに、ヴァレリーは甘く麗うるわしく囁ささやく。

「ならば、君は君のために私を利用したまえ。期間限定の相棒としてね」

　無言でレンはヴァレリーを見つめた。

　真実なのか噓うそなのかは知れない。自分を丸め込むためのでっち上げかもしれなかった。

　だが、この病やんで壊こわれた男と共に陰いん陽ようの夢魔を追うことに可能性があるというなら、諦あきらめるのはまだ早い。

「俺はあんたを信用しない」

　警けい戒かいを怠おこたるな。決して手て懐なずけられてはならず、馴なれ合ってもならない。思うように動くような真似まねはしてやらない。

　それが自分の意地だと目線に力を込める。

「歓かん迎げいするよ。レン」

　爽さわやかに差し伸のべられた手をはたき落として、ふと気がついた。

[image: ]

（そういえば、こいつに名前を呼ばれたのは二度目に会った時以来だな）

「これから忙いそがしくなるね。昼も夜も夢を追う……君も私も、一体どれほどの夢魔を喰うことになるのだろう？　楽しくて眠ねむれなくなりそうだよ。どうしてくれるのかね」

「だったらずっと寝ねるな」

「……思った以上に情熱的なのだね、君は。眠らせてくれないだなんて、まるで愛の告白じゃないか」

「はあ⁉　何をどう解かい釈しやくしたらそんな気色悪いことになるんだよ、変態め！」

「何度も言うようだがね、私は変態ではないよ」

「どの口がそれを言うかこのロクデナシ！　てめーは真性超ちよう絶ぜつド変態だ‼　人のこと婿ムコに行けない身体にしやがって‼　どうしてくれる、だぁ⁉　そりゃこっちの台詞セリフだ‼」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。そうなったら、私がちゃんと貰もらってあげるから」

「っざけんなあああああ[image: !!!!]　てめえいつかセラ川に沈める‼　絶対だ‼」

　人生、良いことばかりじゃないが、さりとて悪いことばかりでもない。今までがそうなら、これからもそうだ。

　動かなければ始まらず、歩き出さねば次の景色は見えない。

　良き夢か、悪しき夢か。行き着く先がどこであっても──逃げるより追いかけろ。

　どうにでもなるセ・ラ・ヴイさ。







　あとがき







　はじめまして。あるいは、お久しぶりです。隼川いさらです。

　新作『夢解きパティシエ　黒き医者の甘い誘惑』をお届けします。

　この度たびは、前作とは打って変わって少年主人公（と変態？）の物語。あれこれ怪あやしさ満まん載さいですが、いかがでしたか。

　皆みな様さまの中には、お菓か子し作りが趣しゆ味みの方もたくさんいらっしゃるのだろうと思います。

　お菓子の本を眺ながめていたり、スーパーや雑貨屋に並ぶ材料や手作りキットなど見ると作りたくなりますね。自分で作れたら、と夢も膨ふくらみます。

　ですが、中学時代、家庭科実習でのお菓子作り大・失・敗のトラウマが未いまだ消えない私は、伸のばした手を引っ込めることが多いです。自ら率そつ先せんして作るのは、ジャムとコンポートくらいでしょうか。

　特にコンポートは秋によく作ります。ワインを大量投下するので、作ったところで食べるのは私一人ですが。こんなテキトーぶりが菓子作りに向いてないなと思う次し第だいです。

　とは言え、今年はスイートポテトに挑ちよう戦せんしてみました。テキトー極きわまって、見た目が岩の固まりとなりましたが。……美味うまければいいんですよ美味ければ！　というのは噓うそです。お菓子は見た目も大事である、と岩の固まりを遠い目で見ながら改めて思いました。

　そもそも、今回いろいろと製菓本を読みましたがテキトーに作れる菓子などありませんね！

　世の中における夢と現実の相そう違いがここにもある！

　そんな作者のせいか、主人公のレン君は見た目も味も立派な菓子を作るパティシエ目指して日々奮ふん闘とうしております。ガンバレ。




　さて、ここまで来るのに約一年を費ついやすこととなりました。

　大変長い一年でした。本タイトルがボツ続きでギリギリまで決まらない、タイトルノイローゼになりかけたリアル悪夢の日々でもありました（笑）。

　ただ、終章タイトルではありませんが、「どうにでもなる」と一種の開き直りが自分の中で生まれたのも確かです。本来、これは諦あきらめのニュアンスを含ふくんでいるらしいのですが、某ぼうテレビ番組のインタビューで聞いた時の印象から、個人的には前向き言葉と捉とらえております。




　今作も、様々な方の助力を得て仕上げることが叶かないました。

　製菓や文化にもチェックをかけて下さった校正様には頭が上がりません。

　樹要先生、今作のイラストを引き受けていただきありがとうございました。修正に修正の日々の中、着々とやって来るキャラクターラフは、癒いやしであると共にテンションを高めるものでありました。変態な人の色しき彩さいでご面めん倒どうおかけしております……。

　ご担当者様にはいつも感謝です。企画を潰つぶした後に下さった一言が、この作品を生み出すきっかけとなりました。創作者としての基本を思い起こさせる言葉は、今後迷いが生じた時に道を照らしてくれるであろう名台詞ぜりふとして私の中に刻まれました。




　そして、読者の皆様。ここまで読んでいただきありがとうございました。

　本が出る度に思っておりますが、この一冊が読者の皆様にとって楽しい時間を過ごせるものであることを願ってやみません。ご意見、ご要望などぜひお聞かせ下さい。

　機会がありましたら、またお会いしましょう！





隼川　いさら　　












夢ゆめ解ときパティシエ




黒くろき医い者しやの甘あまい誘ゆう惑わく








隼はや川かわいさら
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